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　　　　STAGE:1

　　　　「チュートリアル」






　高校の入学式を無事に終えて、覇は鳥とり軍ぐん司じは帰宅するところだった。

　校舎を出て、中庭から校門へと向かいながらＰＤＳを取り出すと、愛用のヘッドホンを接続した。

　ずっと続けられてきたゲーム機の覇権争い。

　それに終止符を打ったと言われるのが、このＰＤＳだった。最新のゲーム以外にも、プラットフォームを越えて懐かしの名作ゲームを無料か格安でダウンロードして楽しめるところから、ライトユーザーからオールドゲーマーまで幅広い年齢層に普及している。

　さらにはスマートフォンとしての機能も搭載しており、メーカーがＰＤＳ専用の格安プランを設定しているため、ゲーム機ではなくモバイル端末として使っている人も多い。

「美み優ゆのコンサート、中継につながるかな」

　そう呟つぶやきながら、軍司はＰＤＳの画面をタップする。

　美優は、いま大人気のアイドル。軍司はファンというわけではないが、隣に住む幼なじみが大ファンなので、よく話に聞いている。

　今日、開催されている美優のコンサートは昼と夜の二部構成という大規模なもの。しかも、昼の部はネットで一部無料配信される予定なので、絶対に見るようにと幼なじみに勧められていた。

「ん、メールか」

　ＰＤＳの画面に、小さくメール着信のアイコンが表示されている。

　とりあえずメールをチェックすると、それは美み優ゆのファンの幼なじみ、月つき浦うら兎と穂ほからだった。

『お兄ちゃん、入学おめでとう。美優のコンサート始まってるよ！』

　兎穂は、昔から軍ぐん司じのことをお兄ちゃんと呼んでいる。

　お祝いの礼を返信するか、それともコンサートを優先するか、軍司はちょっと迷ったが、そのときＰＤＳにつけられたストラップに目が留まった。

　歪ゆがんだキノコのような姿をした、不格好な手作りのぬいぐるみ。

　これがいったいなんなのか。いつ、誰からもらったものなのか……軍司はなにも覚えていない。これを見ていると心の奥底が少しざわついて、理由のわからない焦燥感に苛さいなまれる。

　いま一緒に下校している新入生たちと同様、これから平凡で当たり前の高校一年生となる男子生徒──覇は鳥とり軍司にとって、このストラップは、そんな平凡で当たり前の日常にある「ささやかな不思議」であった。

「あれ……なにを集まっているんだ？」

　ストラップに気を取られていた軍司が視線を上げると、校門前に新入生たちが大勢集まっていた。過保護な父兄たちが記念撮影でもしているのだろうか。

　校門を通らねば帰れないので、軍司はやや強引に人ひと混ごみに割って入る。

「誰だ、あの子？」

　校門の前だけ、ぽっかりと人がいなくなっており、そこにひとりの少女が腕組みをして、仁王立ちしていた。

　たくさんのワッペンのついた、真っ赤なフード付きのジャケット。ややサイズが大きめで、袖そでからは手が出ていない。その下はヘソの出た超マイクロＴシャツに、ホットパンツという、かなりパンクな格好だ。

　新入生たちは、彼女を取り巻くようにして集まっていた。

「あの子って……」

「まさか、本物……？」

　新入生たちはヒソヒソと囁ささやきながら、その少女を遠巻きに見つめているが、本人はそんな野や次じ馬うまなど意に介することなく、不機嫌そのものといった顔つきをしている。

「あれって、六ろく波は羅ら暁あき奈なじゃないか」

　新入生たちに混ざって、軍司も思わず呟つぶやいた。

　六波羅暁奈は「最強」と「勇者」という二つの称号を持つ、世界で最も有名なＡＰアルタプレイヤーのひとりだ。

　軍ぐん司じは人ひと混ごみの中で、そんな暁あき奈なとピタリと目が合った。

　それはたまたまではなく、向こうがこちらの目を捕らえたといった気がした。

　暁奈は軍司をにらみつけたまま、片方の頬ほおをぴくりと持ち上げ、口の端に八重歯をのぞかせる。それは決して微笑ほほえんでいるのではなく、獣が威い嚇かくをするかのよう。




「覇は鳥とり軍司、あんたはなんでこんなところにいるの？」




「な、なんで……って。どうして俺の名前を？」

　向こうは世界的有名人だが、こちらはただの高校生。

　それに、確か暁奈はいま中東で勇者活動をしていると、ニュースで見た記憶がある。

　彼女が帰国をすれば、それはトップニュースを飾るほどの事件。それなのに、なぜこんなところで出待ちのようなことをしているのか？

　暁奈はまるでこちらを非難──いや、それどころか蔑さげすむような目で見つめる。

「おまえの居い場ば所しよはこんなところじゃないだろ」

「そんな、俺がどこにいるかなんて、きみには関係ないと思うけど……」

　いくら相手が勇者だとしても、こんなふうに頭ごなしに文句を言われる覚えはない。少し声が震えたが、軍司は勇気を出して暁奈に反論をする。

「覇鳥って、誰なの？」

「あの男子のこと？　なんの話なの？」

　軍司のことをよく知らない新入生たちは、このやりとりを不思議そうに見つめ、ひそひそとざわついている。

「うっさいなぁ……たくっ、雑ざ魚このくせに」

　暁奈はそんな新入生たちにいらだたしげに顔をしかめると、小さく呟つぶやいた。




「黙って、ひれ伏せ──《セブンリースペル・pride》」




　軍司はその小さな呟きが、まるで突風のように身体からだを通り抜けていくのを感じた。

　ただの言葉ではなく、それはなんらかの力を宿して、暁奈を中心として広がっていったのだ。

　そして、気がつくと、校門に集まっていた軍司以外の人間はすべて頭を垂たれていた。

　暁奈にひれ伏している──いや、正しくは、その場で崩れ落ちていた。

　意識を失っているのか、それとも眠っているのか。

　男子も女子も、様子を見に来ていた教師まで、等しく無防備に地に伏して、いまや顔を上げているのは軍司と暁奈の二人だけ。

「なっ、なにをしたんだ！」

　軍司の驚きの声に、暁奈が面倒くさそうに答えた。

「私が望めば、まわりはそのように改変アツプデートされちゃうのよ。そんなことも覚えてないの？」




　現実リアルにおける必要な諸もろ々もろの過程を飛ばし、超常的に任意の結果のみを得る。




　それがＡＰアルタプレイヤーの力──

「これがＡＰのスキルか……!?」

　ＡＰのスキルは、由来となったあるモノの影響を受ける。

　この暁あき奈なは国民的名作ＲＰＧロールプレイングゲーム『ドラゴンズクエイクⅡ』──通称、『ドラクエⅡ』のＡＰであり、そこに登場する魔法使いのように「じゅもん」をスキルとして使いこなす。

　そして、彼女はそんなＡＰの世界一を決定するアルファトーナメントの優勝者でもあった。彼女がトーナメントでバトルをする姿は、軍ぐん司じもテレビで見たことがある。

　静かに眠りについた新入生たちに囲まれ、暁奈は軍司に告げる。




「覇は鳥とり軍司。いますぐ、あんたの居い場ば所しよに連れて行ってあげる。栄え楠くす兄にいも向こうで待ってるよ──《セブンリースペル・sloth》」





　　　　　◆◇◆















　大歓声!!




　その大音量に、軍ぐん司じは思わず身がすくんだ。

　ついさっきまで、校門前で暁あき奈なと対たい峙じしていたはずなのに、見渡すとまわりは人、人、人……入学式の数十倍の大観衆に囲まれていた。

　ここは巨大スタジアムの中央。アリーナの観客席は人で埋め尽くされ、まるで軍司を押し潰つぶすかのような大歓声を上げている。

　軍司がいまいるのは、スタジアムの特設ステージの上。

　音響機材と照明機器。床にうねる無数のコード。背後にはビルの壁面と見間違うほどの大型ＬＥＤディスプレイが、このステージを映し出している。

　間違いない。ここはコンサートのステージ。高校の校門から、一瞬でこんなところまで運ばれてしまった。

「これもあいつのスキルの力なのか……？」

　だが、戸惑う軍司の目の前にいるのは、六ろく波は羅ら暁奈ではない。

　スレンダーな体型だが、すらりとした手足の、躍動感あふれる立ち姿の女の子。

　白銀に、薄いストロベリーピンクをまとわせる、シルクのように細い髪に、きらめく星の光をたたえた、大きな瞳ひとみ。

　ふわりとした真っ白のスカートには、大きなバラの花はな飾かざりがあしらわれていた。

　そして、そこからすらりと伸びる足と、黒地に輝くようなスミレ色のラインが入ったツートンのニーハイソックス。その独特のカラーは、軍司も見覚えがある。

　このスミレ色をトレードカラーとしているアイドルと言えば──

「美み優ゆ？」

　それは間の抜けた一言だった。

　だが、軍司が間抜けになってしまうのもしかたない。

　なにしろ、美優は強烈なスポットライトを浴びて、輝くようなステージ衣装に身を包み、満席のアリーナでパフォーマンスの真っ最中だったのだ。

　つまり、ここは軍司がネット中継を気にしていた、美優のコンサート会場ということ。

　まさか、こんな形でコンサートを見ることになるとは……あまりの状況に、一瞬、現実逃避をしていた軍司に、美優が冷たい目を向けていた。

「どうして、あなたがここにいるの？」

「いや……あの……俺は──」

「ここはあなたの居い場ば所しよじゃない」

　それは、ファンたちにクリスタルボイスと讃たたえられる、軍司もよく知っている美優の声だった。

　そんな声で冷ややかに尋ねられ、ようやく軍司も現実リアルを直視するしかなくなった。

　その途と端たん、軍司はこれまで経験のない圧力を感じた。

　さきほどまでの歓声が、いつの間にか大ブーイングへと変わっていた。

　身体からだの芯しんに響くような大だい音おん声じようの中で「ひっこめ」とか「邪魔だ」という罵ば声せいがかろうじて聞き分けられる。それらすべてはせっかくの美み優ゆのコンサートを邪魔する者──すなわち、自分に向けられている。

　このような最悪の空気の中、美優はその場から動くことなく、怒りというより、悲しげな表情を浮かべていた。

　そして、もう一度、同じことを軍ぐん司じに問いかける。

「あなたは普通の人のはずよ。どうしてここにいるの？」




「──それは、ここが覇は鳥とり軍司の居い場ば所しよだからよ！」




　突然、ステージ背後の大型ＬＥＤディスプレイに、舞台裏らしきところにいる六ろく波は羅ら暁あき奈なの姿が映し出され、アリーナに響き渡る大音量で告げた。彼女の背後には、コンサートのスタッフや警備員たちが地に伏しているのが映っている。校門のときと同じように、《セブンリースペル》のスキルを使ったのだろう。

「どうして、六波羅暁奈が!?」

　美優がわけを問いただすような目でこちらを見ている。

　もちろん、軍司はそれに答えられるはずもない。

　こんなわけのわからない状況に投げ込まれて、頭はもうぐちゃぐちゃ。

　観客のブーイングは鳴なり止やまず、美優に問い詰められ、追い込まれた軍司はたまらず言い返してしまった。

「そ、それはこっちが聞きたいぐらいだ。みんなで俺の居場所をどうのこうのって……そのくらい自分で決めさせてくれよ！」

　そんな軍司の声は、たまたま美優のマイクに拾われ会場全体に響き渡ってしまった。

　一瞬の静せい寂じやく。

　美優のファンがぎっしり詰め込まれたコンサート会場で、こともあろうにステージに乱入して、トップアイドルに文句を言っている一般人。

　軍司にとって死刑宣告を待つような、長い、長い、一瞬だった。

「……ごめんなさい。それは無理なのよ」

　大切ななにかを守ろうとする決意と凜り々りしさが、美優からは感じ取れた。

　この完全アウェイのコンサート会場で、美優にそんな態度を取られては、もはや軍司は蛇ににらまれたカエル状態。

　すると美優はステージ後方にいるバンドメンバーに無言で合図をした。

　当然、バンドメンバーもそんな美優に逆らうわけがない。まるで段取りがされていたかのように、いきなり大音量の演奏が始まる。

　腹の中をかき回すようなドラム。

　耳をつんざくギター。

　アクロバットな旋律を奏でるキーボード。

　軍ぐん司じも聞き覚えのある、美み優ゆのヒット曲『デフォルトエンド』の前奏に紛れて、美優の囁ささやき声が耳に届いた。それはマイクを通さない、軍司だけに向けられた言葉。

「あなたを追い返す。二度とここに来たくならないように」

「い、いや、自分で決めるっていっても、帰らないとは言ってな──」

　その軍司の叫びは、すぐにスタジアムを震わせるような大歓声に呑のみ込こまれた。

　それは、大勢の感情をミックスさせた、大きくうねる荒波。軍司の弁明など、大海に投じられた一滴に等しい。

　そんな荒波に飲まれることなく、美優はすらりとした足でステップを踏む。

　つま先とかかとでリズミカルに床を叩たたく、見み惚ほれてしまうほど、軽妙な足の動き。

　それに合わせて、ステージのあちこちに派手な爆炎が立ち上る。

　宙に舞った火の粉は消えることなく、それどころか流れ星のようにスタジアムの上空を飛び回り、輝く軌跡を残していった。

　花火でも、レーザー照明でもない。

　そんなステージ効果とはまったく違う。

　これが美優のＡＰアルタプレイヤースキル《フィジカルフィーバー》。

　ファンの歓声が美優の力になり、周囲の現実リアルを自分の望むものに改変アツプデートする。

　そこに物理法則は関係ない。

　すべては美優のために、世界のほうが変わっていくのだ。

　火のないところに煙スモークがのぼり、燃やすものもないのに火柱が立つ……というか、たったいま軍司の目の前で背の丈ほどある炎が噴き出した。

　熱風が鼻を焦がし、髪を揺らす。見た目どおり、本物の炎だ。

「そんな、マジかよ!?」

　ステージはまるで炎の柱が立ち並ぶギリシアの古代神殿のよう。

　次々と足元から立ち上がる炎の柱から軍司は逃げ惑い、すぐにステージの端へと追い詰められていった。

　もうあとがない。ステージから飛び降りるか？

「た、高いな……」

　しかも、下をのぞけばプレミアチケットのアリーナ席を勝ち取った、美優の熱狂的ファンたちが待ち構えている。あそこに飛び込むのは、血に飢えたサメの群れの中にダイブするのと変わりない。きっと裸にむかれて、八つ裂きにされる。

　そんな自分の姿を想像して青ざめる軍司に、美優が近づいてきた。

　軍司を追い詰める炎の柱の合間を華麗なステップですり抜け、まるで爆炎をパートナーに踊っているかのよう。

　そんな燃えたぎるステージを背後に、美優は容赦のない、凍いてついた目で軍司を見つめていた。特殊な人間にはご褒美かもしれないが、軍ぐん司じはそれを見て震え上がる。

　そのとき、軍司はまるですきま風のように、大歓声に包まれたステージの上を小さな囁ささやき声が通り抜けるのを確かに聞いた。




『──《セブンリースペル・wrath》』




　それは聞こえるはずもないほど小さな声。

　しかし、軍司には聞き覚えのある声。あれは六ろく波は羅ら暁あき奈なの「じゅもん」だ。

　その不気味な声に気づいたとき、ステージを飾っていたいくつもの火柱がひとつになり、ねじれ、鎌かま首くびをあげた蛇のように変化していった。

　美み優ゆはまだそれに気づいていない。

　その炎の大蛇が、美優を背後から呑のみ込こむように鎌首を下ろす。

「危ない！」

　だが、軍司の叫びは大歓声に阻まれ、美優まで届かなかった。

「くそっ、何度もあいつの好きにさせるか！」

　反射的に軍司は美優のほうへと駆け出した。

　不思議とこんな絶望的な状況なのに、軍司の心の内には高揚感が湧わき上がっていた。

　まるで、自分にはなんでもできるかのような感覚。

　ずっと閉じ込められていたことに気づいて、扉を開いたら、急に目の前に無限の草原が広がったかのよう。胸が高鳴り、走り出したい気持ちを抑えきれない。

　自分の中にあった封じられていた炉の蓋ふたが開かれ、炎が力となってあふれ出してくる。

　そんな軍司の高揚する気持ちに応こたえるように、ポケットのＰＤＳから電子音声のメッセージが聞こえた。

『ユーザーのアップデートが完了しました』

　心の奥からあふれ出した力は、右手に結集され、それは実体となって顕現した。

　軍司の手に握られているのは、抜き身の刀。光を反射しない黒い刀身に、薄くガラスのように透き通った刃はを走らせる、名も知れぬ刀であった。

「消えろぉっ!!」

　考えるよりも早く、軍司は手にした刀で、頭上から降り注ぐ炎を切り払った。

　普通なら、刀で炎を消せるはずがない。

　はずがないのだが……刀に触れた炎は、まるでその部分だけ削り取られるように消失して、火柱全体も生気を失ったかのように勢いをなくした。

　そして、この結果は軍司がこうなればと「望んだ」通りであった。

　軍司が無我夢中で、二度、三度と刀を振るうと、炎の大蛇は完全に霧散する。

「美優、大丈夫？」

　自分がいまなにをしたのか──それを考えるよりも、まずは美優のほうが心配だった。

　見たところ無事のようだが、美み優ゆは大きく目を見開いたまま、信じられないものを見るかのような顔をする。

「なんで……なんで、あなたがＡＰアルタプレイヤーに……」

「俺がＡＰ？」

　軍ぐん司じもまた信じられない気持ちで、改めて手に持った刀を見た。

　それは日本刀。

　そんなものが突然、手の中に現れたこと──心当たりはひとつしかない。

　いま軍司のＰＤＳにセットされているゲームのタイトルは『信長の栄光』。プレイヤーは実在の戦国時代の武将となり、配下を指揮して天下統一を目指すという、歴史シミュレーションゲームだった。

　戦国武将となる『信長の栄光』と、この手に握られた古風な日本刀。

　この二つが意味するところは、本当に自分はＡＰになったということなのだろうか。

　なにより、この手の刀は見た目よりもずっと軽く、手にしっくりとくる。

　いままで刀なんて手にしたこともない軍司が、反射的に炎に攻撃ができたのも、そのおかげだった。

　そして、その切っ先にぶら下がっている細いベルト──

「って、なんだこのベルトは？」

　さっきまで、こんなものはなかった。しかも、そのベルトには歪ゆがんだキノコのような、小さなぬいぐるみがぶら下がっている。

「俺のストラップ？」

　いや、よく見ると、色がちょっと違う。軍司のぬいぐるみは白っぽいが、こちらはピンクっぽい。ただ、その独特の不格好さはそっくりだった。

「返して！」

　軍司がぬいぐるみを凝視していると、美優に奪い取られた。

「なんで、美優が俺と同じストラップを？」

「…………」

　美優はぬいぐるみを両手で隠して、なにも答えない。

　いつの間にかバンドは演奏をやめていた。

　そして、観客の声も鎮まっている。

　なぜか？

　じっとうつむき、祈るような姿でぬいぐるみを隠している美優を見た。

　ぬいぐるみを隠した手の、もっと下のほうを……。




　そこには、水色ストライプのパンツがあった。




　美優のミニスカートが、すっぽりと落ちていた。

　軍ぐん司じが刀を振るったとき、その切っ先をスカートのベルトに引っかけてしまったのだ。

　当然、百万の男性ファンを魅了してきた美み優ゆの細い足から、鉄壁のガードを誇った絶対領域の上までも全部丸見えで、スタジアムすべての人間がその姿に息を呑のんでいたのだ。

「あの、パンツが……」

　その一人である軍司が、おそるおそる美優に呼びかける。

　美優は軍司が何を言っているのかわからないといった様子で目をパチクリさせてから、ゆっくりと下を見た。




「いっ、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」




　その直後、軍司の視界はミキサーにでも放ほうり込まれたようにグルグルと回転した。

　美優の悲鳴が衝撃波となって、軍司を軽々と吹き飛ばしたのだ。

　空中を舞いながら、軍司は脳内に「０ゼロ」という不吉な赤い文字が浮かび上がるのを見た。たぶんあれはＡＰアルタプレイヤーとなった自分のＨＰヒツトポイントなのだろうと、軍司は直感する。

　そして、意識を失う直前、聞こえるはずのない美優の声を耳にした。

　それは軍司を吹き飛ばした悲鳴とはまったく違った、悲しそうな問いかけ──




「どうしてあなたは戻ってきてしまったの？」
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　ＡＰアルタプレイヤーのスキルによってガードされていると囁ささやかれてきた、美み優ゆのスカートの中。

　どんな激しいダンスでも、いかなる強風が襲っても、その姿を確認できなかったあの神秘の存在。

　業を煮やしたファンの間では「美優ははいてない」という極論まで飛び交っていたのだが……長らく続けられてきたこの論争に、ようやく決着がついた。




　美優は縞しまパンだった。




　この事実は、永遠に語り継がれることだろう。

　軍ぐん司じの目に焼き付けられたストライプがまばゆい光に満たされ、やがてその奥から誰かが近づいてくる。

　あれは天使？

　不思議なことに、その天使は手にライフルを持っていて、その銃口を軍司に向けてきた。

　もしや、自分は天国に相応ふさわしい住人と認められなかったのだろうか？

　けれど、あの縞パンを目に焼き付けて地獄へ落ちるのならば、我が生涯に悔いは──




「いやっ、悔いはあるぞ！」

　軍司は跳ね上がるようにして目を覚ました。

「はぁっ、はぁっ……あやうく天使に撃ち殺されるところだった」

　いや、撃たれたような気もするが、やかましく鳴り響いている鼓動から、自分がまだ生きていることは確認できた。

　どこも怪け我がをしている様子もなく、むしろいつもの寝起きより体調が良いくらいだ。

　この寝心地の良いベッドのおかげだろうか──

「って、ここは？」

　自宅のベッドとは異なる、ほどよい弾力のマットレスの感触に、軍司はようやく自分が知らない部屋にいることに気づいた。

　見渡すとシンプルな部屋だった。

　大きなベッドが二つに、テーブルとテレビ、冷蔵庫。

　泊まったことはないが、たぶんビジネスホテルの部屋はこんな感じだろう。

　すぐに軍司は大きな窓のガラスに顔をつけて、外を見てみる。

　ここは木々に囲まれた敷地に立つ、五階建てくらいのビルのようだ。林の向こうには、大小様々な建物が並んでいる。

　さらに遠くには町が広がり、その向こうには白波を立てる海が見えた。

「あれは特区のウォーターフロントか。そう言えば、美み優ゆのコンサート会場も特区のアリーナだったっけ」

　海岸線に立ち並ぶ、未来的なデザインの高層ビル群。

　その景色は、軍ぐん司じがテレビや雑誌などでよく見るものだった。

　ここは神奈川県にあるオメガコンプレックス特別経済開発区──通称、特区。

　そして、国内および世界各国のＡＰアルタプレイヤーが集う街としても、よく知られている。

　世界を震撼させたＡＰの誕生。

　それは三年前、世界的大企業オメガコンプレックスの社長による宣言から始まった。




『我が社は仮想現実ヴアーチヤルリアリテイならぬ、現実改変アルタリアリテイという技術を開発した。

　そして、その力の一部をＰＤＳのユーザーに分け与える。

　力を得ることができるのは、現実リアルを変えたいと望んだ者たち──アルタプレイヤー。

　さて、ＡＰ諸君。本物のアルタリアリティを手に入れ、きみたちの現実をアップデートしたくはないか？

　望むなら戦え。力なら、もう与えてある』




　これはのちに「ＡＰ宣言」と呼ばれるようになる有名な文言。

　この宣言でオメガコンプレックス社長が述べた未知の技術「アルタリアリティ」によって特殊な力を与えられた人間たち──それがＡＰ。

　携帯ゲーム機であるＰＤＳを介して力が与えられたせいなのか、最初から意図したものなのかは不明だが、この宣言以後、世界各地でゲームを由来とする超常能力を得た者が、次々と現れるようになった。

　既存の物理法則を無視した超常現象を引き起こすＡＰの誕生は、ほとんどの学問を根底からひっくり返す、人類史上最大級のブレイクスルーになると思われた。

　ただ、全世界の人口比率で言えば、ＡＰは数十万人に一人もいないとされる。

　このようにＡＰの数はあまりにも少なく、大多数の人々の日常に影響を及ぼす存在にはなりえないとわかると、やがて混乱は収拾していく。

　そして、ＡＰたちは、スタントもＣＧも使わないことを売りにしたアクションスターとして活躍したり、ハイパーレスキューに所属して英雄視されたりと、テレビやネットの向こう側にいる有名人と変わりない存在として落ち着いた。

　もちろん、多くの人が自分もＡＰになることを望んだが、いまだその方法はわかっていない。たとえＰＤＳのユーザーであっても、ＡＰとなれるのは万にひとつの確率だ。年齢、性別、国籍など、そこに法則性はなく、ゲームに熱中していた者、強い望みを持つ者がＡＰとなると言われているが、はっきりしているのは若者に特に多いということだけだった。




「いま何時だ……？」

　軍ぐん司じは私物と一緒にテーブルに置かれていたＰＤＳを手に取り、時間を確認する。

「あれから、まだ三十分……って、違う。丸一日経たってる!?」

　ＰＤＳに表示されたカレンダーの日付が変わっていた。

「そんなに寝てたのかよ……？」

　普通なら寝過ぎて、頭が重くなるところだが、まるでそんなことはなかった。

　軍司はいつもの習慣でメールアプリを起動したが、妙なことに通信が圏外となっていた。よほどの山奥でなければ、こんなことは起きないはずだが、携帯電話もつながらないことからして、この建物が特別なのかもしれない。

　不思議に思った軍司だったが、気づくと、ＰＤＳにつけられたストラップにぶら下がっている、美み優ゆと色違いの不格好なぬいぐるみを見つめていた。

「そうだ……美優はこいつを持っていた」

　いまになって思い返すと、美優のステージ上の態度は、コンサートに乱入した邪魔者を追い払うというだけではなかった気がする。

「まるで、美優は俺のことを知っていたような……これって、暁あき奈なが俺をあのステージに送り込んだのと関係があるのか？」

　暁奈は軍司を美優と会わせたくて、あのようなことをしたのだろうか？

　いや、軍司をステージに瞬間移動させる直前、暁奈は「栄え楠くす兄にいも向こうで待ってるよ」と言っていた。

　あの六ろく波は羅ら暁奈には二人の兄がおり、栄楠というのはその長兄の名前。暁奈と同じく「最強」にして「勇者」の称号を持っている。

　となると、軍司を特区に連れてきたのは、暁奈だけではなく、六波羅兄弟全体の意志ということだろうか。

　世界屈指のＡＰアルタプレイヤーたちが、何を狙ねらってそんなことをしたのかはわからないが……そのことで、軍司の胸の内に大きな変化があったのは間違いない。

　いまの軍司は、このストラップの正体を知りたいという気持ちを抑えきれなかった。

　いつから持っているのかも、どこで手に入れたのかもわからない、これまで「ささやかな不思議」だったストラップの謎なぞが、美優と出会ってから、軍司の中で存在感をどんどんと増している。もはやいても立ってもいられない。

　この気持ちの変化の意味を、理由を、美優だったら説明してくれるかもしれない。

　ならば、もう一度、美優に会わねば。

　そう決心すると、軍司は家族と兎と穂ほに向けたメールを素早く打ち込み、通信が回復したら自動で発信するようにしておく。

　その文面はとても短く、ただ一言。

『しばらく特区に残る』

　それだけだった。
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　窓から見える景色で、ここが特区であることはわかった。

　だが、この建物はなんなのか。

　なぜ、自分はここにいるのか。

　とにかく、外に出なければ始まらない。

　軍ぐん司じは部屋のドアノブに手をかけてみると、鍵かぎはかかっていなかった。

　おそるおそる開いてみると、ドアの隙すき間まからぬっと男が顔を出してきた。

「うわっ、ど、どうも……」

　紺色の制服のデザインからして、ガードマンのようだった。軍司よりも背は頭ひとつ大きく、体型もがっしりとしている。笑顔の欠片かけらも見せずに、こちらをにらんでいる。

　さらに、廊下にはもう一人。同じ格好の男が立っていた。

　この部屋を、二人がかりで見張っていたのだろうか。ずいぶんと物々しい。

「あの、もうここを出たいんだけど……」

　ガードマンの迫力に気け圧おされ、軍司は小声で訴える。

「もうしばらくここでお待ちください。必要なものがございましたら、お持ちいたします」

「それって、出たら駄目ってこと？　どうして？」

「私どもからは説明できません。すぐにわかる者を呼びますので、もうしばらくお待ちください」

　ガードマンは二人で扉の前に立ちはだかり、無言のプレッシャーを放っている。

　軍司は立ちはだかるガードマンの隙間から、部屋の外の様子を見た。

　長い廊下にずらりと似たようなドアが並んでいる。やはりホテルのような造りだ。

　警察の留置場とかではなさそうで、軍司はホッとした。少なくとも、コンサートに乱入した罪で逮捕されたわけではないらしい。

「さあ、部屋に戻ってください」

　気の緩んだ軍司の肩を、ガードマンが強くつかんだ。

　口調は丁寧だが、やけに力を込めており、有無を言わさない勢い。

「ちょっ、やめてくれよ！」

　軍司が反射的に身をよじると、なぜか肩をつかんでいたガードマンは引っ張られるようにして派手に転んで、壁に頭を打った。

「わっ、ごめん……」

　軍司としては、ちょっと身をよじったくらいなのだが……いくらなんでも大げさ過ぎるのではと戸惑いながらも、とりあえず謝っておく。

　ところが、軍司が倒れた相手の動きに気を取られている隙すきに、突然、もう一人のガードマンがつかみかかってきた。

「なっ、なんだよ、あんたら!?」

　とっさにそれをかわしたところで、今度は、万全の態勢で身構えていた、さっき倒したガードマンが大きくこちらに踏み込んできた。

　胸元と袖そで口をつかもうとする動き……たぶん、これは柔道だ。

　だとしたら、つかまれてはいけない。

　まずは右袖を引いてかわして、胸をつかもうと伸ばしている手を払うようにつかんで、相手の勢いを利用して、そのまま回転するように脇をすり抜ける──なぜか、瞬時にそんな対応策が思いついた。

　もちろん、頭でいくら思いついたところで、普通は身体からだが追いつかない。転びそうになった瞬間、いろいろ頭によぎったところで、結局はなにもできずに倒れてしまうもの──だが、このときの軍ぐん司じは思い浮かべた通りに身体を動かして、屈強なガードマンの脇を、軽くすり抜けることができた。

　あっという間に、廊下側に立っている自分に気づいて、軍司は首をかしげた。

「そう言えば、俺ってＡＰアルタプレイヤーになったんだっけ」

　軍司はコンサートでの『ユーザーのアップデートが完了しました』というメッセージを思い出し、いままでずっと手に握っていたＰＤＳを見ようとした。

　そんな軍司の何気ない動作に、ガードマンたちは驚いたように一歩退き、顔をこわばらせた。まるでこちらに怯おびえているかのよう。

　ただの男子高生に、そんな態度をとるガードマンに、軍司は違和感を覚える。

「俺、ホントにアップデートされたの？」

　思わず軍司はガードマンたちに尋ねた。

「はい、そのようです。ですので、ＡＰについて詳しい者が来るまで、部屋でお待ちいただけないでしょうか？」

　警戒を緩めないままガードマンが応こたえる。

「マジで？」

　身体がやけにスムーズに動くのも、頭がやけにすっきりしているのも、そのせいか。

　ＡＰについて詳しい人に話を聞くのも心を引かれたが……しかし、いまの軍司には、もっと優先すべきことがある。

　こんなところで、じっとしている暇はない。

　少し考えたあと、軍司はくるっと回れ右をして、廊下の向こうに見える階段に向かってダッシュした。

「こらっ、待て！」

「いやいや、だって閉じ込められるとか意味わかんないし！」

　軍司は身体がぐいぐいと急加速していくのを感じる。まるで斜面を駆け下りているかのようだ。

　しかも、生身では経験の無いスピードで走っているのに、不安定さや、恐怖はなかった。反射神経、瞬発力、バランス、運動能力が軒並み良くなっている感じだ。

　あっという間に階段にたどり着き、速度を緩めずに急カーブ。

　そのまま階段を全段すっ飛ばして、一足で踊り場に着地する。

　瞬間的に強い衝撃と、痺しびれるような痛みを足に感じたが、それは表層的なものに止とどまり、あとを引くことなくすぐに消える。

「すごいなっ、ＡＰアルタプレイヤーになると、こんなに変わるのか！」

　軍ぐん司じは調子に乗って、階段の手すりを次々と乗り越えて、休むことなく一階まで下りた。

　見上げてみても、階段にガードマンの姿は見えない。あの二人は、軍司のようなＡＰではなかったのだろう。いくら特区とはいえ、そうそうＡＰがいるはずがない。

「えーと、出口は……？」

　一階は広いロビーになっていたが、フロントやホテルマンの姿は見えない。全体的に地味で、公共施設のような印象を受ける。もしかすると、ここはホテルとかではないのかもしれない。

　もっとも、いまの軍司にとってはそんなことは些さ細さいなこと。

　誰もいないロビーを駆け抜けて、身体からだが動くままに、外へと飛び出した。
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　部屋の窓から見たとおり、ここは林に囲まれた建物。正面には舗装された道路が続いており、その向こうには大きな建物が並んで見える。

　開けた場所に出られたところで、軍司はちょっと本気を出して走ってみる。

　自転車くらいの速度は楽々と出たが、それ以上の加速は難しい。強く踏み出そうとしても、靴が滑ってうまく力が出せないのだ。

　だが、これだけ激しく動いても、ちっとも疲れないのは感激だった。

　黄色信号の横断歩道を走って渡るくらいの感覚で、数百メートルをあっという間に駆け抜ける。

　そして、さっき部屋から遠くに見えた建物に到着して、ようやく軍司にもここがどこなのかがわかった。

　整備された広い中庭を挟むようにして立ち並ぶ、真っ白い壁と、大きなガラス窓を多用した近代的な建造物。

　そして、中庭の正面には、歴史を感じさせる木造の二階建の建物があった。

　白い建物を額縁とするのなら、正面の建物と中庭は、そこに飾られた絵画のよう。

　この風景はテレビや写真で何度も見たことがある。

「ここって星せい泉せん学園なのか……」

　特区内にある最大の学園。小中高一貫教育の私立学校。

　そして、世界で唯一、ＡＰのための教育機関であるＡＰ専門科があることで知られている。世界中からＡＰが集まるのが特区ならば、特区中からＡＰが集まる場所──それが、この星せい泉せん学園だ。

　噴水やベンチが設置された洒落しやれた公園のような中庭には、制服姿の男女があちこちにいた。もちろん、いくら星泉学園とはいえ、あれらの生徒すべてがＡＰアルタプレイヤーというわけではなく、大多数は普通の生徒のはずだ。

　とはいえ、どこかにＡＰがいるかも知れないと、軍ぐん司じが物珍しげに見回していると──

「……ん、なんかこっちを見てる？」

　さっきから浮き足立っていた軍司だが、ふと我に返った。

　なんだかやけにこちらを見ている生徒が多い気がする。

「なんでだ？」

　まず思い当たったのは、自分だけ制服が違うこと。これでは確かに目立つ。

　だが、それだけではなさそうだ。

　何人かの生徒はＰＤＳの画面と見比べながら、ひそひそと話をしている。他校の生徒が紛れ込んできただけにしては、やけに注目度が高い気がする。

　軍司がさりげなくＰＤＳを手にしている生徒たちの横を通り過ぎると、何を話しているのか少しだけ耳に入ってきた。

「美み優ゆのコンサートに乱入して……」

「スカート泥棒の……」

「変態ＡＰ……」

　軍司の身体からだから、あれだけみなぎっていた力がへなへなと失われていった。

「し、知れ渡ってる!?」

　昨日のステージはネットで全世界に配信されていたはず。ＰＤＳの普及したこの世の中では、情報拡散のスピードは回線速度と同じだ。

　反射的に軍司は自分のＰＤＳを取り出す。あの部屋を出たせいか、通信も回復していたのだが──

「見るのが怖い……」

　満席のコンサート会場で美優のパンツを公開してしまったのだ。

　いったいどれだけ炎上しているのか、とても確認する気になれなかった。

　とにかく、こんな目立つところではなく、いったん人ひと気けの無いところに移動しようかと思ったそのとき──軍司は、警戒や軽けい蔑べつとはまったく違う視線を向けてくる女子生徒に気がついた。

「あの子は、夢で見た……？」

　その子は美優のステージで意識を飛ばされたあと、夢の中で軍司をライフルで撃とうとした天使とそっくりだった。

　ただ、いまはあの印象的な大型のライフルは持っておらず、さらに言えば星泉学園の制服に身を包んでいる。

　そんな彼女がなにかを言いたそうにこちらを見ている。

「あの……なにか？」

　ちょっと迷ったが、軍ぐん司じのほうから声をかけると、その女子生徒は表情をぱっと明るくさせる。

「こんなところで、またお会いできるなんて……」

　と、そこまで口にしたところで、彼女は顔を赤くして、目を伏せてしまった。

　恥ずかしがり屋なのだろうか。

　確かに見た目はいかにもお嬢様といった感じ。

　風にふわりとなびくさらさらのロングヘアに、照れているのかほんのりと赤くなっている白い肌。伏せた目のまつげは綿毛のように可愛かわいらしくカールして、何か言いたげにモジモジしている口元も愛らしい。近寄ると、ふわっと甘い香りが漂ってきた。

　しかも、顔つきは幼い雰囲気を残しているというのに、制服に収められた胸は、軍司がまだ見たことのないスケールだ。意識しないと、思わず目がそちらに行ってしまうほどだ。

「また……って、前に会ったことある？」

　夢の中で会ったとはさすがに言い出せず、軍司は曖あい昧まいな感じで問いかける。

「ええ、美み優ゆさんのコンサート会場で……これでお目にかかるのは二度目となりますが、わ、私は天あ衣いと言います」

「あそこにいたんだ……って、ちょっと待って。あのパンツのことは、偶然で、事故で、悪気はなくて！」













　もしかして、さっきから彼女──天あ衣いが恥ずかしそうにしているのは、美み優ゆのパンツ事件のせいで妙な誤解をされているとかでは。

「はい、あれが事故だというのはわかってますから」

　その一言で、軍ぐん司じがすうっと救われる気持ちになっていると、天衣はまたじっとこちらを見つめた。それはさっきと同じ、なにか言いたげな表情。

「もし俺に用があるなら、遠慮しないで言ってくれていいけど」

　たぶん、このまま待っていても、なかなか言い出せないだろうと察して、軍司はこちらから尋ねることにした。

「あの……再会したばかりで失礼とは承知しているのですが……アルファトーナメントにご興味ありませんか？」

「アルファトーナメントって、あのアルファトーナメント？」

「は、はいっ、そのアルファトーナメントです」

　それは、年に一度、この特区で開催される、世界中のＡＰアルタプレイヤーの頂点を決定するチームバトルのトーナメントだ。

　バトルのルールはシンプルで、決められたフィールドで、三名一チームを組んだＡＰ同士が、能力を駆使して戦うというもの。常人を超えた身体能力を持つＡＰが、さらに超常的なスキルまで駆使して派手に戦う姿は、あっという間に世界中を虜とりこにした。

　まだ、二回しか開催されていないのに、アルファトーナメントはもうオリンピックやワールドカップ並みの人気を誇っている。

　初代の優勝者は、軍司を特区に連れてきた、あの六ろく波は羅ら暁あき奈なの兄弟チーム。長兄の栄え楠くすと、次男の九く喜き。あの暁奈は末っ子の妹だ。

　そして、去年開かれた第二回トーナメントを優勝したのは、あのアイドルの美優が率いたチームだった。

　デビューして間もないとはいえ美少女アイドル兼ＡＰの美優が優勝したインパクトは相当なもので、これがトーナメントの人気を決定づけたといっても過言ではないだろう。

　そんな世間の話題性もさることながら、アルファトーナメントの優勝者には、オメガコンプレックスの社長が「アルタリアリティでなんでも望みを叶かなえてくれる」という特典がつくことでも知られている。

　その「なんでも」が、どのくらい「なんでも」なのかハッキリと明言はされていない。

　だが、ＡＰなんてとんでもないものを世に出したアルタリアリティには、きっと常人の想像を超える力が秘められているはず。

　このように、天衣のいうアルファトーナメントは、いろいろな意味で世界の注目を集めるビッグイベントだった。

「いかがです、ご興味は？」

「そりゃあ、もちろんあるけど」

　軍司だって一度くらいは、アルファトーナメントをテレビではなく生で観戦したいと思っていた。

　それを聞いた彼女は、胸に手を当てて、ほっと息をついている。

「そうですか……よかった……」

「どういうこと？」

「ちょ、ちょっと待ってください。なんだか話がうまく進みすぎて……まだ心の準備が」

「うまく進みすぎて……って」

　なにやら不穏なことを言っている気もするが、天あ衣い自身に悪意はなさそうだ。

　天衣は「すーはーすーはー」と、軍ぐん司じの前で深呼吸をしていたかと思うと、急にぐっと顔を引き締めて言った。

「よ、よかったら、私にトーナメントをご一緒させてもらえないでしょうか!?」

「それって──」

　顔を赤らめ、上目遣いで返事を待つ天衣……まさか、これはデートのお誘いということだろうか？

　だが、天衣の言葉の続きは、軍司にとってあまりに予想外のものだった。

「私を仲間にしてください。一緒にアルファトーナメントに参戦しましょう！」

「ご一緒するって、そういう意味で!?」

「ど、どうかされましたか？」

　大声を上げる軍司に、天衣のほうが驚いたといった調子で目をパチパチさせている。

「いや……俺、てっきり観戦しに行くのかと思って」

「えっ……ですが、ＡＰアルタプレイヤーならトーナメントは観みるものではなく参戦するものでしょう？」

　可愛かわいい顔をしてずいぶん大胆なことを言うものだが、軍司はあわてて手を横に振る。

「いやいやいやっ、ＡＰだからって、そんな簡単には出られないでしょ！」

　アルファトーナメントに参戦できるのは、サッカーのワールドカップのように世界の各地域から選抜された、たった八組のチームのみ。オリンピックに出場するより難しいとまでいわれている。

「はい、それは十分に承知しているつもりです……ですので、前回優勝者である美み優ゆさんのチームに入れるように取り持っていただきたくて……」

　確かに、前回のアルファトーナメント優勝者だけは、次に開催されるトーナメントの参戦権が与えられている。美優とチームを組むことができれば、それはトーナメントに参戦できるという理屈だが──

「なんで、俺が？」

「ステージに飛び入り参加されたりして、美優さんとずいぶん親しそうでしたので……私、彼女のファンなので羨うらやましいです」

「いや、あれは……」

　天衣の目には、あれが親しそうに見えたのか？

　争いを知らぬ天使ビジョンだと、そう見えたのかも。

「昨日のコンサートでは、あのようなことになってしまい、美み優ゆさんとお話ができなかったので……ずうずうしいお願いとは思いますが、是非、私を紹介していただけないでしょうか」

「いや……紹介とか、絶対無理だから」

　と言いながらも、自分も美優にアポなしで会いに行こうとしているのだから、あまり天あ衣いのことは言えない。

「ところで、トーナメントに参戦したいってことは、きみもＡＰアルタプレイヤーなの？」

「えっ……もしかして、私のこと覚えていらっしゃらなかったのですか？」

「ごめん……実はそうなんだ」

「す、すみません……それなのに一方的に私ばかりお話しして」

　ようやく自然に会話できるようになっていたのに、天衣はまた恥ずかしそうにきゅ～っと縮こまってしまった。

「なんか夢の中で見た天使に似ているとは思ったんだけど……」

「天使……もしかして、この姿でしょうか？」

　天衣はなにかにひらめいたような顔をすると、右手を水平に伸ばした。

　すると、キィンという透明感のある澄んだ音と共に、その手の中に大きなライフルが突如として顕現した。

　ただ、それはライフルというにはあまりに優美な姿をしていた。純白の磁器と真しん鍮ちゆうによって組み上げられたアンティーク家具のような趣おもむき。中央部には、機械時計のように複雑な機構と発光するゲージのようなパーツが収められている。

　さらにライフルだけでなく、天衣自身も純白のロングドレスと、深紅のアンダーを組み合わせた衣装へと変身していた。それは軍ぐん司じが夢の中で見た天使の姿そのもの。

「そのライフル、覚えている。あのとき、それで撃たれたような……」

　美優に吹き飛ばされて意識が飛んだあと、軍司はそのライフルを夢の中で見た。

「あっ、あれはヒーリングショットといって、攻撃のためではなく、治療のためだったんですよ！」

　天衣はわたわたとあわてて説明する。

「じゃあ、美優に吹き飛ばされたのに、すっきり目覚められたのは、きみのおかげだったのか」

「お役に立てたのでしたら嬉うれしいです」

　天衣は大きなライフルを抱えてモジモジする。

「いや、でも、回復スキルなんてすごいね」

　それはお世辞ではなく、軍司の本心からだった。

「いえいえ、とんでもありません。そうだ、おなかは空すいてませんか？　お肉食べますか？」

　照れ隠しなのか、天衣はライフルの代わりに、今度は巨大な骨付き肉を出現させた。

　たったいま焼き上がったばかりのように、香ばしい匂においを漂わせている。

「上手に焼けてますよ？」

　どこかで聞いたことのあるフレーズと、見たことがあるこんがり肉に軍ぐん司じはピンとひらめいた。

「きみって『ワイハン』のＡＰアルタプレイヤーなんだ」

「はい、そうです。やっぱりわかります？」

　このこんがり肉はアクションＲＰＧロールプレイングゲーム『ワイルドハンター』シリーズの定番アイテムだ。

　モンスターを狩って、いろいろなクエストを達成したり、集めた素材で自分を強化していく大人気ゲームで、ユーザー数も多いため『ワイルドハンター』のＡＰの数も多く、軍司もこのゲームにはかなりハマッていた。

『ワイルドハンター』には味方を回復させたり、強化するなど、支援タイプの職業クラスもあるから、美み優ゆはそんなキャラの能力を由来としたＡＰなのだろう。

「いかがですか。こんがり肉を食べるとスタミナがつきますよ」

「あっ、いや、それは気持ちだけで……」

　確かに丸一日寝ていたので腹は空すいているが、さすがにいまは肉にむしゃぶりつくような雰囲気ではない。

　なにしろ、天あ衣いのほうは気にしていないようだが、軍司たちのやりとりをさっきからずっと物騒な目つきでにらんでいる男子生徒がいる。

　裾すその長い改造制服の上着。その上に道着の黒帯を巻いているという、妙なファッションセンスの持ち主だ。

　軍司がちらりとその黒帯男を見たとき、たまたま目が合ってしまった。

　それがきっかけとなって、その黒帯男は軍司たちの会話に割って入ってきた。

「天衣さん、まさかそいつとアルファトーナメントに参戦するつもりなんですか？」

　どう見ても天衣より年下には思えないのだが、なぜか敬語で尋ねる。

　ただ、天衣は驚いた子犬のように軍司の後ろに隠れた。

「はい、このかたと一緒にトーナメントに参戦させていただこうかと……」

　おずおずと返事をする天衣に、黒帯男は憤るように言葉を被かぶせてくる。

「そりゃあ、レアな回復スキルを持っている天衣さんなら、美優とだってチームを組めると思いますけど、三人目がこんなド新人なんて話になりませんよ！」

「やっぱり、回復スキルってレアなんだ……」

　軍司の呟つぶやきに、黒帯男が食ってかかる。

「この素人が、当たり前だろ。トーナメントに参戦するチームだって、回復スキルを持つＡＰがいないってこともあるくらいだからな」

　オメガコンプレックス社長のＡＰ宣言の通り、ＡＰとなるには「現実リアルを変えたいと強く望むこと」が必要だ。

　ただ、他者に負けない強い力を望んだ人間は多くとも、他者を癒いやそうと望む人間は少ない。そのため、回復スキルを持つＡＰはレアなのだと言われている。

　それは世界中からＡＰアルタプレイヤーの集まる特区。その中でも、さらに特別な星せい泉せん学園であっても変わりはないらしい。

　そんなレアな回復スキルのＡＰが、アルファトーナメントの参戦を望んでいる──腕に自信のあるＡＰならば、なんとしても天あ衣いと組みたいと考えるだろう。

「わかったらひっこんでろ。この変態が」

　天衣がすごいＡＰなのはわかったが、だからといってこの黒帯男がこんな挑発的な態度をとる理由にはならない。

「この人と知り合いなの？」

「えーと、えーと……」

　念のため天衣に確認するが、こんがり肉を手に持ったまま首をかしげるばかり。

　見たことはあるけど、名前も知らないし、話したこともないといったところか。

　だとしたら、まったく大きなお世話じゃないか。

「ひっこんでろ……って、あんたには関係ないだろ？」

　いまや軍ぐん司じもＡＰだ。アルファトーナメントに実際に参戦するというのは、さすがに突然過ぎる話だが、まったく興味が無いわけでもない。

「昨日、アップデートされたばかりの新人が、なにを偉そうに」

　軍司より頭ひとつ背の高い黒帯男は、見下ろすようにしてこちらをにらむ。

　だが、軍司も引くつもりはない。目をそらすことなく、にらみ返す。

「じゃあ、その実力を見せてみろ！」

　軍司の態度がかんに障ったのか、黒帯男はいきなりパンチを繰り出してきた。

「──っと！」

　事前のモーション皆無で、目にも留まらぬジャブのようなパンチ。

　普通ならば、とっさの判断に身体からだが追いつかないところだが、いまの軍司は意識がダイレクトに身体を動かした。

　もう避よける余裕はないため、両手を交差させて、その拳こぶしを受け止める。

　スピードはあったが思ったよりパンチは軽く、軍司でも十分に受けられた。

　ただ、よろめいて一歩だけ後ろに下がったところ──

「そんな間合いで十分か？」

　黒帯男は鼻で笑うと、一歩離れた場所でなぜか両手を構えた。

　そのとき、信じがたいことが起きた。

　軍司の身体が黒帯男のほうに吸い込まれるように移動したのである。

　しかも、なぜか軍司の身体は金縛りにあったように身動きができずに、その隙すきに片袖そでと襟元をつかまれた。

「なっ──」

　驚く間もなく、そのまま竜巻のようにダイナミックな一本背負いによって、身体は軽々と空中に放ほうり投げられた──が、軍司もそのまま無様に落下するつもりはない。

　軍ぐん司じは遠心力を利用して空中で姿勢を立て直すと、なんとか足場を見つけて着地する。高く投げられたことが幸いした。

「おっと……」

　少しよろけたが、それもしかたない。軍司が着地したのは、中庭にある高さ三メートルくらいある大型の掲示板だった。

　下では、軍司を投げた黒帯男がこちらを見上げていた。

「小パンチ硬直からの吸い込み投げ──当て投げだ。こんな初歩の技をくらっておいて、よく偉そうなことを言えたな」

「小パンチ、硬直……って、おまえ格闘ゲームのＡＰアルタプレイヤーなのか」

「俺は辰たつ雄お。『ストリートレジェンドⅣ』のＡＰだ！」

　辰雄と名乗ったＡＰは、掲示板の上の軍司をにらみつけながら、ぐんと両手を引いて、片方の腰に当てるようにして奇妙な構えを取る。

　だが、その構え、軍司には見覚えがあった。

　辰雄の手のひらに、青白い光の塊が形成されていく。

　あれは『ストリートレジェンドⅣ』の代表的な必殺技。




「鬼き動どう拳けん!!」




　辰雄の手から光の弾たまが撃ち出された。

「うわっ！」

　軍司はとっさにジャンプをして、掲示板から飛び降りる。

　幸い、鬼動拳の光弾の速度は、目にも留まらぬといったほどではない。ＡＰとなり身体能力の強化された軍司なら、かわすことは可能……だが、その威力は圧倒的だった。




　ドゴォォッ!!




　軍司の立っていた掲示板の頑丈そうな鉄骨が、鬼動拳を受けて大きくへしゃげていた。

　それはまるでビルを解体するハンマーがぶつけられたかのよう。

「そして、これが俺のコマンド技だっ！」

　辰雄のＡＰスキルの由来となっている『ストリートレジェンドⅣ』は、２Ｄ格闘ゲームの代表作ともいえるシリーズだ。このゲームでは特定のコマンドを入力することで、キャラクターは威力の高い技を繰り出すことができるのだが……この破壊力は、人間の域を超えている。

「こんなことしていいのかよ……」

　普通の生活をしていると縁が無いので意識もしないが、ＡＰがスキルを使うことは、銃刀法並みに厳しく制限されている。走ったり、飛んだりするくらいなら大目に見てもらえるかもしれないが……これはいくらなんでもやりすぎだ。

　ところが、辰たつ雄おはわざと技を披露してやっているといった余裕の態度である。

「安心しろ。当たってもＨＰヒツトポイントがゼロにならなきゃ、病院送りとまではいかないだろうよ」

「ＨＰ……って、そうか。俺もＡＰアルタプレイヤーだからＨＰがあるのか！」

　ＲＰＧロールプレイングゲームなどではお馴な染じみのステータスで、体力、生命力、耐久力……呼びかたはいろいろあるだろう。

　ＡＰの場合、このＨＰが残っている限り、自身の肉体は物理的に保護される。

　つまり、鉄骨さえ曲げる辰雄の攻撃を受けても、大おお怪け我がをすることはないはず。

　ただし、ＡＰがダメージを受けるたびにＨＰは減少していき、ゼロとなれば行動不能。スキルも使えなくなってしまう。アルファトーナメントのバトルでは、対戦相手のＨＰをゼロとすれば勝利というルールになっているくらいで、とても大事な要素だ。

「じゃあ、そろそろおまえのスキルも見せてみろよ」

「スキル……って」

「あの六ろく波は羅ら暁あき奈ながわざわざ連れてきたやつだ……ただの新人じゃないのはわかってる」

　初代アルファトーナメント優勝者の暁奈が連れてきたということで、どうやら無駄に過大評価をされているらしい。

「そう言われても……」

　やる気満々の辰雄を前にして、軍ぐん司じは困ってしまう。

　なにしろ、身体能力が向上している以外、自分になにができるのかまだよくわかっていない。おそらく、いまＰＤＳに入れている『信長の栄光』と関係しているはずだが、具体的にスキルと言われてもさっぱりだった。

　ステージでは無我夢中で刀を顕現させることができたが、それもどうやれば出てくるのか。いまの軍司は、車を手に入れただけで運転のしかたもわからないのに、いきなりレースを挑まれたようなもの。

　唯一、味方らしい天あ衣いのほうをちらりと振り向くと……すごいワクワクした目でこちらを見ている。

　あれは、軍司の実力が披露されることを期待している顔だ。

　あんな目で見られては、ここで無様に引き下がるわけにはいかない。

　幸い相手は、軍司も知っている格闘ゲームのＡＰで、攻撃の予想がしやすい。

　心の隅では無謀だとわかってはいたが、軍司の中にせっかく手に入れた力を試したくてしかたないという、もう一人の自分がいた。

　辰雄もそんな軍司の内心を読み取ったのか、ゲーム画面で見覚えのある構えで挑発をしてきた。

「かかって来いっ！」

　もはや、軍司は自分を止められなかった。

「よぉしっ、やってやろうじゃないか！」

　いまわかっている力だけでも、やれるところまでやってやる。

　軍ぐん司じがそう覚悟を決めたとき──




　ダダダダダダダダダダダダダダッッッ！




　軍司の足元の地面が一直線に爆はぜた。

「なぁっ!?」

　その直後、軍司の眼前を白いモノが猛スピードで横切っていった。

「あれは……飛行機？」

　大きさはサーフボードくらい。本物の飛行機にしては小さ過ぎるが、ラジコンにしては大きい。

　翼は機首とほぼ一体化しているデルタ翼よく。真っ白の機体にマリンブルーのラインが施されたシャープで無駄のないデザインは、見るからに戦うために生まれた戦闘機といった姿。

「まずい、斗と南なみ冬ふゆ鹿かだ！」

　そんな美しい戦闘機の姿を見た途と端たん、さっきまで闘志満々だった辰たつ雄おは顔を青ざめさせ、もの凄すごい勢いでどこかへ逃げ出した。

　さらに、いままで取り囲んでいた生徒たちも、やや緊張した面持ちで、大きく後ろに下がって軍司との距離を取る。

「なんだ……あの飛行機のせいか？」

「あ、あれは冬鹿ちゃんのクレイモアです」

「『クレイモア』って、あの昔のシューティングゲーム？」

　古典にして名作の横スクロールシューティングゲーム『クレイモア』は、派生シリーズのタイトルが多く出ているため、軍司もどんなゲームかくらいは知っている。プレイヤーは戦闘機を自機として宇宙空間や要よう塞さい内を飛び回り、迫り来る敵を撃破していくという、シューティングゲームの王道だ。

　ということは、あの飛行機もＡＰアルタプレイヤーのスキルの産物ということか。

「逃げたほうがいいかもです……」

　天あ衣いは上空の戦闘機と、無残にひしゃげた掲示板を見て、やや顔をこわばらせている。

　軍司もなんとなく危機を察して、この場から逃げるべきかどうか迷ったが──

「覇は鳥とり軍司、そこを動くなっ！」

　雷鳴のような怒鳴り声に、駆け出すチャンスを失ってしまった。

　声のしたほうを見ると、一人の女子生徒がこちらにやってきた。しかも、その女子生徒の後ろには、さっき軍司がまいたガードマン二人がペコペコと謝りながら付き従っている。

　例の戦闘機は、軍司たちの頭の上を大きく旋回して、そんな女子生徒のかたわらでピタリと停止した。

　これで軍司は確信する。

　あの白い戦闘機は、ＡＰアルタプレイヤーのスキルによって顕現したＮＰＣだ。

　様々な常識外れなことを可能とするＡＰたちだが、その中でも一目見て超常的な力だとわかるのが、あの戦闘機のように自分以外のモノ──ＮＰＣを実体化させて、自在に操作するスキルだ。大人気ゲーム『ポータブルモンスター』で有名な黄色いネズミをＮＰＣとして操るＡＰならば、軍ぐん司じもアルファトーナメントで見たことがあった。

「あの子は、いったい何者……？」

　天あ衣いのほうに近づいて、軍司はひそひそと尋ねる。

「あれは、学園の風紀委員の冬ふゆ鹿かちゃんです」

　そう言って、天衣はなにやら申し訳なさそうな顔で軍司の顔を見上げる。

　天衣にそんな顔をされると、いったいこれからどんな恐ろしいことが起きるのかと恐ろしさばかりが増してくる。

　冬鹿と呼ばれた女子生徒は、凜り々りしい眉まゆ毛げに、やや吊つり目め。固く閉ざされた口元は、ちょっと堅物そうな印象を受ける。長い黒髪ロングを、真っ白のリボンでまとめてポニーテールとしているが、それはかわいらしさよりも、彼女の凜々しさを強調している。

　子こ鹿じかのような細い素足には、スポーティーなスニーカーを履いており、運動部系の雰囲気を漂わせていた。

「天衣様っ！」

「は、はい！」













「失礼ですが、まずは訂正をさせていただきます。さきほどおっしゃっていた『クレイモア』は、あくまでゲームのタイトル。この機体の正式名称は〝サイドワインダーＳ３０１〟と言います」

「ご、ごめんなさい」

　意外な第一声のあとで、ようやく冬ふゆ鹿かは軍ぐん司じのほうを見つめた。

「覇は鳥とり軍司、ここを出て、六ろく波は羅ら兄弟に会いに行くつもりだったのか？」

「えっ？　そんなつもりは……」

「ならば、なぜガードマンを倒して、逃げ出した？」

　そう言われてしまうと、軍司も言葉に詰まってしまう。

　美み優ゆに会うためという理由もあるが、ガードマンを振り切ってまで逃げ出したのは、正直、ＡＰとなって調子に乗っていたからというのもあるからだ。

「理事長より、覇鳥軍司と六波羅兄弟の接触を阻止するよう厳命を受けている。ベッドのある部屋での待機が不満ならば、もっと居心地の良い部屋を用意してやろうか？」

「いや、そもそも、なんで俺が閉じ込められなきゃならないんだ」

「理事長は、おまえを危険だと言っている」

「俺のどこが──」

　軍司の反論の途中で、いままで微妙なバランスで立っていた掲示板がぐらりと揺らぎ、もうもうと砂煙を上げながら倒れた。

「うわっ……！」

　軍司は思わず目を覆いたくなる。

　なにしろ、冬鹿がその砂煙にもろに巻き込まれてしまったのだ。

　やがて、風に煙が流されると、さっきと変わらぬ位置で、冬鹿は全身埃ほこりまみれで立っていた。

　その場にいるすべての人間が息を呑のむ中、冬鹿は静かに語りかけてくる。

「……これが由緒ある旧校舎の建物でなくてよかったな。でなければ、私はいますぐおまえを血祭りに上げていたところだ」

「いや、だから……その……」

「天あ衣い様……やはり、その男は危険です。離れていてください」

「待って、冬鹿ちゃん。その掲示板を壊したのは──」

「もう一度言います。離れていてください」

　冬鹿の厳しい物言いに、天衣はくっと息が詰まったような顔をする。

　天衣が自分をかばおうとしてくれている。軍司はそれだけで有あり難がたいと思う。

　だから、これ以上、天衣に無理をさせたくはなかった。

「この子は関係ない。俺のほうが離れるよ」

　そう言って軍司は冬鹿のほうに向かって歩き出したが、ついっと後ろに引っ張られた。

　振り向くと、天衣が制服の裾すそを指先で恐る恐るつまんでいる。

「あの……あの……」

「もういいって。ありがとうな」

「私はなにも……」

　軍ぐん司じに取りすがる天あ衣いとの間に、サイドワインダーの白銀の機体が割って入ってきた。

「覇は鳥とり軍司……いつの間に、天衣様をかどわかした!?」

「いや、だから俺はまだなにも」

「理事長が軟なん禁きんを命じるだけあって、やはりおまえは危険なようだ」

　冬ふゆ鹿かの言葉に反応するかのように、サイドワインダーの機首が軍司に向いた。その先端に装備された砲門に、エネルギーが集中する光が灯ともる。

　まさか、本当に撃つ気か……軍司が青ざめたとき、一陣の風を感じた。

　その途と端たん、サイドワインダーの機体がわずかに揺らぐ。

　砲門から放たれた光弾は、狙ねらいを狂わされ明後日あさつての方向に乱射された。

「きみは……！」

「軍司、ここにいたの」

　なんと、機体の上に、あの美み優ゆが優雅に立っていた。

　サイドワインダーを揺らがせ、狙いをそらしたのは、機体の上に着地をした美優だったのだ。

　前に会ったステージ衣装とは違って、美優は私服姿だった。

　ステージでは光り輝くようなストロベリーだった髪も、いまは落ち着いた黒色で、さらに帽子を被かぶっている。軽めのカーディガンを風にはためかせ、その下は薄手のシフォンチュニックという、普通の女の子らしい服装だ。

「美優、そこをどけっ！」

　冬鹿のサイドワインダーが騎手を振り落とそうとする馬のように暴れ回り、空中で百八十度回転したところで、美優も機体から離れた。

　重力に引かれて落ちたはずなのに、なぜかその姿は自分から降りたように自然。

　苦も無く中庭にふわりと着地をした美優は、冬鹿に告げる。

「冬鹿……軍司に六ろく波は羅ら栄え楠くすを会わせるようなことはさせない。だから、もう私たちには関かかわらないよう、理事長に伝えなさい」

「自分の主あるじは、理事長だけ。たとえ、あなただろうが従うつもりはない」

「そう……」

　美優は冬鹿の怒りを軽く受け流し、ＰＤＳを取り出して、画面をなぞって起動させた。

　内蔵スピーカーから流れ出す、美優の曲。

　音量も音質もステージとは比べものにならないはずだが、なぜか中庭全体に生バンドのような演奏が響き渡った。

　さらに、空には太陽が輝いているというのに、中庭だけが薄暗くなっていく。

「あれって、美優だぞ！」

「おおっ、ゲリラライブか!?」

「いやっ、バトルだ！」

　遠巻きに見守っていた生徒たちが歓声を上げた。

　それに応こたえるように、何の変哲も無い街灯が強烈なスポットライトを美み優ゆに当てる。

「学園内で勝手はさせん！」

　冬ふゆ鹿かの指示に従い、サイドワインダーが美優の直上から攻撃を仕掛ける。

　ところが、砲門から発射された光弾は七色に変化すると、まるで狙ねらったかのように、美優の周囲に円を描いて着弾。爆煙までもが七色のスモークとなって、美優を飾る。

「くっ、サイドワインダーまで惑わすか！」

　冬鹿の表情に焦りが浮かぶ。あれだけ自在に動かしていたサイドワインダーだというのに、いまはその制御だけで精一杯といった様子。

「すごい……これが美優の力なのか」

　美優はリズムゲーム『Ｄ．Ａ．Ｎ．Ｃ．Ｅ．ブレイク』のＡＰアルタプレイヤー。

　彼女のいる場所はどこでもステージとなり、敵さえもその演出装置として取り込んでしまう。それが美優のスキル《フィジカルフィーバー》の真骨頂だ。

　サイドワインダーの攻撃をダンスのように軽々とかわす美優の姿に、野や次じ馬うまの生徒たちのボルテージも高まり、いまや中庭は野外ライブのような盛り上がりだったが──

「……この隙すきに逃げるわよ」

　突如、七色のスモークの中から、美優が軍ぐん司じのほうに向かって飛び出してきた。

「えっ、逃げるの？　バトルは？」

　二人の派手なバトルに目を奪われていた軍司は、間の抜けた返事をしてしまう。

「なに言っているの。私はあなたを迎えに来たの」

　そう言って、美優は強引に軍司の手を引っ張り、スモークに紛れてこの場から離れようとする。

　薄れつつあるスモークの合間。冬鹿と美優のバトルを期待して盛り上がる生徒たちに紛れて、天あ衣いの視線に気づいた。

　美優と一緒に逃げようとする軍司を見て、彼女が仲間になりたそうにこちらを見ている。

　まだ話は途中。そのまま天衣を置いていくのは心残りだったが──

「ほらっ、早く！」

「わ、わかった」

　軍司は、美優にストラップのことを聞き出すという、自分の一番の目的を思い出した。ならば、こんなチャンスは逃せない。

　軍司は美優の手を握り返し、一緒に駆け出した。

　美優の手はやわらかく、それでいてしっかりと軍司の手を握りしめている。

　その感触。女の子と……ましてや、あの美優と手をつないでいるというのに、軍司はなぜか当たり前のことのように受け入れている。

　軍ぐん司じが美み優ゆの横顔を間近で見つめながら、そのことを不思議に思ったとき、不意に心がざわついた。この感覚は、あのストラップを見たときと同じ。

　元々、ＰＤＳのストラップは、軍司の当たり前の日常にスパイスを与えてくれる「ささやかな不思議」でしかなかった。

　ところが、それと同じストラップを美優も持っていることを知ってから、軍司の中に湧わき上がる焦燥感は「ささやかな不思議」なんてものでは止とどまらなくなっている。

　どうして……そして、どこからこの強烈な気持ちが湧いてくるのか。

　美優なら、このストラップの意味──いや、秘密を知っているのだろうか？






　　　　STAGE:2

　　　　「エスケイプ」






　星せい泉せん学園の敷地にある駅から、軍司と美優はモノレールに飛び乗り、追っ手から逃げた。

　ゆっくりと遠ざかる学園を車窓から眺め、軍司はほっと息をつく。

「なんで理事長は、俺を閉じ込めておこうとしたんだろう？」

　おそらく、美優のステージで意識を失った軍司を、学園内の宿泊施設に泊めてくれたのは理事長らしい。ただ、助けてくれたのは有あり難がたいが、ガードマンを配置して軟なん禁きんしたり、冬ふゆ鹿かのようなＡＰアルタプレイヤーを差し向けて連行させようとしたり──強引に逃げた自分も悪いのだが、軍司には理事長にそんなことをされる心当たりはない。

　手掛かりは、冬鹿が口にした六ろく波は羅ら兄弟くらいだ。どうやら、彼らと会わせたくないようだが……。

「理事長には気をつけて」

　軍司が首をかしげていると、モノレールのつり革につかまり横に立っていた美優が、ぽつりと呟つぶやくように警告してきた。

「どうして？」

「あの人は、あなたを危険だと思っている。今度捕まれば、なにをされるかわからないわ」

　美み優ゆは顔は正面に向けたまま、横目でじっとこちらを見つめる。その目は真剣そのもので、冗談とは思えない。

「は、はあ……」

　いま気づいたが、なぜか美優は軍ぐん司じを呼び捨てにしていた。

　いつ軍司の名前を知ったのか。なぜ、いきなり下の名前で呼び捨てなのか。

　ちょっとひっかかったが、それでもアイドルに名前で呼ばれるのは嫌な気分じゃない。

「俺は危険……って、どういう意味なの？」

「それはあなたは知らなくてもいいことよ」

　軍司の問いかけに、美優は横目で見ていた視線を前に戻す。

　とぼけているのか、知らないのか、どうにも判断しづらい態度。

　軍司は美優のきゅっと閉じた形の良い唇をしばらく見ていたが、それ以上、このことについて語るつもりはなさそうなので話題を変えることにした。

「このモノレールで、どこまで行くの？」

「鎌かま倉くら駅まで。そこから横よこ須す賀か線に乗り換えて、特区を出るわ」

　美優の態度はやけに素っ気ない。ステージではもっと輝くような笑顔を見せているのに、いまの美優は思い詰めたようにピリピリとしていた。

　軍司は、美優の言ったルートを確認するため、車内の路線図を見上げた。

　このモノレールは郊外にある星せい泉せん学園から、鎌倉駅前を経由して、由ゆ比いヶが浜はまの新開発地区──特区の中心地であるウォーターフロントへと通じている。

「特区に来るのは初めてだから知らなかったけど、このモノレールってウォーターフロントまで通じているんだね」

「そう、初めてなの」

　すると、なんだか、少しだけ美優が話に乗ってきている感じがする。もっと美優との距離を縮めて話をしやすくするためには、この話題を引っ張るのが良さそうだ。

「ウォーターフロントには、あのオメガコンプレックスがあるんだろ？」

「本社はあるけど、あとは研究施設やハイテク工場のほんの一部があるだけよ。オメガコンプレックスは世界中に展開しているから」

「でも、なんで鎌倉なんかに本社を置いたのかな。いろんな国が、オメガコンプレックスを勧誘しているんだろ？」

「社長が鎌倉が好きだったからよ」

「そんな理由？」

　オメガコンプレックスについては小学校の授業でも習うが、そんな理由からこの鎌倉に本社があるとは意外であった。

　ＡＰアルタプレイヤーが誕生するきっかけとなったオメガコンプレックスは、エネルギーとハイテク産業を中心として、あらゆる分野に進出する世界最大の複合企業だ。

　その本社が日本に置かれていることの影響は大きく、なんでも特区だけで国の税収の三割を占め、もしもオメガコンプレックスが国外移転すれば、日本は傾くとさえ言われている。そのため、この鎌かま倉くら市を特別経済開発区として、行政、税制など、優遇する特例措置を国は認めているのだ。

　それでも、多くの国がもっと優遇した条件での本社誘致を社長に勧めており、日本政府としては日夜気を揉もんでいるらしい。オメガコンプレックスがアルタリアリティという未知の技術を独占し、ＡＰアルタプレイヤーのような常識外れなものに関かかわっていても、国が大々的に介入しないのは、社長の機嫌を損ないたくないからだという話だ。

「なにも知らないのに、どうして特区に来たの？」

「それは、六ろく波は羅ら暁あき奈なに連れてこられただけで」

「あなたの意志ではないってこと？」

「まあ、そうだけど……」

　こちらのことを探るような美み優ゆの言葉が少し引っかかったが、軍ぐん司じは正直に答える。ただ、いくら相手があの暁奈だったとはいえ、女の子に無む理り矢や理りに連れてこられたなんて美優に白状するのは、男として少し情けなかった。

「なら、いいわ」

　なにがいいのかわからないが、軍司の答えを聞いて、美優の表情は少しだけ和らいだように見える。

「私が特区から逃がしてあげる。ここはあなたの居い場ば所しよじゃないから」

「そればっかりなんだな……」

　初対面のときも美優は同じようなことを言っていた。

　そんな美優はどこか軍司を突き放した態度。ただ、その固くこわばった頬ほおからは、彼女が無理をしてそんなふうに努めているようにも感じた。

「どうして、そんなに俺を追い出したいの？」

「あなたを探している人がいる。捕まればなにをされるかわからないわよ」

　美優はさっきまでそらしていた顔を軍司に向けて、じっと見つめる。その視線は悲しげに懇願するようでもあった。

「それは理事長のこと？」

「それだけじゃない」

　そう言って、美優は顔をそらす。少し近づいたかと思うと、またすっと離れてしまう。

　やはり、軍司と距離を置こうと、強く意識をしているようだ。

　話題が悪いのかもと思い、なにか新しい話題はないものかと見渡すと、車両の反対側に立つ男に気づいた。なんだか、さっきからこちらをチラチラと見ている気がする。

「あの冬ふゆ鹿かっていうおっかないＡＰには捕まりたくないから、逃げるのはいいんだけど……なんか、俺たち注目されてない？」

「注目されてる？」

　美優はこちらを向いて、少し目を見開き、不思議そうな顔をしている。

「いや、アイドルだからさ……そういうのあるでしょ？」

「ああ、そういうのね。ごめんなさい、気づかなかったわ」

　軍ぐん司じの指摘の意味をようやく理解してくれたのか、美み優ゆはコクコクとうなずきながら、バッグからなにかを取り出した。

「ほら、変装用の伊だ達てメガネよ」

　軍司の言った「そういうの」とは、男と一緒にいたら週刊誌にスクープとかされないかの心配だったのだが……美優は微妙に勘違いしているようだ。

「どうかしら？　これで目立たないでしょう？」

　それをかけると、美優はついっとあごを上げて、軍司に見せびらかすようにする。

　正直、あまり変装になっていないので、軍司は苦し紛れの返答をした。

「いや……なんと言えばいいのか……すごく似合ってるとは思うよ」

「そ、そう？」

　美優はメガネのフレームを両手でつまんでかけ直すと、ちょっと顔を伏せて、目をパチクリとさせた。頬ほおを赤らめ、なんとなく口元も緩んでいる気がする。

　軍司が褒めたくらいで、人気アイドルの美優が機嫌を良くしてくれるとは、ちょっと意外だ。そんな美優の表情の変化にほっこりしていると、くいくいと袖そでを引っ張られた。

「ほら、鎌かま倉くらの街が見えてきたわ」

　モノレールは鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうを通り過ぎて、そろそろ鎌倉駅に到着する。

　もしかして、これで電車を乗り換えたら、美優とはお別れ。この二人の時間も終わりなのだろうか？

　ずっと心に溜ためてきた質問を切り出すのは、このタイミングしか無いかもしれない。

「美優、言われた通りに、特区から出て行くとして……その前に、ひとつだけ教えてもらえないかな」

「なにかしら？」

　軍司は思い切って、一番聞きたかったことを口に出す。

「なぜ、きみは……俺と同じストラップを持っているんだ？」

　軍司は自分のＰＤＳを取り出して、ストラップを美優に見せた。

　つぶれたキノコのような、手製の不格好なぬいぐるみ。

　それを見た美優の反応は、軍司にとって意外なものだった。

　伊達メガネの奥の美優の目が、とても優しいものに変化したのだ。

「……それ、持っていてくれたのね」

　いままでＴＶやネットで──昨日、実際に会ってからも、軍司はたくさんの美優の表情を見てきた。けれど、いまこのときの表情こそが彼女の素顔なのだと、軍司は直感する。

「美優は、これがなにか知っているの……？」

　口ではストラップのことを尋ねようとしていたが、心では美優の素顔に見とれていた。

　軍司はいま初めて、本物の美優に触れたような気がしたからだ。

「あれ……？」

　ところが、そんな時間を長く味わうことはできなかった。

　車内の様子が変だ。まだ停車駅まで時間があるのに、次々と乗客が隣の車両へと移っていく。しかも、みんな揃そろってＰＤＳの画面を見ながら、まるでなにかに急せかされるように移動していた。

　いつの間にか、同じ車両に残っているのは、軍ぐん司じと美み優ゆ──そして、さっきこちらをチラチラと見ていた男だけになった。しかも、その男は、こちらを見ることなく、やけに真剣な顔つきでＰＤＳをしきりにいじっている。

「なんか変だぞ」

　さらにモノレールは速度をゆるめて、いまにも停車しそうだった。

「ええ、そのようね」

　美優もあたりを警戒したとき、二人の背後の車窓が銃撃を受けて、粉々に飛び散った。

「なんだ!?」

　反射的に頭を低くして、座席の陰に隠れる。

　大きく開放された車窓から、なにか大きなモノが飛び込んできた。

「あの戦闘機はっ!?」

　車内に突入してきたのは、冬ふゆ鹿かのＮＰＣ、サイドワインダーだった。しかも、機体の上部には、冬鹿がジェットスキーのようなスタイルで乗っていた。

「覇は鳥とり軍司、この特区で簡単に逃げ切れると思うな！」

　そう叫んだ冬鹿が、車内の手すりをつかんでサイドワインダーから離脱。

　狭い車内でサイドワインダーは空中に固定されたように停止すると、くるりと機首と砲門をこちらに向けてきた。

「まさか……撃ったりしないよな」

　軍司は引きつった顔で尋ねる。

「サムライたるもの、戦場は選ばぬ」

　軍司の言葉に対して、冬鹿の下した返答は、狭い車内を覆い尽くす光弾だった。

「無む茶ちや苦く茶ちやすんなぁぁっ！」

　軍司は悲鳴に近い声を上げると、頭を抱えて、さらに頭を低くする。

　光弾を受けた座席シートがズタボロになり、その残ざん骸がいが軍司の上に降り注いだ。

「心配するな。ほかの乗客なら避難させてある」

　見ると、車両の連結部から、乗客たちがこちらのバトルを観戦していた。怖いもの見たさというやつか。それとも、特区ではこんな騒ぎは日常茶飯事なのか。

「あんなふうに乱射されると、《フィジカルフィーバー》に取り込めないわ。冬鹿もそれがわかって無茶をやっているんでしょうけど」

　美優は帽子を押さえながら、軍司と並んで座席に身を隠して、苦々しい顔をしている。

「あいつの目的は、俺だけなんだろ。美優だけだったら、なんとか逃げられないか？」

「私の目的は、あなたを外に連れ出すこと。一緒でなければ意味は無いわ」

　それは微み塵じんも迷いのない言葉。おそらく美み優ゆの決心は固く、ここで軍ぐん司じが何を言っても意志を曲げることはないだろう。

　ならば、軍司がやるべきことは、巻き込んでしまった美優を逃がす方法を考えること。

　もう原形を留とどめていない座席の残ざん骸がいに隠れながら、軍司はサイドワインダーが飛び込んできた車窓を見る。

「……じゃあ、飛ぼう」

　軍司は美優の肩に手を回して、小声で囁ささやいた。

「えっ……飛ぶって？」

　返事を待っている暇はなかった。ギリギリのところで抵抗を続けていた固定金具が破壊され、座席が木ぎれのように吹き飛んでいった。

「行くぞ！」

　美優の細い肩を強引につかんで、軍司は開放された車窓から外に飛び出した。

　真下は、鎌かま倉くら最大の観光地、鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうへと続く参道だ。

　ところが、実際に飛び出してみると地面までの距離は予想以上にあった。

　懸垂式モノレールなので、この車両はビルの四階くらいの高さに吊つるされている。




「えっ、ええ～っ!?」




　落下速度ばかりが増して、なかなか着地できない中、すぐそばで美優が裏返った声で悲鳴を上げていた。





　　　　　◆◇◆






「もうっ、突然、無茶し過ぎよ！」

「でも、美優だったら、あのくらいの高さは平気だろ？」

「私は、あなたの心配をしているのっ！」

「なんとなくいけるかと思ったんだ。実際、無事だったし」

　モノレールから強引に途中下車をした軍司と美優は、見通しのきく参道を外れて、人の多い商店街へと逃げ込んでいた。

　なんとか冬ふゆ鹿かから逃げられたのに、美優はさっきからぷんすか怒っている。

「怪け我がをしていなくても、ＨＰヒツトポイントが減っているかもしれないでしょう。ゼロになったら動けなくなっちゃうんだから！」

　そう言って美優は、商店街の細い路地に入ると、軍司の両腕をつかんでじっと見つめてきた。形の整った眉まゆはちょっと不機嫌そうだが、伊だ達てメガネの奥の瞳ひとみを見ると、こちらを心配してくれているようだ。

　狭い路地で二人きり。美み優ゆに上目遣いで見つめられると、さすがに照れくさい。

「な、なにしてるの……？」

「ＨＰヒツトポイントが減ってないかを確認してるの」

「それってどうやったらわかるの？」

「ＡＰアルタプレイヤーだったら、見たいと意識すれば自然と視界に光が浮かんでくるわ。他人のＨＰを見るのには、ちょっと条件があるけどね」

「意識すれば自然と……って言われても。んっ、んんっ？」

　確かに、ＨＰを見たいと思った途と端たん、ぽわっと視界の隅にブルーの光の玉のようなものが出たり、消えたりするようになった。もっとよく見ようと顔を動かしてそれを追いかけるが、視界と一緒に光も動いてしまうので実にもどかしい。

「ぷふっ……なにしてるの」

　光を追いかけて首を左右に動かしている軍ぐん司じに、いままで真剣な顔をしていた美優は耐えきれないといった様子で吹きだした。

「いや、慣れないと難しいな……これ」

「色で確認するだけだから、そんなしっかり見る必要はないのよ」

「青色っぽい光が見えるけど……」

「青は安全色。ＨＰはほとんど減ってないってこと。あんなに派手に尻しり餅もちをついたのに頑丈なのね」

　美優は、軍司の袖そでについている汚れをポンポンと叩たたいて落としながら、ちょっと意地の悪い顔をして一言を付け加える。なんだかそんな美優の動作やしゃべり方はあまりに自然で、ずっと昔からの友達──いや、まるで恋人だとすら錯覚してしまいそう。

「けど、着地に失敗したのは、美優の大声に驚いたからだし」

「なっ、私、大声なんて出してないわよ!?」

「出してたって。『きゃ～』って」

「『きゃ～』なんて言ってない。『ええ～』って、驚いたの！」

「ほら、やっぱり大声出してた」

「あっ、そういうことをいうわけ？」

　軍司にやり込められて、美優は頬ほおを膨らませた。

　モノレール内で軍司がストラップを見せてから、なんだか美優の態度が変わった気がする。

　素っ気なかった言葉遣いが、やわらかく砕けてきたような──軍司がそんなことを思っていると、急に美優が身体からだを押しつけてきた。

「ちょっ、隠れて！」

　狭い路地で、軍司は壁を背に、美優に挟まれるような状態となる。

「えっ……な、なに？」

　身体が密着して、軍司はどぎまぎしたが、美優の表情は険しかった。

「…………上を見て」

「あれは、さっきの冬ふゆ鹿かと戦闘機か」

　美み優ゆの視線を追って空を見上げると、頭上を白い機体がゆっくりと通り過ぎていくのが見えた。あのスピードからして、上空からこちらを探しているのだろう。

　人ひと混ごみの中に隠れたのは、やはり正解だった。

「あんな騒ぎを起こしておいて、よく我が物顔で飛び回ってるな」

「ここは特区よ。オメガコンプレックスの社長が全面的に後援しているから、ＡＰアルタプレイヤーのやることはみんな大目に見ているの」

「いやいや、モノには限度があるだろう」

「オメガコンプレックスのやることに限度はないわ。特区ではＡＰを取り締まる法律も、外とは違うのよ」

「そうか……だから、あんなに平気でスキルを使っていた──って、そうは言っても、モノレールの中でぶっ放すなんてさすがにやりすぎだろ？」

「冬鹿は理事長命令とあればなんだってするわよ。シューティングゲームを武道だって言うくらい、真面目まじめというか……真まっ直すぐな子だから」

　そう言えば、戦闘機の正式名称をサイドワインダーだとわざわざ訂正したりと、冬鹿はシューティングゲームに対して、ちょっと面倒くさいこだわりを見せていた。

「それに、軍ぐん司じは天あ衣いと一緒にいたでしょう。それで冬鹿は余計ムキになってるのよ」

　美優は接近したままの姿勢で、じっとりとこちらをにらんでくる。

「どういうこと？」

「あの冬鹿の家は、天衣の実家で代々働いていて……なんて言えばいいのかな。そう、執事みたいなものなの。だから、天衣に近づく男には容赦ないの」

「近づくって、俺はなにもしてないぞ！」

「本当かしら？　あの恥ずかしがり屋の天衣が、自分から男に話しかけるなんて考えられないけど」

　美優はさらに軍司を壁に押しつけ、疑いの眼めでぐっと顔を近づけてきた。美優の帽子の縁が軍司のおでこに当たり、もう目をそらすこともできないほどの至近距離。

「ちょっと、美優……近いよ。近いってば」

　すでにサイドワインダーは視界から消えているのに、ずっと美優はこちらに身体からだを押しつけたまま。軍司の背後は壁なので、避けようがない。

　美優の胸のぬくもりが、じんわりと肌に感じられて、もうちょっとでどうにかなりそう。

「さっきは無む理り矢や理り、肩を抱いたくせに」

　美優から逃れようとする軍司に、なぜか不満そうな顔をして、責めるようにさらに身体を近づけてきた。

「あ、あのときは緊急時だったからしかたなく……」

「しかたなく、私を抱いたってわけ」

「いやっ、しかたなくってのは、嫌々という意味じゃなくて。美み優ゆに怒られてもしかたないという意味の──」

「もういいわ、そんなこと」

　美優はぷいっと横を向くと、軍ぐん司じと並んで壁に身体からだをもたれかけさせ、自分のＰＤＳを取り出した。

　なぜか不機嫌な様子の美優に、軍司はおそるおそる尋ねる。

「なにしてるの？」

「情報収集。たぶん、理事長は私たちを指名手配してる」

「指名手配!?」

　その物騒な単語に驚き、軍司は美優のＰＤＳをのぞき込んだ。

「ほら、ＳＮＳに私たちのことが流れてるわ」

「見たことのないアプリだけど、なにそれ？」

「特区限定のＳＮＳアプリよ。理事長があなたの情報提供を求めてるようね」

　特区ローカルのネタを取り扱った掲示板のトップに、最新のホットニュースとして星せい泉せん学園からのお知らせが表示されていた。ご丁寧に注目度・三ツ星のマークつき。

「覇は鳥とり軍司の行方について、有力情報にはアルファトーナメントのチケット。当人を捕まえてきた人には、非売品のプラチナチケットを授与します──ですって」

「それって、俺の首に懸賞金をかけてるようなもんじゃないか！」

　アルファトーナメントのプラチナチケットといえば、世界中のファンが求めるレアアイテム。ネットオークションでは、驚くほどの高値で取引されている。

「じゃあ、さっきのモノレールの男も、これを見て冬ふゆ鹿かに俺たちの居い場ば所しよを伝えたのか」

　思ったよりもずいぶんと大事になっている。

　いま自分の置かれている立場を認識して、軍司は冷や汗を浮かべた。

「特区ではＰＤＳの普及率は百パーセント近いし、このＳＮＳもほとんどの人が使ってるから」

「まわりは、みんな敵ってことかよ」

「この商店街は、余よ所そから来ている観光客も多いし、全部ってことはないだろうけど……いまごろ学園のＡＰアルタプレイヤーたちは授業どころじゃないでしょうね。きっとみんな街に来てるわ」

　軍司は、学園で遭遇した格闘ゲームのスキルを持つ辰たつ雄おを思い出したが、ＡＰは彼のような肉体派ばかりではない。冬鹿のようにＮＰＣを自在に操るものもいるだろうし、シミュレーションゲーム系のＡＰとかなら、軍司に思いもつかない方法でこちらの位置を特定できるかもしれない。

「こうなると、モノレールや電車は危険ね。狙ねらわれたら逃げ場がないわ」

「ねえ、そのアプリ、俺のＰＤＳにもダウンロードできるの？」

「ちょっと貸してみて」

　美優は軍司のＰＤＳを受け取って、画面をタップしていく。

「これは…………」

「どうかした？」

　ちょっと画面をのぞくと、メールアプリが開かれていたようだったが──

「……いいえ、ちょっと操作を間違えただけ。これで使えるわ」

　美み優ゆは新たにインストールされたＳＮＳアプリを起動させた状態で、軍ぐん司じにＰＤＳを返してきた。人に見られて困るようなメールがあるわけでもないので、メールアプリが起動していたことなど、軍司はすぐに忘れてしまう。

「これ特区だけじゃもったいないな。ほかのところでも使えるようにすればいいのに」

　特区専用のＳＮＳアプリは、無料にしてはやけに凝ったアプリで、それでいてとても使いやすい。

「特区内のニュースが無む闇やみにネットで拡散しないよう、わざと専用アプリを使わせているのよ。それがオメガコンプレックスの方針だから」

　軍司がアプリを直感で操作していると、ニュースのページに「六ろく波は羅ら暁あき奈な、高校に乱入」というトピックを見つけ、思わずタッチした。

　内容は「六波羅暁奈が某高校前に現れ、わずかに混乱があった」という短い記事で、軍司がいなくなったことについてはまったく触れられておらず、むしろ「六波羅兄弟の帰国を政府は把握していたのか──野党の追及は必至」と、まったく別の話題のほうで盛り上がっている。

「もっと騒がれているかと思ったんだけど……？」

　高校で生徒たちにスキルを使ったというのに、不自然なまでに事件の扱いが小さい。

「六波羅兄弟が関かかわっているから、報道規制をされているのよ」

「報道規制って……大げさな」

「あの人たちは本当に危険なの。理事長があなたを監禁しようとしたのも、彼らに会わせないため。けれど、守りに入っても、あの人たちは止められない。だから、私が逃がしてあげるの」

「理事長にも気をつけろ。六波羅兄弟にも気をつけろって……じゃあ、誰を信じたらいいんだ？」

　軍司が何気なく呟つぶやくと、美優はＰＤＳの操作をやめて、じっとこちらの目を見つめた。

「私だけは、あなたの味方。それは信じて欲しい」

　そう語る美優の顔は、真剣そのもので……そして、どこか悲しそうだった。

　どうして彼女が、自分の味方をしてくれるのか。

　それが軍司には不思議だったが、いまの美優の顔を見てしまうと、その疑問をどのような言葉で尋ねればよいのかわからない。

「きゃっ!?」

　そのとき、不意に美優が小さく悲鳴を上げた。

「美優!?」

　軍ぐん司じが驚いて呼びかけても、美み優ゆはその場に立ち尽くし、視線は虚空を見つめるばかり。

「大丈夫か──っ!?」

　美優の肩に触れると、激しく火花が散った。まるでその身体からだに強い電気を帯びているかのよう。

「もしかしてＡＰアルタプレイヤーの攻撃か!?」

　それならどこかにＡＰがいるはず。

　軍司がまわりを警戒すると、騒いでいる軍司たちを不思議そうに見ている観光客たちのざわつきの中に、バチバチという奇妙な音が聞こえた。

　音のするほうを見てみれば、明らかにただ者ではない男の姿が。

　歳としは三十過ぎの大人。赤いヘルメットに、ブルーのオーバーオールという派手な格好をしていて、まわりから明らかに浮いている。手には、奇妙な形をした銃のようなものを持っており、それがバチバチと身のすくむようなスパーク音を立てていた。

「あれっ、やった！　美優に効いた！」

　妙な銃を美優に向けたまま、男は大はしゃぎしている。

　あいつが攻撃を仕掛けてきたＡＰに間違いない。

　美優を一撃で封じてしまうとは、恐ろしいスキルの持ち主だ。

「もしかして、このまま美優に勝てちゃうかも。そうしたら、アルファトロフィーは俺が引き継ぐってこと？　チケットで観戦どころか、俺がトーナメントに参戦できちゃうってこと？」

　あの赤ヘル男が言っているのは、アルファトーナメントの優勝者が最強のＡＰの象徴として継承していくアルファトロフィーのことだ。

　前回のトーナメント最終日。華々しい授与式で、優勝チームのリーダーだった美優がトロフィーを受け継いだ姿はあらゆるメディアで紹介され、軍司もよく覚えている。

　そんなアルファトロフィーの継承者には、名誉だけでなく、次回のトーナメントへの参戦権も同時に与えられる。その価値は、軍司を捕らえることでもらえるチケットとは比べものにならない。

　しかも、このトロフィーは最強の象徴であるが故に、こうして別のＡＰが継承者から力尽くで奪い取ることも許されているのだ。

「くそっ、俺なんかのせいで！」

　美優が動けないいま、自分だけでなんとかするしかない──軍司が決心したとき、美優が苦しそうに、途切れ途切れに告げた。

「軍司…………逃げて……」

　美優が動けるようになったわけではない。無理をして言葉を絞り出しているだけだ。

「そんなことできるか！」

「いいから……逃げて……」

「なんだよ、なんでそこまで俺のことを！」

「私は……あなたの味方……だから……ううっ」

　美み優ゆは苦く悶もんの表情を浮かべる。いまの美優にとっては、口をきくことさえ大きな負担らしい。

「くそっ……！」

　これ以上、美優に無理をさせたくはない。

　軍ぐん司じは美優に背を向ける。

　だが、それは逃げるためではない。

「味方だって言うんなら、余計、逃げられるか」

　美優を苦しめる敵と相対するため、軍司は一歩、一歩、赤ヘル男へと近づいていく。

　同時に、相手のスキルの正体を見極めるため、頭をフル回転させた。

「考えろ……考えろ……」

　目の前に立つ赤ヘル男の武器は、あの銃のようなものだけ。

　続けて軍司に攻撃を仕掛けてこないということは、あれは一度に一人の動きしか封じられないのではないだろうか？

　美優ほどのＡＰアルタプレイヤーを封じられる攻撃を制限なしに使えるのなら、その実力は計り知れない。

　だが、赤ヘル男はアルファトーナメントに参戦できると、あんなに大喜びしている。それはつまり、実力では参戦できない程度の二流ＡＰということでは？

「おい、その武器、俺には使えないんじゃないか？」

　軍司はこの推理を確信に変えるため、赤ヘル男に呼びかけた。

　途と端たんに男の顔つきが、歓喜から動揺に変わった。

「やっぱりな」

　男の態度の変化に勢いづいて、軍司はさらに大胆に赤ヘル男のほうに近づく。どんなに強力な攻撃でも、こちらに向けられないのならば恐れる必要はない。

「う、動くな。まだ俺にはこいつがあるぞ！」

「なっ、それって……」

　さすがに軍司も、それを見ては足を止めるしかなかった。

　赤ヘル男がオーバーオールの大きなポケットから取り出したのは、なんと爆弾。

　ソフトボール大の黒光りする球に、ひょろりと導火線が伸びている、これ以上は無いというくらいにわかりやすい古典的な見た目の爆弾だった。

「近づけば爆発させる！」

　だが、軍司は脅しを無視して、止めていた足をさらに一歩前に踏み出した。

「近づくなと言ってるだろっ！」

「爆発させてみろよ。けど、おまえも一緒に吹き飛ぶぞ？」

　そう言って、もう一歩前に踏み出す。

　軍司と赤ヘル男の距離は、あと三歩ほどまで近づいていた。

「これはスキルで生み出した爆弾だ。おまえだけを倒せるかもしれないぞ？」

「ハッタリを言うな。だったら、もう使ってるはずだ」

　また、軍ぐん司じは一歩近づく。これで残りは、二歩。

「その爆弾がどれくらいの威力かは知らないけど、この距離でおまえにダメージが入らないくらいなら、俺を一撃で倒せない。一撃で倒せるほどなら、おまえも無事では済まない。そうなれば、少なくとも美み優ゆは自由になるよな」

「ううっ……」

　赤ヘル男は、じっとりと額に汗を浮かべている。動揺している証拠だ。

「ここまで俺を近づかせた時点で、おまえの負けだ。脅す前に、さっさとそれを投げつけるしか、おまえの勝ちはなかった。けど、そんなことをすれば、まわりの観光客も巻き込んでしまう。だからできなかった……その覚悟もなかった」

　無む理り矢や理り、落ち着いた声を出していたが、これはハッタリでしかなかった。

　赤ヘル男の耐久力が、軍司と同等であるとは限らない。もしも、向こうがはるかに頑丈であれば、至近距離での自爆という選択肢もあり得る。

　どちらがＡＰアルタプレイヤーとして頑丈か、これは一いちか八ばちかの賭かけだった。

　その勝敗がどうでるか……それを見定めるため、軍司はもう一歩、足を踏み出した。

　もう、赤ヘル男まであと少し。相手のこめかみに流れる汗の一滴までも見える距離。

　そのとき赤ヘル男が叫んだ。

「くそっ、新人のくせに！」

　そして、爆弾ではなく銃のほうを動かして、美優ではなく軍司のほうへと向ける。

　これ以上近づかれる前に、こちらの身体からだを封じるつもりだ。

　男が動いたと同時に、軍司は右手を伸ばす。

　だが、わずかに届かない。そんな軍司を見て、赤ヘル男の顔に笑みが浮かんだ。

「まだだっ！」

　軍司が望む力が、右手に凝縮されて、なにかを形作る。

　それは美優のステージでも軍司の手に現れた、あの黒い刀だった。冬ふゆ鹿かが操作するサイドワインダーと同じように、ＡＰの能力によって無から生み出したのだ。

「しまった！」

　刀によって伸びた間合いが、赤ヘル男の計算を狂わせた。突き出した切っ先が、男の手から銃をはじき飛ばす。

「「あっ……！」」

　二人の目が揃そろって行方を追う中、銃は近くの建物の壁にぶつかり、地面に落下した。

「俺のブラスターが！」

「渡すものか！」

　軍司と赤ヘル男は同時に手を伸ばして、銃に飛びかかった。

　ヘッドスライディングを決めながら、わずかに先んじたのは赤ヘル男のほう。銃の落下地点が相手に近かったせいだ。

「くそっ！」

　軍ぐん司じは刀を構え直して、赤ヘル男が銃を構える前に攻撃しようと思ったが……どこかおかしかった。男は地面に倒れたままピクリとも動かないのだ。

「ど、どうしたんだ……？」

　さすがに心配になって、軍司は赤ヘル男に声をかける。

　すると、男はゼーゼーと荒い息をつきながら、ぽつりと漏らした。

「爆弾を使わなかったのは、覚悟が足りないからじゃない。使えば、絶対に俺のほうがやられるとわかってたからだ……だから、あんなゲームのＡＰアルタプレイヤーは嫌なんだ……」

　男の頭上には、「０ゼロ」という赤い数字がホログラムのように浮かび上がっている。これはＡＰのＨＰヒツトポイントがゼロになったとき現れる警告表示。

「転んだだけでＨＰゼロかよ!?」

　つまり、赤ヘル男はもう行動不能。スキルも使えないということだ。

「いくらなんでも貧弱過ぎ……って、もしかして」

　ここで、軍司はようやくこのＡＰと同じ派手な格好をしたゲームキャラクターを思い出した。それは段差を飛び降りたり、コウモリの糞ふんに当たったくらいで、やたらとすぐに死ぬ貧弱な冒険家が、洞どう窟くつで宝探しをする伝説の古典アクションゲーム。

「そ、そうだったのか……」

　いままでの赤ヘル男の暴挙を忘れて、軍司はこのＡＰに少しだけ同情したが、それはほんの一瞬だけのこと。すぐに美み優ゆのほうに駆け寄った。

「美優、大丈夫か？」

「私なんか置いて、逃げてくれればよかったのに。なんであんな無茶をして……」

「『私なんか』なんて言うなよ。みんなのアイドルだろ。男なら助けたいと思うに決まってるよ」

「でも、私はあなたさえ──」

　軍司の顔を見つめ、美優はなにかを言おうとしていたが、途中で顔を伏せる。

「ううん、もういいわ」

「それで、身体からだは大丈夫なのか？」

「ええ、ダメージは残らない麻ま痺ひ系の攻撃だったみたい。もう大丈夫よ」

「強がるなよ。まだふらついてるじゃないか」

　軍司は、足元のおぼつかない美優の腰に手を回して支えてやる。

「だっ、大丈夫だから……」

　そうは言いながらも、美優の顔は熱でもあるかのように真っ赤だ。

　軍司は美優を連れて、とりあえずこの場から離れると──




「おい、あそこに先生が倒れてるぞ！」

「また段差を飛び降りて死んだんじゃないのか？」

「いや、このへんで美み優ゆを見かけたってネットの情報もある。探せっ！」




　軍ぐん司じが赤ヘル男を倒したほうから、複数の声が聞こえてきた。

「ここにいたらまずいな」

　しかし、美優はまだ完全調子ではない。

　となれば……

「ちょっとごめん」

　軍司は美優を抱きかかえた。いわゆるお姫様だっこ。

　筋力がアップしているので、スリムな美優を持ち上げるくらい楽勝だった。

「ちょ、なにっ、なにこれ。どうするつもり!?」

　軍司の腕の中で、美優は顔を真っ赤にしてジタバタする。

「なにって、逃げるに決まってるじゃないか。美優は、まだ走れないだろ」

「だからって、こ、これはちょっと……」

　さすがにこれはやり過ぎたかもと思ったが、美優は腕の中でじっとこちらの顔を見つめると、すぐにじたばたと暴れるのをやめた。

「……やっぱりこのままでいい。逃げるのならウォーターフロントのほうに行って」

　美優は急に素直になって、軍司が抱えやすいように、自分から首に手を回してきてくれる。美優の細い身体からだが密着してきて、むしろ軍司のほうが照れくさくなってしまうほどだった。





　　　　　◆◇◆






「疲れた……死ぬ……」

「そっ、そんな大げさに嫌いや味みを言わなくてもいいじゃない！」

　美優を抱いて、軍司は鎌かま倉くら駅からウォーターフロントの工業地帯にまでやってきていた。

　駅からはかなりの距離があったが、ＡＰアルタプレイヤーとしての自分の体力の限界を見極めようと、軍司は美優を抱いたまま一気に走ってきたのだった。ＡＰというのは根性次第でかなり無理が利くようだが、一度エネルギーが切れると、その疲労感も倍増するようだ。

「そういう……つもりじゃないんだけど……」

　さっきまで怒っていた美優は、急にしおらしい顔をして、軍司に小さな声で尋ねる。

「そんなに、重かった……？」

「いや、たいしたことなかったよ……ちっとも重くないよ……」

「息切れしながら言われても、説得力無いから！」

　美優は涙目になっているが、ここまで逃げれば、しばらく追っ手には見つからないはず。

　なにしろ、見渡す限り、歩いている人はどこにもいない。六車線の広い産業道路を走っているのは大型トラックばかりで、目的地に荷物を運ぶのに忙しく、軍司たちなど気にも留めないだろう。

　このウォーターフロントは、由ゆ比いヶが浜はまを埋め立てて開発されたもの。さらに沖には広大なメガフロートが建造されて、横浜と並ぶ大型港としても機能している。

　軍ぐん司じがそんなウォーターフロントの壮大さに圧倒されていると、美み優ゆがぽつりと呟つぶやいた。

「……いまさらだけど、さっきは助けてくれてありがとう。本当は嬉うれしかった」

　ようやく一息ついて、美優も少し気が緩んだのか、控えめな笑みを浮かべている。そんな美優に、軍司はいまさらながら見とれてしまいそうになる。

「あっ、ああ……あんなのどうってことないって」

　相手は最弱と名高いキャラのＡＰアルタプレイヤーだったわけだし──というのは、あえて口にしない。

「それより、美優のアルファトロフィーが奪われないでよかった」

「アルファトロフィーなんて、どうでもよかったのに」

「けど、せっかく優勝して手に入れたんだろ？」

「もう、私は望みを叶かなえたから……トーナメントなんて興味ないわ」

「それって、オメガコンプレックスの社長が言ってるアルタリアリティに望みを叶えてもらったってこと？」

「…………ええ、そう」

「美優はどんな望みを叶えたの？」

　これまで二回のトーナメントで優勝者は六人誕生しているが、その誰ひとりとしてアルタリアリティに何を望んだのかを口にすることはなかった。軍司の疑問は、アルファトーナメントのファンならば、誰もが知りたいと思っているものだ。

「……あなたは知らなくていい」

　軍司の問いかけに美優はそっぽを向くと、ＰＤＳを取り出す。

「俺、なにか気に障ることを言った？」

「いいえ、別に」

　軍司から目をそらして、ＰＤＳに耳を当てる。どこかに電話をしているようだ。

「──ええ、待ってます。できるだけ急いでください」

　慣れた調子で会話をしていたかと思うと、最後にここの場所を告げて電話を終えた。

「いまのは？」

「私がいつも使ってるハイヤーを呼んだの。来るまでちょっと時間がかかるけど、運転手の人は顔なじみで信用できるわ。これで目立たないようにウォーターフロント沿いの道を逃げれば特区から出られる」

「じゃあ……」

「そう、これでさよなら」

　そんな突き放したような美優の言葉に、軍司はなにか言い返そうとしたが──大型トラックが大きな音を立てて横を走りすぎ、そのせいでタイミングを逸してしまった。

　なにより、いまの美優の表情が軍司を黙らせた。

　どうして、そんなに悲しそうな顔をするのか。

　聞きたいことは山ほどある。

　山ほどあるのに、そんな顔をされてしまっては、軍ぐん司じはなにも聞けなくなってしまう。

　これ以上、美み優ゆにそんな顔をさせないですむ言葉を、このとき軍司はひとつしか思いつかなかった。

「……わかった、出て行くよ」

　軍司はそう言って、自分のＰＤＳを取り出した。

　相変わらず不細工な姿でぶら下がっているぬいぐるみ。

「それにしても、こいつはなんなんだろうな。キノコなのかなぁ？」

　軍司はこの重い空気を払おうと、軽口を叩たたいた。

　いや、どこかでこれの正体を知りたかった気持ちもあったのだろう。

　未練……というと、みっともない気もするが、これで美優とお別れだと思うと、特区を去る前にどうしてもこれだけは聞いておきたかった。

「……猫よ」

「えっ、なにが？」

「それは猫なの」

　美優は軍司のストラップを指さす。

「このぬいぐるみのこと？」

　見飽きるほど見てきたぬいぐるみだったが、軍司は改めてしげしげと見つめた。

「これが……猫？」

「何度も言わせないで。作った本人が言ってるんだから間違いないわよ！」

「えっ、どういうこと。これって、美優が作ったの？」

「そうよ。だから、私が同じものを持っていても当たり前のことなの」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。じゃあ、なんで俺が美優の作ったぬいぐるみを持っているんだよ。俺たち、前にどこかで会ったことが──」

「モノレールでの約束。質問はひとつだけのはず」

　美優は軍司の口元に人差し指を当てる。

「そ、そんなの！」

「ほら、もうハイヤーが来たわ」

　美優はそう言って、ずっと向こうからやってくる黒塗りの車に目を向けた。

　ハイヤーがここまでやってくるには、まだ時間はかかりそうなのに、美優はそちらを向いたまま、軍司のほうを見ようとさえしなかった。

　ただ、何かを堪こらえるように、服の裾すそをつかむ手は細かく震えていて、その姿は風に吹かれ、いまにも折れてしまいそうな野の花を思わせる。

　そんな美優に、軍司は声を掛けることさえできなかった。

　やってきたハイヤーに軍司が乗り込むときも、美優は少し離れたところで静かに見送るだけだ。

「もう会えないのかな……」

「…………」

　軍ぐん司じの最後の問いかけにも、美み優ゆは無言のまま。

　もう軍司にはこの距離を縮める方法も、時間もなかった。

　ただ、ここで「さよなら」と別れを告げる気持ちにだけはなれず、軍司も無言のままハイヤーの後部座席に乗り込んだ。

　その直後、不意に美優がこちらに駆け寄ってきた。

「美優……!?」

　座席に身を乗り出すようにして、美優は互いの頬ほおと頬を合わせ、軍司を強く抱きしめる。

　美優の頬の感触。少し冷たい肌の温度──突然のことで、緊張のあまり、軍司の身体からだは硬直してしまう。

　ただ、そんな美優の口から出た言葉は、その態度とは裏腹のものであった。

「──お願い。これで、さよならにして」

　そんな軍司の耳に、やっと聞こえるほどの小さな声で美優は囁ささやき、そして突き放すようにして離れた。

　そのまま、軍司はよろよろとハイヤーに乗り込む。

　頭の芯しんが痺しびれているようで、ほとんどなにも考えられなかった。













　ハイヤーの窓から外を見ると、美み優ゆは顔を伏せて、こちらを見ようともしなかった。

　だが、その理由を軍ぐん司じはわかっている。

　自分の頬ほおをそっと触れてみると、指先に一滴の雫しずくを感じた。

　軍司を抱きしめたのは、この涙を隠すためだったのか。

　それとも、涙は抱きしめたせいなのか……。

　その意味を尋ねる間もなく、ハイヤーは動き出してしまった。

　みるみるうちに美優は遠ざかっていく。

　こうして離ればなれになって、声も届かぬ距離になって、ようやく美優は顔を上げてくれた。その彼女はもはや隠すこともせず、頬に大粒の涙を流していた。

　しかし、その輝きが見えたのも、ほんの束つかの間まのこと。

　ハイヤーは速度を増して、美優の姿はすぐに見えなくなる。

「美優……」

　遠く離れていくのに、軍司は美優の存在を感じ続けていた。

　それは、ただの思い込みではない。これまでに軍司が経験したことのない感覚。

　第六感とか、絆きずなとか……そういった曖あい昧まいなものではなく、なにかが美優の存在を明確に伝えてきてくれている。

　軍司はハイヤーの車内で、その感覚の正体を懸命に探る。

　そして、ポケットからＰＤＳを取り出したとき、すべてを悟った。

「これが俺のスキル……!?」

　画面には軍司がＰＤＳでプレイをしていた『信長の栄光』のアイコンとよく似た、新しいアプリが表示されている。

　その名は《フィールドコントロール》──そのアイコンを見た途と端たん、軍司はこれが自分のＡＰアルタプレイヤーとしてのスキルであると自然と理解することができた。

　スキルの由来となった『信長の栄光』は正統派の歴史シミュレーションゲームであり、戦場での戦略と、配下の人材管理がメインとなる。軍司はそんな『信長の栄光』をリアルでプレイしているかのように、現実リアルの地形と、仲間みかたたちのステータスを把握することができるようになっていた。

　これまで出会ってきたＡＰたちに比べれば地味なスキルではあったが、そのおかげで軍司はこうして離れても、美優の存在を感じることができたのだ。

　そして、《フィールドコントロール》は、軍司に大切なことを教えてくれた。

　美優のことをこのスキルで察知できるということは……彼女は、本当に軍司のただ一人の仲間だったのだ。






　　　　EXTRA STAGE









　美み優ゆにとって、軍ぐん司じは一番大切な人。

　それが彼女のすべてだった。




　再会した軍司は、昔となにも変わっていなかった。

　為なすべきことに躊ちゆう躇ちよすることのない強さと、同時に優しさを併せ持つ人。

　そんな軍司のことを、美優はずっと助けてあげたいと思ってきた。

　だから、いまの軍司がこちらの気持ちを汲くんで、素直に特区を去ってくれたことに感謝している。

　それは軍司の優しさにつけこむような別れであったが……美優は後悔していない。

　たとえ、自分が軍司に嫌われようとも、そうするしかないのだから。

　結論は出ている。

　決心はできている。

　すべて、一年前、アルファトーナメントに優勝したときから。

　そして、覚悟も決まっている。




　軍司と別れた工業地帯から、さらに海沿いのほうにあるウォーターフロント新開発地区の広大な空き地。一見はコンクリートに覆われた陸地のように見えるが、実際には、鉄筋と浮きによって組み立てられ、ウォーターフロントの一角に新たに結合されたメガフロート──超大型浮体式構造物の上にある。

　広さはサッカーのフィールドが何面もとれるほど。

　ここで美優はある人物を待っていた。

　モノレールでの冬ふゆ鹿かの襲撃から逃れたあと、美優はたまたま軍司のＰＤＳでその人物からの呼び出しのメールを先に読むことができた。

　軍司を守ることだけを望む美優にとって、それは幸運だった。

　やがて、この場所を指定した男が、ふらりと徒歩で姿を現す。

「……おまえがここに一人でいるということは、覇は鳥とり軍司は特区から逃がしたのか？」

「ええ、軍司はあなたからのメールを読んでいない。私がその前に消したから」

「そうか」

　その男からは、砂と硝煙の匂においがした。

　軍人が着るような、黄土色のジャケットにカーゴパンツ。底の分厚いアーミーブーツ。

　砂すな埃ぼこりのついたゴーグルを装着した帽子を目深に被かぶって、その奥の目を隠している。身体からだは細身であるが、痩やせているというより、無駄をそぎ落とし引き締まっているといったほうが良い。

「どうしてあなたが軍ぐん司じのことを知っているの」

「たぶん、俺もアルタリアリティに覇は鳥とり軍司に関することを望んだからだろうな……」

「けど、いまの軍司にはもう関係のないこと……だから、二度と彼に近づかないで。あの人を、そっとしておいてあげて」

「駄目だな。あの男にはすべてを取り戻してもらわなければならない」

「そんなことになったら、軍司は……この特区がどうなるか──」

「それが俺の望みだ。だから、暁あき奈なにやつを連れてこさせた」

「駄目……そんなのは駄目。お願い。お願いだからやめてっ！」

「望むなら戦え。その力はもう持っているだろう」

　美み優ゆの切なる訴えに対し、男はＡＰアルタプレイヤーが誕生したきっかけとなった、オメガコンプレックス社長のＡＰ宣言と同じ言葉で応こたえた。

「あなたを止めるには、それしかないの？」

「おまえもそれをわかっていて、ここに来たんだろう？」

　六ろく波は羅ら栄え楠くすは口を固く閉じて、この問答の終わりを無言で告げる。

　彼は、軍司を特区に連れてきた六波羅暁奈の兄であり、初代アルファトーナメントの優勝チームリーダー。

　そして、国連が公認する「勇者」だった。

　どの国の警察も、軍隊も、「最強」のＡＰである六波羅兄弟を縛ることはできなかった。だから、国連は法治国家の威信を保つため、六波羅兄弟の行動はすべて正義──勇者活動であると公認するしかなかったのだ。

　事実、いまのところ、六波羅兄弟は紛争地帯における武装勢力の撲滅を主な活動としている。ただし、それは相手の主張も思想も考慮しない、己の正義感によってのみ執行される独善でしかない。

　それでも、国際法に基づいた戦争では兵士が罪に問われぬのと同様に、六波羅兄弟の行動は、たとえ殺人であっても正義と認められている。それが「勇者」という存在の意味。

　故に、彼らを止めるには、誰にも頼ることはできなかった。

　止めたければ、戦って勝つしかない。

「なら、そうするわ」

　前回のアルファトーナメントでは、六波羅兄弟は参戦を辞退したため、美優が栄楠とバトルをするのはこれが初めて。

　美優は意を決して、ＰＤＳを起動させた。

　ＡＰのスキルは、ＰＤＳがなくとも使用できる。

　だが、美優の場合、ＢＧＭはスキルの強さに影響を与える。

　魂の高揚が、そのまま強さとなる。

　それが美優のスキル《フィジカルフィーバー》の力。

　ＰＤＳから流れる軽快な前奏に合わせて、美み優ゆは準備体操のように軽くステップを踏む。

　美優が踏んだ場所にはスポットライトが灯ともり、夕暮れ近くになり、街灯もなく薄暗いメガフロートを明るく照らしていく。

　美優の周囲を照らしていたいくつものスポットライトは、イントロの終わりと同時に一斉に動き、観客席──いや、栄え楠くすのほうに向けられた。

　その光量は本物のスポットライトと同じ。それらが集中すれば、強烈な閃せん光こうと化し目くらましとなる。

　そんなスポットライトを背にして、美優は一気に栄楠との距離をゼロに詰めた。

　この奇襲に、栄楠のガードは追いつかない。

「ドンッ！」という、まるで車同士が衝突したような音。

　美優が栄楠の側頭部テンプルにハイキックをくらわせたのだ。

　クリーンヒット！

　栄楠の上体がグラリと揺らぐ。

　美優は命中した足をそのまま栄楠の肩に引っかけるようにして、ぐんっと引き寄せる。

　体重の軽い美優のほうが宙に浮かんだが、それは狙ねらいどおり。

　栄楠の肩を足がかりにして、彼の頭上に飛び上がり、そのまま後頭部を踏みしめるように、連続してストンピングをする。

　的確に急所のみを狙う。

　容赦などしない。勇者を止めることができるのは、それを上回る力だけだ。

　だが、それが不可能であるから、世界は六ろく波は羅ら兄弟を正義であると定義したのだ。

「たぁああっ!!」

　世界が目をそらした栄楠へと、美優はたったひとりで猛攻を続ける。

　すでに攻撃は百連コンボを超えていたが、その一撃、一撃が美優にとって薄氷を踏む思いであった。

　この一撃のあとに反撃が来るかも。

　次の一撃を与える前に、栄楠が動くかも。

　凍いてついた大きな腕が、すぐ背後に迫っているような……そんな恐怖ばかり増してくる。

　百回の攻撃すべてに、美優は「この一撃で栄楠が倒れるように」と、祈っていた。

　だが、それはことごとく裏切られ、肉体的な疲労よりも、祈ることに疲れを感じてしまったとき──それを察知したかのように、栄楠が動く。

　右手の拳こぶしを握りしめて、身体からだをねじり、小さく構えた。

　その動作から、美優はあらゆる攻撃のパターンを脳裏に浮かべる。

　コンパクトでシンプルな構えだ。想定される攻撃は限られている。

　攻撃の軌道も、威力も、効果も、ほぼ見極められる。

　そして、美優は絶望した。

　見極めて。

　わかっていて。

　なお、それを避よけられないことに絶望した。

「かわいそうにな」

　これまで無言だった栄え楠くすが、ぽつりと呟つぶやいた。

　その直後、美み優ゆの身体からだは竜巻に呑のみ込こまれたように回転した。

　前後左右、上下の感覚を失い、激しく地面に叩たたきつけられることで、初めて地面の位置を身体で知った。

「────っ!?」

　それでもなお勢いは止まらず、美優の身体はボールのように何度も跳ねながら、コンクリートを削りつつ、地面を転がっていった。

　目の前は真っ暗になり、身体の感覚がすべて失われた。

　どのくらいの時間が経たったかわからないが、身体が最も基本的なものを欲したことで、美優は意識を取り戻す。

「かはっ……！」

　道路に仰あお向むけのまま、咳せき込こむように、止まっていた呼吸を再開する。

　酸素が脳に届いて、ようやく美優は自分が攻撃を受けたことに気づいた。

　事前のモーションからわかりきっていた、栄楠のフック気味のパンチ。

　攻撃前の栄楠の呟きが、美優にコンマ一秒、回避の猶予を与えてくれた。

　直撃すれば、もう一度目覚めることはできなかっただろう。

「噂うわさに聞くアイドルＡＰアルタプレイヤーも、ギャラリーがいなければ、この程度か」

　すぐそばで栄楠の声がすると、ゆらりと視界に彼の姿が入ってきたが、身体は思うように動かない。ただ、栄楠のほうもすぐに追撃を仕掛けてくる気配はなかった。

「同情してるの……？」

「同情はする。だから、死にたくなければ、二度と邪魔をするな」

　美優の攻撃によって、栄楠の帽子は脱げていた。

　やや頬ほおがこけているように思えるが、顔はどこにでもいる普通の男のように見える。歳としは二十歳くらいだろうか。

　静かだが、底の見えない深い湖の水面のような目。口では同情するといっても、打ち倒した美優を見下ろすその目に、そんな感情は読みとれない。

　最強の称号を得たときも、世界に勇者として認められたときも、戦場カメラマンがスクープした中東の紛争地帯に赴くときの姿も、いつも栄楠はさざ波すら立てぬ目をしていた。

　ただ、ただ、遠くを──ずっと先を見ているような目。

「くっ……」

　美優はようやく動かせるようになった肘ひじをついて、半身を起こす。

　無様でもいい。ほんの一歩でも栄楠から距離を取って、わずかでも力を回復させる。

　たとえ、栄楠がこちらを敵とすら見ていなくても、負けるわけにはいかない。

「まだ、あきらめないのか？」

「あきらめられるわけがない……なにもかもを捨てて、たったひとつ手に入れたものだもの。それをあきらめたら、私にはなにも残らない……」

「やつを特区から追放して、おまえはなにを手に入れたというんだ？」

「あの人の平穏な日々」

「おまえはなにも手にしていないのか」

「違う、それが私が望むものすべて」

　ようやく美み優ゆは立ち上がった。

　ステップを踏むことも、歌うこともできないが、それでもまだ戦える。

　戦う心が残っている。

　恐怖で凍いてついた魂を奮い立たせようと、美優が大きく息を吸い込んだとき──




「美優から離れろ!!」




　その声が聞こえたとき、美優はまるで身体からだの中に火が灯ともったような気がした。

　そんなことを思ってはいけないのに……美優は、胸の高鳴りを押さえきれなかった。

　ただし、それは彼が助けに来てくれたからじゃない。

　もう一度、その顔を見られたのが、嬉うれしかったから。

　いくら抑えようとしても、このあふれ出す喜びと、涙だけは止められない。




「軍ぐん司じ……なぜ、戻ってきたの……」






　　　　STAGE:3

　　　　「オーバーライト」






　美み優ゆの「なぜ」という問いかけに、軍ぐん司じは悪びれることなく堂々と答えた。

「女の子に泣いて頼まれたら聞くしかない。女の子が別れ際に泣いていたら、その理わ由けを聞くしかない。だから戻ってきた」

　軍司の中で、それはなんの矛盾もない行動。

　そして、それが正しかったことを、いま確信している。

「俺を遠ざけようとしたのは、こうなるとわかってたからなのか？」

　美優はズタボロだった。

　普段着らしさを演出していた帽子も、変装のつもりでかけた伊だ達てメガネもどこかにいってしまい、乱れた髪が砂すな埃ぼこりに汚れた顔にこびりついている。

　らしくない。

　そんなの、まったくらしくない。

「美優はこんなところでボロボロになっていいような子じゃないだろう。みんなのアイドルで、みんなの夢で、もっと輝いていないと駄目だろっ！」

　軍司は怒っていた。

　美優から離れた自分にも。

　自分を遠ざけようとした美優にも。

　そして、もちろん、美優をこんな目に遭わせたやつにも。

　怒りに突き動かされ、軍司はつかつかと二人のほうに近づく。

　そこにいる相手が、あの「最強」で「勇者」の六ろく波は羅ら栄え楠くすだとわかっていてもだ。

「大丈夫か、美優」

　よろめく彼女の身体からだを支えてやる。

「……どうしてここが？」

「俺だってＡＰアルタプレイヤーだからね」

　軍司は自分のＰＤＳを取り出した。

　画面には、特区のウォーターフロントの地図が表示されている。

　ハイヤーの中で気づいた、軍司がＡＰとなって得た『信長の栄光』のスキル。

　それは地形と仲間のステータスを把握するもの。

「このスキルは《フィールドコントロール》っていうらしい。こいつのおかげで美優を見つけることができた」

　遠く離れても、この《フィールドコントロール》が、ずっと美優の存在を感じさせてくれた。

　なぜなら、彼女が軍司にとって大切な仲間だから。

　どうして、まだ会って間もない美み優ゆが仲間なのか──その理由は、軍ぐん司じにだってわからない。ただ、《フィールドコントロール》に目覚めた軍司にとって、それはなによりも強い確信となっていた。

「軍司、そのスキルは……どうして……？」

「俺のＰＤＳに入ってたゲームが『信長の栄光』だったから、こういうスキルになったのかもな」

　すると、いままで黙って見守っていた栄え楠くすが、軍司をにらみつけ、ぽつりと小さく尋ねてきた。

「《フィールドコントロール》だと……覇は鳥とり軍司、おまえはそんなつまらないスキルでどうするつもりだ？」

　じっと軍司を見据えて、怒りを静かに堪こらえているような表情。

　そんな栄楠の様子を見た美優が青ざめる。

「逃げて、軍司！」

　まるでいきなり目の前に猛獣が現れたかのように、取り乱しているといってもいい反応だった。これまでずっと栄楠は目の前に立っていたというのに……なぜ、突然？

「六ろく波は羅ら栄楠が……あんな顔をするなんて知らなかった」

「あんな顔？」

　栄楠はかすかに怒りの感情を漏らしてはいるが、基本的には無表情のように見える。むしろ、冷静な態度にも見えるのだが、美優はなにをそんなに怯おびえているのか。

　だが、もちろん、六波羅栄楠が昼間のＡＰアルタプレイヤーたちとは比較にならないほどの強敵であることは十分に理解している。

　可能であるなら、軍司は美優を連れてここから逃げるつもりだった。

　ところが、怯えていたはずの美優の次の言葉は、軍司の予想に反するものだった。

「私が栄楠を足止めする」

「そんなこと──」

　あんなにボロボロにされて、まだ戦おうというのか──

　ところが、軍司の見ている前で、美優の姿が変化していった。

　汚れた私服は光の粒子となって散り散りに消え去り、華やかなステージ衣装へと変化していく。

「それって、俺が初めて会ったときの──」

「そうね……初めて会ったときの衣装ね」

　そう答えた美優は、一瞬、悲しげな顔をしたように見えたが、それはたぶん気のせいだったのだろう。

　次の瞬間、いつもの美優になっていた。

　スポットライトを浴びてもなお、その輝きを発散する、あの笑みを浮かべていた。

　さっきまでのダメージは、もう微み塵じんも感じさせない。

「けど、いくら美み優ゆでも、一人じゃあ無理だ」




「「誰が一人ですって？」」




　軍ぐん司じの周囲から一斉に声がした。

「なっ……これは!?」

　思わず軍司は息を呑のんだ。

　まわりにいたのは、数え切れないほどの美優。

　雪をイメージさせる純白のスカート。大きなリボンのついた制服っぽいものに、情熱的な真っ赤なドレス、浴衣、レースクイーン、チャイナドレス……などなど、全員、別々の衣装を身に纏まとっている。

　幻覚や立体映像のような小手先のスキルではない。冬ふゆ鹿かが操作していた、あのサイドワインダーのように、そこに実在するという明確な存在感を持った美優たちがずらりと立ち並ぶ。

「きみたちは……？」

「「あなたに見て欲しかった、これまで百のステージに立った私たち」」

　百人の美優たちが、きらめくような笑顔で一斉に答えた。

　これも美優のスキルなのだろうか……？













「でも、スキルはＡＰアルタプレイヤーにひとつだけのはずじゃあ!?」

　それは軍ぐん司じでも知っている、ＡＰの基本原則だ。

「「これは私の望みを叶かなえるための力──《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》。あなたが見ていてくれるのなら、私はもっと強くなれる。すべての力を引き出せる」」

　それはつまり美み優ゆのスキルがさらに進化して、強化されたというのか。

「俺が見ていると……どうして……？」

「「だって、私はずっとあなたのことだけを想おもって踊り続けてきたのだもの！」」

　そうして、百人の美優が栄え楠くすを取り囲んだ。

「「たとえ一万のギャラリーがいなくても、軍司がいるだけで戦える。私は、軍司のためだけに戦える！」」

　そう叫んだ百人の美優が、揃そろって軽やかにステップを踏んだ。

　直後、栄楠の立っていた場所に、真っ白な光の柱が現れた。それは膨大なエネルギーの放出。

　わずかに遅れて、大地が──いや、メガフロートが揺らいだ。

　メガフロートの表面、コンクリートの地面がまるで波打つようにうねり、あちこちで金属が弾はじける音が響いた。少し遅れて、コンクリートの地面を破って、ねじ曲がった巨大な鉄骨が顔を出す。

　まるで、ここは伝説にある巨大な海獣の背中。鉄骨はそこに突き立てられた、無数の銛もりであるかのよう。そして、海獣の断末魔の悲鳴の代わりに、「ギィーギィー」という耳を覆いたくなるような不快な金属音が足元から響いてくる。

　世界最大級のタンカーにも匹敵する巨大構造物が崩れかけている。

　それも、たった一度のアイドルのステップによって！

「くっ……熱っ!!」

　メガフロートに悲鳴を上げさせた光の柱が消えると、その爆心地は火口さながらの光景だった。コンクリートも鉄骨も一様に灼しやく熱ねつのマグマのように熔よう解かいして、メガフロート内部の空洞部にドロドロと流れ込んでいる。

　大きく開いた穴からは、大量の水蒸気がわき出していた。

　あの光の柱はメガフロートの底を貫いたらしい。そして、海中へと流れ込む熱せられたコンクリートや鉄骨が、海水を蒸発させているのだ。

　地獄を彷ほう彿ふつとさせるその場に、きらびやかな衣装を纏まとう、百人のアイドルが笑顔で立っている。

　あまりに異様で、信じがたい光景。

　だが、なにより軍司が驚いたのは、そんな爆心地に、栄楠が変わらぬ姿のまま立っていたことだった。

「これがおまえの実力か」

　融解した鉄の沼に足首まで埋もれながらも、栄楠は意に介した様子もなく呟つぶやいた。

「あれをくらっても平気なんて……化け物かよ」

　栄え楠くすが「最強」のＡＰアルタプレイヤーだとは知っている。

　だが、メガフロートを崩壊させるほどの攻撃を受けてもなお平然としている姿を目の当たりにして、軍ぐん司じはその「最強」の意味を改めて理解し、そして戦せん慄りつをした。

　だが、攻撃を仕掛けた美み優ゆに動揺の色はない。

「そんなことわかってるわ」

　百人の美優は、栄楠が無傷であることを当然のように受け止めている。

「栄楠の強さは、あの桁けた外はずれのＨＰヒツトポイント。けれど、百人で、百連コンボを、百回与えれば……私の百万連コンボで、そのＨＰをゼロまで削りきる！」

「ひゃ、百万連コンボ!?」

　あまりのインフレっぷりに、軍司は開いた口が塞ふさがらなかった。

　そんなことをすれば、このメガフロートだけでなく、ウォーターフロントすべてが灰かい燼じんに帰すかもしれない。ＡＰのトップ同士の戦いに、軍司は青ざめた。

「さあっ、あと九十九万回!!」

　百人の美優が宙に舞った。

　同時に、栄楠を取り巻いていた灼しやく熱ねつの炎が舞い上がり、空中に輝くリングを形成していく。それはリズムゲームにおけるタップのタイミングを示すオブジェのようで、美優のＰＤＳが奏でる曲に合わせて、いくつかのリングの色が赤から明るい紫へと変化していた。

　やがて、その色が炎の赤色から、美優のトレードカラーである輝くスミレ色になった瞬間、美優の一人がそのリングを空中で踏みつけた。

　すると、リングは消滅して、代わりに美優の身体からだはバネに弾はじかれたように飛び出す。

　その行き先は、栄楠だ。

　弾丸のような勢いで栄楠に跳とび蹴げりを与えると、そのまま着地することなくまたスミレ色に変化した別のリングに移動──すかさず、美優がまた弾かれる！

　リングはすべて栄楠のほうを向いている。

　つまり、空中に浮かぶ無数のリングの数だけ、美優による連続攻撃が続くということ。

「……これ全部かよ!?」

　見上げれば、メガフロートの上空はリングに覆い尽くされていた。

　幾重にもリングは重なり、まるで踏みつけられる順番を待っているかのように、ゆっくりとこちらに向かって降りてくる。あの言葉どおり、百万のリングが、百人の美優によって攻撃に使用されるのを待っていたのだ。

「これは本当にやれるかも」

　そうやって軍司が呆あつ気けにとられている間にも、百人の美優が目にも留まらぬ速度で、栄楠に連続攻撃を仕掛けていた。普通ならば、百人もの大勢で一人を攻撃するなんて不可能。互いが邪魔になってしまい、有効に攻撃できるのはせいぜい数人くらいまでだろう。

　だが、美優のスキルの由来となるリズムゲーム『Ｄ．Ａ．Ｎ．Ｃ．Ｅ．ブレイク』では、タイミングと、スピードと、正確さ、すべてを満たしたボタン操作が要求される。

　百人が互いに干渉せずに攻撃のできる、紙一重よりもわずかなタイミング。

　次々と休むことなく要求されていく攻撃のタイミングをひとつも逃さず、まさしく曲を演奏するようにスムーズにヒットさせる。

　それはリズムゲームの達人でもある、美み優ゆにしかできない超絶美技。

　とはいえ、相手も「最強」の栄え楠くすだ。

　すでに数え切れないほどの攻撃を受けているにもかかわらず、いまだ倒れる素振りさえ見せない。

　美優が栄楠のＨＰヒツトポイントを削りきるのが先か、それとも栄楠が百万連コンボをしのぎきるか。

「いったいどうなるんだ……？」

　これほど派手な攻防戦だというのに、意外にも持久戦になるかと軍ぐん司じが思ったとき、一方的に攻撃を受けていた栄楠がついに動いた。

「確かに頑丈さには自信がある。だが、それは自信であって、俺の自慢ではないぞ」

　とはいえ、この猛攻を振り払いながら百人もの美優をすべて倒すのは、たとえ栄楠であっても困難なはず。

　美優も同じ考えなのか、臆おくすることも、リズムを崩すこともなく攻撃を続けている。

　そんなマシンガンの集中砲火のような美優の攻撃を受けながら、栄楠は右手を左の腰に当てる。

　すると、栄楠の手から白い光があふれ出した。

　そこに顕現したのは、白銀に輝く剣。

「…………六ろく波は羅ら栄楠が剣を持った!?」

　その武器でどんな攻撃を仕掛けるつもりかと思ったとき、考えられないことが起きた。

　日が沈みかけていたオレンジ色の空が割れたのだ。

　いや、世界そのものが割れた。

　ある起点──栄楠の立っている場所から、斜めに真っ二つに分断されたのだった。

　気づくと、栄楠は銀の剣を水平に持っていた。

　腰から引き抜くようにして、斜めに振り上げるような一太刀。

　その栄楠の攻撃が、この世界を両断したのだと気づいた。

　それがどのような攻撃だったのか、軍司にはとても理解できない。無理に解釈をするならば、それは光を含めたあらゆるものが両断されたことで起きた現象かもしれない。

　いや、いまや世界は元の姿を取り戻していた。

　切断されたかに思えたメガフロートの姿は元通りとなっていたが……唯一、前と異なるのは、百人もいた美優の姿がどこにも見えなかったこと。

「美優はっ!?」

　空を覆い尽くしていたリングも消きえ失うせ、メガフロートは不気味なまでの静せい寂じやくさを取り戻していた。

「どこだっ、美み優ゆ!?」

　軍ぐん司じはもう一度叫んで、美優の姿を懸命に求める。

「美優っ!!」

　まるで瓦が礫れきの一部のように、無造作に横たわる人影。

　輝くステージ衣装は消きえ失うせ、ぼろ切れと変わらない服の断片を身に纏まとっているだけ。

　一瞬、それがあの美優だとはわからなかったほどに無残な姿だった。

「美優！　美優!!」

　軍司は美優の脇にひざまずいて抱き起こそうとするが、その身体からだはぐったりとしており、やけに重く感じた。

「わた……しの…………」

　その視点は定まらず、意識がもうろうとしているようだった。

　そんな美優が懸命に伸ばす手の先には、彼女のＰＤＳが落ちていた。

「これが欲しいのか？」

　軍司は美優のＰＤＳを代わりに手に取り、渡してやる。

　すると、美優はＰＤＳではなく、そこにぶら下げられたストラップを握りしめた。

　別れたとき、美優のＰＤＳにはなにもつけられていなかった。おそらく、栄え楠くすと戦う前に、軍司を真ま似ねてこのストラップをつけたのだろう。

　美優はストラップを握りしめながら、いまにも泣き出しそうな表情で囁ささやいた。

「あなたのストラップはね……昔、私があげたものなの……」

「そんなことはいいから、もうしゃべるな！」

「……ストラップ、大切にしてくれてありがとう。そして、ごめんなさい……」

　美優が弱々しく目を閉じると、輝く赤い文字が不吉に浮かび上がっていた。

　ＨＰヒツトポイントゼロ──もはや、美優は行動不能ということ。それは美優の敗北を意味する。

「いままで舐なめていたわけじゃない。こいつの想おもいを感じたから、俺も条約を破ってまで武器を『そうび』したんだ」

　気づくと、すぐそばで栄楠がこちらを見下ろしていた。

　その手には、一撃で美優を撃破した剣が握られている。

　それはファンタジーに登場するような、両りよう刃ばの片手剣だ。金色に輝く鳥の翼のようなフィストガード以外の装飾は少なく、真まっ直すぐに伸びる刀身は、栄楠自身を写したように研ぎ澄まされている。

　六ろく波は羅ら栄楠は、妹の暁あき奈なと同じく『ドラゴンズクエイクⅡ』のＡＰアルタプレイヤー。

　その職業クラスは戦士であり、剣を武器として使用する。

　だが、これまで栄楠が剣を「そうび」したところは、第一回アルファトーナメント決勝バトルでしか記録されていない。ほかのバトルでは素手のみで戦い、勝利してきたのだ。

　なぜ、剣を使わないのか──それは、栄楠自身の圧倒的な強さ故に武器を必要としないとも、使うと大きな反作用があって本人も危険であるとも囁かれているが、その真偽は定かではない。

　ただひとつ間違いないのは、武器を装備した栄え楠くすの強さは、美み優ゆの《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》でさえ凌りよう駕がしたということだけだった。

「ＡＰアルタプレイヤーは二度殺さないと死なない。たとえ死に至る攻撃を受けようとも、一度目はＨＰヒツトポイントがゼロになるだけだ」

　栄楠の言うとおり、服はボロボロだったが、美優の身体からだに目立った外傷はない。

　だが、何度ゆすっても美優はぴくりとも反応せず、身体はやけに冷たく、呼吸も不安になるほど浅かった。いくら死なないと言われても、とても安心などできない。

「すぐに救急車を──」

　ＡＰの治療に救急車が役立つかはわからないが、とにかく軍ぐん司じは美優のために動きたかった。

　そのとき、不吉な輝きを放つ白刃が、軍司の目の前を横切る。

「だから、こうしてもう一度、とどめを刺さねば殺せない」

「えっ……？」

　軍司はゆっくりと視線を下ろす。

　横たわる美優へ、と。

「……なにしてるんだ？」

　軍司は目の前の光景を受け入れられなかった。

　思考を停止させ、理解することを拒絶していた。

　だが、いくら否定しようとも、現実リアルはなにも変わりはしない。

　栄楠が逆手に構えた剣。

　それが美優の胸に深々と突き立てられていたのだ。

「嘘うそだろ……？」

　胸はみるみるうちに真っ赤に染まり、それでも止まることなく、大量の血が瓦が礫れきの上にもあふれ出している。

「美優っ!!」

　軍司が叫ぶのと同時に、栄楠は無造作に美優から剣を引き抜いた。

「ごぷっ」という音と共に、美優の胸から噴き出した鮮血が、軍司の顔に飛び散った。

　生暖かい血が、軍司の手や膝ひざを濡ぬらしていく。

　一方で、美優の顔色がどんどんと青ざめていった。

　軍司は両手で美優の傷を押さえるが、血は指の間からぬるぬるとあふれて、どうしても止めることができなかった。

　手のひらはこんなにも温かいのに、美優の身体はどんどん冷たくなっていく。

「美優、駄目だ。死んじゃ駄目だっ！」

　やがて、あふれる血が止まったとき、そこに横たわる美優はいままでとはまったく別物のように見えた。

　紙のように白い顔。

　力を失い、ずっしりと重みを増したような四肢。

　呼吸も、鼓動もやめてしまった肉体。

　それが大量の血だまりの中に、仰あお向むけになって横たわっていた。

　この言葉を口にしたくはない。

　言葉にしてしまえば、それを事実として受け入れねばならないから。

　だが、この怒りをぶつけるためには、その言葉を叫ぶしかなかった。

　美み優ゆを置いて立ち上がり、無言のまま、ずっとかたわらで自分たちを見下ろしていた栄え楠くすに向き合う。




「なぜ殺した!?」




「俺とおまえにとって、こいつは邪魔者だったからだ」

　本当は、栄楠の答えなどどうでも良かった。

　たとえ栄楠がどのようなことを言ったところで、軍ぐん司じの行動が変わることはなかったからだ。




　ゴキンッ!!




　栄楠の頬ほおに、軍司は渾こん身しんの拳こぶしを叩たたき込んだ。

　ＡＰアルタプレイヤーになって強化された肉体──その限界をさらに超えた、すべての力を込めて！

「ぐっ…………!!」

　殴った腕から頭へと焼き付くような激痛が走り抜け、軍司の食いしばった歯からうめき声が漏れた。

「望む力が足りないからそうなる。傷つかない身体からだを持つＡＰでも、痛みはなにも変わらないだろう」

　拳を避よけることなく受けた栄楠は、微動だにせず、まるで巨大な岩のごとく立っていた。

　強化された力に任せた無茶な一撃は、栄楠ではなく軍司の腕のほうにダメージを与えていた。

　だが、それでも軍司は拳を、栄楠の頬から離すことはしない。

　どんなことをしてでも、この拳を打ち抜いて、やつを這はいつくばらせてやる。

　腕の骨すべてが粉々になったような痛みに耐えながら、すでに力を失った拳を押しつける軍司の姿に、栄楠は蔑さげすむように尋ねた。

「おまえになにができる？　なにを望む？」

「望むだと……俺は……ただ憎いだけだ」

「憎い？」

「おまえが……そして、なにもできない自分が憎い。この現実リアルが憎い！」

　望みはしない。願いもしない。

　ただ、ただ、憎いだけ。

　その憎しみが乗り移ったように、軍ぐん司じの腕が燃えるように熱くなった。

　栄え楠くすの一撃で消えたはずの、美み優ゆが炎から生み出したスミレ色のリングが、なぜか軍司の腕にブレスレットのようにはまっていたのだ。

「これは美優の……？」

　軍司が戸惑っている間にも、腕にいままでにない力が注入されていくのを感じた。

「だあぁぁぁぁらあぁぁぁぁっ!!」

　ギリギリまで押さえ込まれたマグマが火山となって噴火するように、軍司はそのパワーを一気に解放する。




　ガゴォンッ!!




　一度は止まった軍司の拳こぶしが、栄楠の頬ほおを打ち抜いた。

　美優のコンボを受けても揺らぐことのなかった栄楠がよろめき、地に膝ひざをつく。

「最強」の「勇者」である栄楠にとって、無名の新人ＡＰアルタプレイヤーの軍司に打ちのめされたことはどれほどの屈辱か。

　全力を出し切った軍司は、肩で息をしながら栄楠を見下ろした。

　ところが、栄楠の表情に、怒りは感じられなかった。

「それは回復スキル……とは違うな。まさか、もう一度アップデートされたというのか？」

　ゆっくりと、栄楠の口の端が持ち上がる。

「なるほど、望みではなく、憎しみで自分をアップデートさせたか」

　栄楠はゆらりと立ち上がると、白銀の剣を構えた。

　美優の攻撃をあれだけ受けてようやく抜いた剣を、いともあっさりと構えたのだ。

　それは軍司を美優に匹敵する相手と認めたということか。

　剣を構えた栄楠に宿る気配は、殺気とは異なる、言いようもないモノだった。

　あえて言うのならば、それは研ぎ澄まされた武器が人間の姿をしたかのよう。

　命もなく、意志も持たないはずの武器が放つ無言の気配。いまの栄楠から感じられるのは、そんな武器そのものの威圧感だった。

「美優を斬きった剣だ。受けてみるか？」

　憎しみで燃えたぎっていた軍司の魂に、突如、恐怖という名の氷の刃やいばが突き立てられた。

　剣を構えた栄楠を前にするだけで、軍司は全身が凍り付くような感覚がした。

「くっ……！」

　思うよりも早く、軍司の手にあの黒い刀が顕現した。

　それは湧わき上がる恐怖心に、刀のほうが勝手に反応したかのよう。

　いきなり現れた刀に戸惑いながらも、軍ぐん司じは栄え楠くすに対してそれを構える。

「その刀をどう使う気だ？」

　栄楠はまるで試し切りをするかのように、無造作に軍司に向けて剣を振り下ろした。

「ぐっ!?」

　軍司はとっさに刀で受け止めるが、ただ振り下ろしただけだというのに、栄楠の剣はあまりに重く、受け止めるだけで精一杯。両手で刀を支えてもジリジリと押し込まれていく。

　膝ひざがガクガクと震え、全身の骨が軋きしむ音が聞こえるようだった。

「どうした、さっきの力を出してみろ」

　それは挑発か……いや、なぜか軍司には、栄楠の言葉が助言のように聞こえた。

　栄楠は自分のどんな力を求めているのか。

　もしかして、それにさえ気づけば、もっと戦えるようになるのか。

　軍司がその可能性に気づいたとき、栄楠の剣を受け止めていた刀にあのスミレ色のリングと同じ輝きが浮かび上がった。

　支えるだけで精一杯だった刀が、ふっと軽くなり、栄楠の剣が少しだけ押し戻される。

「…………！」

　その途と端たん、栄楠は大きな動作で剣を引いて、さらに二、三歩、後退までする。

　圧倒的優位に立っていたというのに、なぜか軍司の刀を警戒するかのような動き。

　栄楠が退いたのは、これが初めてだった。

「その輝きは、おまえの言った《フィールドコントロール》とは別物だな」

　透明だった刃やいばに宿るスミレ色の光を──栄楠はまるで観察するような目で見ている。

「それがどうした！」

「……二度目のアップデートに、二つ目のスキルか。なるほど、おまえはそうなるのか」

　ほとんど感情を表すことのなかった栄楠が、なぜか嬉うれしそうに笑った。

「何を笑っている！　遊んでるつもりか!?」

　このとき、軍司の耳には、栄楠の言葉など届いていなかった。

　美み優ゆを殺しておいて笑っている──そんな栄楠に、軍司の怒りが爆発した。

　軍司が激情にかられて刀を振り上げると、栄楠もまた剣を構えた。

「そんなことはない。真剣勝負だ」

　その瞬間、いままで見せていた感情は消きえ失うせ、再び、栄楠は一振りの剣と化した。

　それを見て、軍司の動きもぴたりと止まった。

　ただし、それは恐怖心のせいではない。

　心はまったく萎なえてはおらず、怒りと憎しみは、軍司の身を焼き尽くすほど。

　そんな熱い感情とは対照的に、軍司の身体からだは冷静に応こたえてくれる。

　これもＡＰアルタプレイヤーとしての力なのか。

　無意識のうちに、軍司は刀を上段から、突きの構えに変えていた。

　これは想おもいの熱量を一点に集中して、栄楠を貫くため。

　刀を支える腕の肘ひじに、スミレ色のリングが幾重にも浮かび上がる。それは軍ぐん司じの魂の炎が凝縮したブースターのよう。

　いまや、身体からだ全体が引き絞られた弓となり、刀はつがえられた矢と同じ。

　軍司は、これまで経験したことのないほどの力が身体に蓄えられているのを感じた。

　だが、その力の正体など、どうだっていい。

　美み優ゆの仇かたきを取れるのならば、軍司は悪魔の力でも借りてやる。

　そんな軍司の心を見透かしたように、栄え楠くすは感情を表さないままに呟つぶやきを漏らした。

「それでこそだ。これからおまえがどうなっていくのか、俺に見せてくれ」

　その栄楠の態度には、余裕も遊びも一切感じられない。

　さっきの言葉通り「真剣勝負」の構えだった。

　軍司と栄楠、刀と剣の距離は、ほんのわずか。

　一線を越えて踏み込めば、互いに届く間合い。

　これが死線。

　いまの軍司には、その一線がはっきりと見えていた。ＡＰアルタプレイヤーのスキルなどではなく、その場に立った者しか知り得ない特有の感覚で察知していた。

　数時間にも感じるほどに引き延ばされた一瞬の末──

「────!?」

　不意に横やりが入った。

　目を眩くらませるほどの強烈なライトが、軍司たちを上空から照らしたのだ。

　戦いに集中していたせいで気づかなかったが、空からはバラバラという複数のプロペラ音が響いている。

「なんだあのヘリは？」

　見慣れた丸みを帯びたヘリコプターよりも、やや細長く、流線的な姿をしている。

　機体に描かれているのは、アメリカの国籍マーク。そしてＮＡＶＹの文字。アメリカ海軍のヘリコプターだった。

　軍司が突然現れたヘリコプターと、そのプロペラが巻き起こす強風に戸惑っているうちに、二機が着陸。すぐさま、完全武装した米兵たちが機体から降りてきた。

　アサルトライフルを構えた米兵たちは、無言のまま、訓練された動きで軍司たちを包囲した。それはまるで映画のワンシーンのよう。

　上空には、まだ数機のヘリコプターが待機している。そちらのヘリコプターには両サイドに四本ずつ、計八本のミサイルが搭載されており、軍司たちの動きを見張るようにホバリングを続けていた。

　さらに、もっと上空のほうで、ジェット機の爆音まで通り過ぎていった。おそらく、あれは艦載機だろう。

　アメリカ海軍の誇る兵器に、幾重にも取り囲まれた状況。

　いったい何が起きているのか──その答えは、軍司たちを包囲する大柄の米兵たちの間から姿を現した六ろく波は羅ら暁あき奈なによって語られた。

「栄え楠くす兄にい、剣を『そうび』するなんて聞いてないよ。せっかく連れてきたのに、ここで覇は鳥とり軍ぐん司じを殺しちゃあ意味ないでしょ！」

「そんなことを言うために、この大騒ぎか」

「なによーっ、栄楠兄を止めるために、わざわざ横よこ須す賀か基地の空母から呼んだんだよ！」

　特区から目と鼻の先の横須賀市には在日アメリカ海軍の基地があり、ロシアとアジアににらみをきかせる原子力航空母艦が停泊していることで知られている。

　軍司と栄楠の戦いを止める。

　ただそれだけのために、その基地の空母航空団を動かしたというのか。

「大げさなことを……」

　栄楠はため息交じりに呟つぶやくと、自ら剣を下ろす。

　すると、それを待っていたかのように、米兵たちの指揮官らしき人物が語りかけてきた。

「ミスター・ロクハラ。勇者条約により、あなたが武器の『そうび』をするには大統領の事前承諾が必要とされています。ただちに武装を解除して、ご同行を願います」

「わかっている」

　栄楠はその言葉に逆らうつもりはないらしい。手にしていた剣がフッとかき消えて、素直にヘリコプターのほうに向かおうとした。

「おい、待てっ！」

　勝手に去ろうとする栄楠の背中に、軍司はあわてて呼びかける。

「悪いな、覇鳥軍司。ちょっと話をつけてくる」

「逃げる気か！」

　そんな簡単に、そちらの都合で、この場を収められてたまるものか。

　だが、詰め寄ろうとする軍司の前に、アサルトライフルを構えた米兵たちが立ちはだかった。

「邪魔するな！」

　軍司はＡＰアルタプレイヤーとなったいまなら、この米兵たちにだって勝てるのではと刀を構えかけたが……

「────！」

　軍司はすぐに思いとどまる。

　勝つとは──どういうことだ？

　彼らを斬きり殺すつもりなのか？

　ついさっき目の前で絶命した美み優ゆの姿が、頭の中にフラッシュバックする。

「俺は……なにを……」

　軍司は、いま自分がしようとしていたことに背筋が寒くなり、おかげで少しだけ冷静さを取り戻した。

　そんな軍司を置いて、ヘリコプターに乗り込もうとしている栄楠の顔には、さっきまで見せていた喜びの表情はなかった。

　両脇を兵士に挟まれた栄え楠くすは、少し振り返って、軍ぐん司じに告げる。

「逃げるわけではないが、俺を呼んでるのは世界で一番うるさい相手だからな。おまえも知っているだろう。アメリカ大統領だ」

「だからなんだって言うんだ！」

　軍司は栄楠を追いかけようとヘリコプターに近づくが、その前に米兵たちが立ちはだかった。ライフルをこちらに向けて、あと少しでも動けば発砲するといった、緊張した顔つきである。

　その隙すきに栄楠は慣れた様子でヘリコプターに乗り込んでしまった。

「待てっ!!」

　だが、プロペラの回転速度が上がって、強い風と爆音が軍司を押し戻した。

　そして、飛び立とうとするヘリコプターのハッチから、栄楠の声がかすかに聞こえてきた。

「俺は、次のアルファトーナメントに参戦する。この戦いの決着はそこでつけよう。おそらく、それでいいはずだ」

「おそらく……って、どういうことだ。なんのつもりだ!?」

　だが、軍司の叫びに栄楠が答えることなく、ヘリコプターは栄楠と暁あき奈な、そして米兵たちを回収して、もう暗くなりつつある空へと飛び去っていった。

　バラバラというプロペラ音はどんどん遠ざかり、やがてあたりはしんと静まり返る。

　残されたのは、軍司と……無残な姿となった、美み優ゆだけだった。





　　　　　◆◇◆






　どれだけの時間が過ぎただろうか。

　手の震えが止まらない。

　栄楠と対たい峙じしたとき恐怖を克服したかと思ったが、それは誤りだった。

　憎悪が、恐怖を超越していただけ。死をいとわぬ怒りが、恐怖を押しのけていただけのこと。

　生きていることを実感したとき、再び、恐怖は古傷のように浮かび上がる。

「美優……すまない……」

　そんな情けない自分を詫わびたのか、それとも守れなかったことへの詫びか……

　軍司は美優の亡骸なきがらの脇にひざまずいて、両手を地面につく。

　美優のそばにはＰＤＳが落ちており、それには軍司と同じストラップがつけられていた。

　美優の言葉を思い出す。

　これは美優が手作りをして、軍司にもくれたのだと言っていた。

「俺とペアで持っていた……のか？」

　けれど、いつ……どこで、もらったのか？

　その記憶を呼び起こせないことが、いまほどもどかしいと思ったことはない。

　思い出そうとすればするほど、最期に見た、美み優ゆの辛つらそうな表情が頭に浮かんでしまう。

　美優は苦痛とそれ以上の何かに耐えながら、最後の力を振り絞って、軍ぐん司じにストラップのことを伝え……そして、「ごめんなさい」と言った。

　なぜ、美優は詫わびたのか。

　栄え楠くすはどうして、自分にこだわるのか。

　自分を中心にまわりは動いているというのに、肝心の自分自身がなにもわかっていないことが悔しくてならない。

　だが、栄楠は去り、美優はすべての謎なぞを抱えて、ただ沈黙するのみ。

「美優……教えてくれよ。俺はどうしたら──」

　胸の痛みに堪こらえきれず、軍司が涙を浮かべながら呼びかけたとき、不意に美優のＰＤＳから電子音声が響いた。




『ユーザーの死亡が確認されました。アルファトロフィーは、別のユーザーが引き継ぐことを推奨します』




　美優のＰＤＳの画面に、彼女が所持していたトロフィーの一覧が表示されていた。

　トロフィーとは、バトルに勝利した回数や、特定のイベントに参加した証明として、オメガコンプレックスからＡＰアルタプレイヤーのＰＤＳ内に配布されるもの。ゲームのやりこみ要素と同じで、たくさんのトロフィーや、珍しいトロフィーを所持していることは、ＡＰにとってのステータスにもなっている。

　中には総数が限定されていて、所持者から奪ったり、譲渡されることでしか得られないレアなモノもあり、その最たるものが、アルファトーナメント優勝チームのリーダーにのみ継承されていくアルファトロフィーだった。

　ＰＤＳの告げた「死亡」という言葉に、軍司は改めてショックを受けた。

　美優の死が逃れようもない現実リアルであることが、第三者によって認められたからだ。

「やっぱり……本当なのか……」

　軍司は自分がまだ心のどこかで、美優の死を受け入れていなかったことに気づかされ、もう一度打ちのめされる。




『覇は鳥とり軍司……憎いのなら、トロフィーを引き継ぐんだね』




　突然、さっきの電子音声とは異なる声が美優のＰＤＳから聞こえてきた。

「誰だ!?」

　画面を見ると、勝手にボイスチャットアプリが起動しており、誰かが話しかけてきていた。発言者のアイコンを見ると、デフォルメされた猫のような姿をしたポリゴンのキャラクターがヒョコヒョコと動いている。

「社長……？」

　それは誰もが知っている、オメガコンプレックスの社長──いや、正確には、社長が対外的なコメントをするときに使われるアバターだった。

「どうして、美み優ゆのＰＤＳに……それに、なんで俺のことを？」

『トーナメントに優勝して、望みを叶かなえなよ』

　それはまるでこちらの声が聞こえていないかのような、一方的な語り口だった。

　それでも、軍ぐん司じは問わずにいられない。

「それで美優を生き返らせろっていうのか？」

　しばしの沈黙。

　回線が切れたのかと疑ったとき、社長の声が聞こえた。

『……アルタリアリティなら、なんだってできるよ』

　その一言を最後にボイスチャットは切断された。

　社長の誘い……口調は明るいが、どこか不吉な感じのする声だった。

　それはまるで悪魔の誘いのよう。

　だが、それで美優が生き返るというのなら……軍司は自分と美優のＰＤＳを操作する。

　トロフィーの贈与申請と、受諾。そのやりとりを軍司は一人で行い、アルファトロフィーを自分のＰＤＳへと引き継がせた。

　やがて、社長とは違う、デフォルトの電子音声がメッセージを告げる。

『トロフィーの受け渡しが完了しました』

　この瞬間、軍司はアルファトーナメントに参戦する資格を得たのだ。

　そこはＡＰアルタプレイヤーの頂点を決定する舞台。

　そして、六ろく波は羅ら栄え楠くすが去り際に誘いざなった、今日の決着をつける場所。

　もしかすると、すべては六波羅兄弟の思惑通りに動かされているのかもしれない。

　だとしても、軍司はアルファトーナメントで戦わねばならない。

　自分を守ろうとして犠牲となった、美優を甦よみがえらせるため。

　そして、この胸の痛みの理由……自分に隠された謎なぞの答えを得るために。






　　　　STAGE:4

　　　　「コンフルエンス」






　星せい泉せん学園の朝。

　登校してきた生徒たちの話題は、軍ぐん司じと美み優ゆのことでもちきりであった。

「知ってる？　美優のアルファトロフィーが、別の人のものになったんだって！」

「知ってる、知ってる。しかも、ステージで美優のスカートを脱がしたやつにでしょ？」

　昨日の深夜、アルファトーナメント運営委員会からの告知は、瞬く間にインターネットを介して全世界に知れ渡った。




『アルファトロフィーの所持者が美優から覇は鳥とり軍司に移行。同時に、アルファトーナメントの参戦権も覇鳥軍司に移行したことを、アルファトーナメント運営委員会は正式に認めるものとする』




　シンプルな内容であったが、それだけに多くのＡＰアルタプレイヤーと、トーナメントのファンたちの疑問が大噴出した。

「理事長に指名手配にされたり、美優のトロフィーを継承したり、いったい覇鳥軍司って何者なんだ？」

　最初の告知のあと、なんのコメントも発表しようとしないアルファトーナメント運営委員会のサイトは大炎上。

　軍司のことを知っている人間からの個人情報やら、美優が行方不明になっているといった怪しい噂うわさまで、ネットには様々な情報が飛び交い、もはやどれが真実か誰もわからない。

　そんな混乱のまま、特区は次の朝を迎えたが──さらなる混乱が、いま星泉学園で起きようとしていた。

　噂の張本人。

　覇鳥軍司が、学園の正門に現れたのだ。





　　　　　◆◇◆






　アルファトーナメントに参戦する。

　いや、それだけではなく、美優を甦よみがえらせるためには、トーナメントで優勝をして、社長の言うアルタリアリティにそのことを望まねばならない。

　だが、軍司はＡＰになったばかりで、スキルのこともバトルのことも、なにも知らないのと同然。

　そもそも、トーナメントにおけるバトルは、ＡＰ同士のチーム戦。

　どうしても強い仲間が必要だった。

　美み優ゆを失い、右も左もわからないこの特区でどうすればいいか……そう考えたとき、軍ぐん司じは星せい泉せん学園で出会った、あの天あ衣いと名乗った女の子を思い出した。

　レアな回復スキルを持つＡＰアルタプレイヤーで、しかも、軍司をトーナメントに誘ってきた彼女を仲間にしない手はなかった。

　それにトーナメントのために特区に残るのなら、理事長に自分を追いかけるのをやめてもらうよう話し合う必要もある。うまくすれば、六ろく波は羅ら栄え楠くすについても、理事長からなにか聞けるかもしれない。

　だからこそ、軍司はこの学園に戻ってきたのだ。

「まるで道場破り……いや、学園破りだな」

　正門前に立って、軍司は軽口を叩たたいて不敵に笑おうとしたが、それはどうしても引きつった笑みになってしまう。

　なにしろ、正門の向こう側には、ずらりと学園の生徒たちが立ち並んでいる。

　その中には、一見してＡＰとわかる生徒たちも混ざっている。

　ファンタジーＲＰＧロールプレイングゲームっぽい派手な鎧よろいを着た戦士に、物騒にもアサルトライフルとミサイルランチャーで武装した近未来風の兵士。尻尾しつぽに炎を纏まとわせた真っ赤なトカゲを連れた生徒までいる。ちらほらと留学生っぽい生徒もいるのは、さすがは世界中からＡＰが集まる星泉学園だ。

　わかっていたことだが、彼らはとても軍司を歓迎するといった感じではない。

　ギラギラと殺気立っているものから、不審げに様子を見るものまで、その態度は様々。

　そして、そんな生徒たちの中から一歩前に出て軍司に話しかけてきたのは、改造制服に黒帯をしめた大柄の生徒──特区に連れてこられてすぐ、目を覚ました軍司が学園に迷い出たときに喧けん嘩かをふっかけてきた、格闘ゲーム『ストリートレジェンドⅣ』のＡＰ、辰たつ雄おだった。

「運営委員の告知を見たぞ。おまえ、どうやって美優のアルファトロフィーを手に入れた？」

　それはおそらく、ここにいる生徒たちすべてが聞きたがっていることだろう。

　だが軍司の返答は決まっている。

「答えるつもりはない」

　生徒たちの間にざわめきが起きた。

「それは答えられないような方法で引き継いだってことか。だいたい、いま美優はどこにいるんだ!?」

「もう一度、言うぞ。答えるつもりはないし、おまえらが知る必要もない」




　美優が死んだことを、軍司は隠し通すと決めている。

　昨日、軍司がアルファトロフィーを引き継いだあと、オメガコンプレックスの人間たちがやってきた。

　戦闘の事後処理をするためだそうだが、そのとき、軍ぐん司じは彼らに「美み優ゆが死んだことは秘密にして欲しい」と頼んだのだ。

　栄え楠くすの凶行はとても許せないことだ。

　しかし、たとえ警察に通報したところで、栄楠が世界に認められた「勇者」である限り、罪に問われることはない。栄楠の戦う場は、常に戦場として扱われ、どんな戦闘も勇者として正当な行動だったと処理されてしまう。

　もちろん、美優の死は世間を騒がし、栄楠への批判も爆発するだろう。

　だが、たとえ世論が動いたとして、軍でさえ相手にならない栄楠はどうすることもできない。警察も政府も、下手な言い訳を重ねて、もしかすると死んだ美優に非があるとでっちあげるかも……そんな見苦しい騒ぎを、軍司は見たくはなかった。

　ならば、美優の死を隠して、彼女が生き返ったとき、なにも変わらないままの居い場ば所しよを残しておいてやりたかった。

　無茶な頼みとはわかっていたが、意外なことに、オメガコンプレックスはすんなりと受け入れてくれた。

　美優の死体は、誰の目にもつかない場所へと丁重に運ばれ、安置されている。世界を相手とするオメガコンプレックスならば、そのくらいは造作もないことらしい。

　それどころか、オメガコンプレックスは軍司の宿泊するホテルなど、いろいろ便宜を図ってくれた。それはアルファトロフィー所有者には当然の待遇だそうで、おかげで軍司は一晩じっくりとトーナメントに勝つためにどうすべきかを考えることができたのだった。




「新人のくせに、ずいぶんと強気だな」

　辰たつ雄おは、拳こぶしを握りしめて身構えた。

　そんな挑発を無視して、軍司は正門を通り抜けながら尋ねた。

「それより、回復スキルを持った『ワイハン』のＡＰアルタプレイヤーの子はどこにいる？　俺は彼女に会いに来たんだ」

「天あ衣いさんのことか。おまえがなんの用だ？」

「アルファトーナメントに勝つには、あの子の力が必要なんだ」

「調子に乗るなっ！」

　軍司が正門を抜けて、学園の敷地に入った途と端たん、辰雄は一気に間合いを詰めてきた。

　構えた両手が輝く。

　至近距離から、いきなりの鬼き動どう拳けん。

　以前に軍司にかわされた技だが、ならば相手の間近で撃てば良いということか。

　シンプルながら、効果的な攻撃。

　ただ、軍司は最初からかわすつもりはなかった。目の前で大きくなる光弾から目をそらすことなく、両腕を交差させ、正面からそれを受け止める。

「ぐっ！」

　鉄の塊をぶつけられたような衝撃が襲うが、重心を低くして、空中に吹き飛ばされないように堪こらえる。

　地面に敷き詰められたタイルが砕けて、軍ぐん司じの足がめり込んだ。

　だが、おかげで踏ん張りが効くようになったのは有あり難がたい。

　気を抜けば交差した腕がふりほどかれてしまいそうになるが、歯を食いしばり、じっと堪える。ギシギシと腕の骨が軋きしむようだが、耐えきれない痛みではない。

　やがて、腕にのしかかっていた重みが、ふっと霧散して、光弾も消滅した。

「つぅ[image: ][image: ][image: ]っ！」

　軍司は痛みを堪えながら、視界の隅に浮かぶ半透明の光の玉を確認した。

　前に美み優ゆに教えてもらった、軍司自身のＨＰヒツトポイントの状態を表すモノだ。軍司もまだ慣れていないが、ちょっと意識をすれば、こうやって視界の隅に浮かび上がる。

　ＨＰはこの光の色で確認することができ、無傷の状態では青色をしている。そこから虹にじの色の変化と同じように、緑、黄、オレンジを経て、赤になったらＨＰゼロとなる。

　いまの光の色は、青のままほとんど変化はない。それは鉄製の掲示板を無残に破壊した辰たつ雄おの鬼き動どう拳けんを、軍司はほぼダメージをくらわずにガードできたということ。

　栄え楠くすを殴って、反対に軍司の腕がダメージを受けたとき「望む力が足りない」と言われた。

　いまの自分には、強い望みがある。

　もしも、望むことがＡＰアルタプレイヤーの力となるというのならば……軍司はそれを確かめたくて、あえて鬼道拳を正面から受けたのだった。

「ほうっ、この前とはまるで別人だな。それがおまえの本気か！」

　ところが、そんな軍司を見て、辰雄はむしろ嬉うれしそうな顔をしている。

　格闘ゲームのＡＰだけあって、相手が強いほど燃えるタイプなのだろうか。そんな暑苦しい辰雄に、軍司はややうんざりしていたが──

「のんびりタイマンできると思うなよっ！」

　頭上を黒い影……いや、緑色の影が覆う。

「なっ!?」

　軽自動車くらいの巨大な球体が、突然、軍司の上に落ちてきた。

　とっさに避よけられたものの、その透明な緑色の球体は中庭の敷石を破壊してめり込んでいる。その硬さや重量はかなりのものだ。

「こんなのに潰つぶされたらひとたまりもない……って、えぇっ!?」

　なんと、あれだけやる気満々だった辰雄が、同時に落下してきた別の球体の下敷きとなってあっけなくダウンしていた。

　無差別攻撃──いや、わざと軍司と辰雄の戦いに割り込んで、漁夫の利を狙ねらったのか。

　ここにいるＡＰたちには、軍司を倒したい大きな理由がある。

　それは、軍ぐん司じのＰＤＳからアルファトロフィーを引き継ぐこと。極端な話、トロフィー所持者のＰＤＳさえ奪えば、トロフィーを自分のＰＤＳに移行することができる。

　もっとも、トロフィー所持者はアルファトーナメントに優勝した最強のＡＰアルタプレイヤー。

　そう簡単に奪えるはずはない……が、いまは状況が変わった。

　美み優ゆが相手では無理としても、軍司ならば奪えると考えるＡＰもいるはずだ。

　それは当然だとも思うが、だからといって不意打ちを仕掛けてくるようなやつには腹が立った。

　軍司は右腕を水平に伸ばして、その手に黒い刀を顕現させる。

　昨日から、何度も練習をして、軍司はもうこの刀を自分のモノにしていた。

　そして、さきほど声のしたほうへと目を向ける。

　案の定、両手をオーケストラの指揮者のように動かしている男子生徒を発見した。

「おまえかっ！」

　また、あの球体で攻撃される前にＡＰ本人を叩たたくのが得策と考え、軍司は一気に駆け寄ろうとするが──

「接近戦なら勝てると思ったか。けど、ボクの《ジュエルウォール》は攻守一体さ！」




　ダンッ、ダンッ、ダダダダダダンッ!!




　男子生徒が手を振り下ろした瞬間、軍司の頭上に無数の球体が連続して落下してきた。

「うわっ!?」

　軍司は急ブレーキを掛けて、真横にかわす。

　鼻の先端をかすめて球体が落下。なんとかかわすことはできたが、さらに軍司を追いかけるように、巨大な球体が次々と落下してきた。

　全力疾走で逃げる軍司だが、落下を続ける球体はどんどん迫ってくる。このままでは辰たつ雄おの二の舞だ。

　しかし、いくら速く足を動かしても、いくら強く地を蹴けっても、どうしても超えられない物理的な限界がある。

　踏み出した足が、再び地面に着地する刹せつ那なの間さえ惜しい。

　ほんの一秒が引き延ばされたようにずっと長く感じるのに、身体からだだけが世界に縛られて望みどおりに動いてくれないような感覚。

　もっと早く！

　軍司がそう望んだとき、足元にスミレ色の光が浮かび上がった。

「これは……!?」

　栄え楠くすとの戦いで見た、あのスミレ色のリング。

　軍司は一瞬も迷うことなく、地面ではなくそのリングを踏みしめた。

　その瞬間、軍司を縛っていた物理法則の鎖が引きちぎれた。

　軍ぐん司じの身体からだは、リングによってまるでカタパルトではじき飛ばされたかのように一気に加速。大きく距離を稼ぐと、やがてあの球体の追撃も止まった。

　あのスミレ色のリングの正体も疑問だったが──それよりも、軍司は目の前に現れた巨大な壁に心を奪われた。

　あの球体があり得ないほど絶妙なバランスで積み上がり、軍司と攻撃をしてきたＡＰアルタプレイヤーを守るように立ちはだかっていたのだ。

「こいつ、落ちモノパズルのＡＰか！」

　そのカラフルな壁を見て、軍司は敵のＡＰの正体に気づいた。

　落ちモノパズルとは、連続して画面を落ちてくるパズルブロックの色などを揃そろえて消していくタイプのゲームだ。あの球体は、そのブロック──いわば、ジュエルというわけだ。

　アルファトーナメントに代表される、ＡＰ同士のバトルはプロスポーツのようにテレビやネットで中継されており、そこで活躍するのは、格闘ゲームやＲＰＧロールプレイングゲームといった戦闘がメインのゲームを由来としたスキルの持ち主が多かった。

　反面、パズルゲームなどのＡＰはバトルには向いていないと、軍司は思い込んでいたが……その考えは間違っていたようだ。

　自由自在に落下してくるジュエルの破壊力もさることながら、攻撃がそのまま防御にも使えるという、まさしく攻守一体の恐るべきスキル。

　この《ジュエルウォール》をどのように攻略するか──軍司が向こう側にいるＡＰに気を取られていたとき、いきなり何者かに頭を踏まれた。

「なっ!?」

　そいつは異様な跳躍力で壁を飛び越え、そのまま軍司の頭を蹴けっていったのだ。

「また新しいＡＰかよ……って、なんだ？」

　軍司は戸惑った。首から下が土に埋められたかのように、身体が動かないのだ。

　いまの不意打ちのせいかと思い、軍司は焦ってＨＰヒツトポイントの色を確認するが、なにも変わらない青色のままだ。いまの蹴りからはまったくダメージを受けていない。そもそも、あれは蹴りというより、こちらの頭を踏みつけたといったくらいで──

「いやっ、動けないのは、頭を踏まれたせいか!?」

　不意打ちをしてきたＡＰの姿を見て、軍司はすべてを理解する。

　今度の相手は、一目でＡＰとわかる姿をしていた。派手な赤いシャツに、ブルーのオーバーオール。なにより特徴的なのは、その誇らしげな口ヒゲだ。

「おまえはっ!?」

　その姿は、軍司もよく知る名作アクションゲームに登場する、世界一有名な配管工にそっくり。

　そして、敵キャラを踏みつけ行動不能にさせるのは、そのキャラクターの得意技だった。

「なにもＨＰをゼロにしなくても、こういう戦い方もあるんだぜ？」

　配管工のＡＰは立派な口ヒゲをしごきながら、身動きできない軍司のほうへとゆっくり近づいてくる。

「こらっ、横取りすんな！」

　ジュエルの壁の向こうから、《ジュエルウォール》のＡＰアルタプレイヤーの怒鳴り声が聞こえてくる。

「辰たつ雄おを潰つぶしといて、よく言うよ。壁の向こうに閉とじ籠こもってな」

　配管工のＡＰは鼻で笑うと、軍ぐん司じの懐ふところへと手を伸ばしてきた。

「じゃあ、おまえのＰＤＳを貸してもらおうか」

「くそっ!!」

　いまの軍司には、ＰＤＳに手を伸ばす相手をにらみつけることしかできない。

　こんなところで、もうおしまいなのか？

　焦る軍司の背後から、前にも聞いたことのある、冷ややかな声がした。

「頭を踏みつけるしか能のないＡＰに、アルファトロフィーは過ぎた品だ」

　その声が聞こえたと同時に、軍司の耳のすぐ脇を光弾がかすめ、にじり寄る配管工の胸にヒットした。

「ぎゃっ!?」

　たった一撃で、配管工の頭にＨＰヒツトポイントゼロの表示が浮かぶ。

「どんな高いところから落ちてもノーダメージのくせに、敵からの攻撃には耐性ゼロ──」

　配管工のＡＰが行動不能になったおかげで、身体からだの硬直は解けていたが、軍司はおとなしくその解説を聞き続けた。なぜなら、軍司のすぐ横には、たったいま配管工を倒したサイドワインダーが白銀の機体を輝かせて浮かんでおり、こちらのこめかみに砲門をピタリと向けていたからだ。

「こんなバランスの悪いＡＰに、手も足も出ないとはな……覇は鳥とり軍司」

　生徒たちの人垣がさっと分かれて、そこから声の主──冬ふゆ鹿かが姿を現した。

「どうして俺を助けてくれたんだ？」

「風紀委員として、学園内の騒ぎを収めただけだ」

　サイドワインダーを突きつけたまま、冬鹿はゆっくりと軍司の前に出て、校門前に集まっていた生徒たちに告げる。

「覇鳥軍司の身柄は、理事長の名の下に、この斗と南なみ冬鹿が預かる！」

　堂々とした冬鹿の宣言に、これまでギラギラしていた生徒たちの雰囲気が一変した。

　なにか言いたそうな顔はしているのだが、みんな尻込みするようにモジモジとしている。

　理事長の名前の効果か、それとも冬鹿の実力がそうさせているのか？

　宣言を終えると、冬鹿は生徒たちの反応には興味ないといったふうに、くるりと軍司のほうを向く。

「おとなしく従うか？　それとも、また抵抗する気か？」

　厳しい目つきでにらみつける冬鹿に、軍司は顕現していた刀を消して両手を挙げる。

「いや、おとなしく従うよ」

「……学園に乗り込んできたくせに、今日は、ずいぶんと素直な態度だな」

「ああ、俺も理事長とも話をしたいと思ったからね」

　天あ衣いと会うのを優先させたかったが、アルファトーナメントに参戦するつもりの軍ぐん司じにとって、理事長は話をしておきたい相手であった。

　指名手配のこともあるが、それだけではない。

　美み優ゆのこと、アルファトーナメントのこと、理事長には聞きたいことがたくさんある。

　星せい泉せん学園の理事長、美甘みかも流る音ね。

　軍司はその名前を知っていた。

　なにしろ、彼女は前回のアルファトーナメント優勝チームメンバーの一人。

　美優と一緒にトーナメントで戦った仲間チームメイトなのだから。





　　　　　◆◇◆






　冬ふゆ鹿かに案内されたのは、星泉学園の理事長室。

　ふかふかの絨じゆう毯たんに、重厚感のある大きな執務机。ソファーセットも本革の豪華な造り。

　ただ、せっかくの座り心地の良いクッションに腰を下ろしても、部屋の隅に冬鹿が立って、こちらをずっとにらみつけているのでは、ちっとも落ち着かない。

　その冬鹿によると、理事長が来るまでしばらく待てとのこと。

　手持ち無ぶ沙さ汰たの軍司は、しかたなく部屋の中を見回した。

　きちんと整理整せい頓とんされた、隙すきのない執務机。テーブルに置かれた細身の一いち輪りん挿ざしのたたずまいは、凜りんとして、それでいて清せい楚そ。

　ただ、軍司は壁に飾られた風景画になんとなく違和感を覚える。

　その絵は素朴な額縁に入れられた小品で、私室を飾るのなら十分だが、この理事長室にはちょっと相応ふさわしくない。

　題材は、この星泉学園の姿を遠くからとらえたもので、どこかの高いところから見下ろした風景。いまある近代的な校舎はなく、旧校舎だけが描かれている。

　よく目を凝らして見てみると、その向こうに見える鎌かま倉くらの海岸線にも、特区の象徴であるウォーターフロントがなかった。たぶん、これは特区ができる前──何十年も前の鎌倉を描いたものなのだろう。

「待たせたわね、覇は鳥とり軍司」

「どうも……」

　風景画に見入っていたため、軍司は理事長が部屋に入ってきたことに気づくのが遅れてしまった。あわててソファーから腰を浮かせて会釈をする。

　その人物の服装は、星泉学園の女子制服だったが、スカートは天衣や冬鹿と違ってタイトスカートとなっていた。そのせいで大人びた印象を受ける。

　星泉学園の理事長の美甘流音は、同時にこの学園の高校二年生でもあった。

　几き帳ちよう面めんにまとめられた髪型は、シルバーフレームの細身のメガネに、ゆるくカールをしながら垂たれる前髪が、ちょっとだけかかっている。すっきりと整った顔立ちだが……その隙すきのなさから、他者を寄せ付けない印象を受けた。

　肌の色はとても白く、むしろ青ざめているといったほうがよいくらいだ。表情も肌と同様に温かみが感じられず、やや険しく、目つきは鋭かった。

　この流る音ねと、チームリーダーの美み優ゆ。そして、ロストサードと呼ばれる、いまだ身元不明の三人目──この三人によるトーナメントでの活躍は、全世界に中継されていた。

　美優のアイドル兼ＡＰアルタプレイヤーという派手な経歴もさることながら、この流音も話題に事欠かない人物だ。

　家柄は特区──いや、鎌かま倉くらに代々続く名家の娘。しかも、高い能力が買われて、高校生ながらオメガコンプレックスの重役に名を連ねる才女。その影響力は国内に止とどまらない。

　さらには、アルファトーナメントの優勝者という肩書きまでついて、マスコミにももてはやされた。ただ、流音自身は騒ぎを好まず、取材もほとんど拒否してきたため、その顔と名前は知られていてもどんな人物なのかは謎なぞの部分が多い。

「校門では、天あ衣いに会いたいと言っていたそうだけど？」

　流音がまず尋ねてきたのは、意外にも天衣のことであった。

「ええ、そうです。あんな騒ぎを起こすつもりはなかったんですが」

「アルファトロフィーを継承すれば、注目を浴びるのは当然よ。それが嫌なら、誰かに譲ることね」

「それはできません。だいたい、美優がトロフィーを持っていたときには、こんな騒ぎなんて起きなかったんじゃないですか？」

「実績のある彼女ならともかく、無名の新人ＡＰの手にトロフィーが渡れば、騒ぎになるのは当然のこと。あなたがトロフィーに相応ふさわしい実力の持ち主か……みんなが疑問に思っているわ」

「美優は無理でも、俺が相手ならトロフィーを力尽くで奪えそうだってことですか」

　優勝者のアルファトロフィーが狙ねらわれたなんて話はこれまで聞いたことがなかったので、軍ぐん司じも想定をしていなかったが、校門での騒ぎでそのことは十分に理解した。

　トーナメントに参戦する以前に、軍司はトロフィーを守らねばならないらしい。

　だが、校門に集まっていたＡＰたちを思い出すと、それはかなり困難だろう。さっきのように数で攻められたら、とてもトロフィーを守り切れそうにない。

「あなたのせいでＡＰの生徒たちが浮ついてしまって、正直、迷惑だわ」

「……だったら、俺がトロフィーに相応しいと、みんなに納得させないといけないですね」

「どうやって？」

「例えば、実際にバトルをして、みんなに俺の実力を知ってもらうとか……」

「その相手は誰にするつもりなの？」

「もしも、俺が挑戦をしたら理事長は受けてくれますか？」

「なっ……この無礼者が！」

　いままで離れた扉の前に立っていた冬ふゆ鹿かが軍ぐん司じの言葉に憤ったが、流る音ねは片手をあげてそんな彼女を制する。

「そう簡単に私を倒せると思うの？」

「簡単だとは思ってません。けど、特区のＡＰアルタプレイヤー全員の相手をするよりはマシです」

　軍司にトロフィーを狙ねらうＡＰたちの相手をしている余裕はない。アルファトーナメントに備えて、やるべきことはいくらでもある。

　もちろん流音は強敵であるが、彼女に勝てないようでは六ろく波は羅ら栄え楠くすを倒すことなど到底不可能だろう。

「学園に乗り込んできたかと思ったら、今度は私にバトルの申し込みとはね……」

　これまで軍司は失礼を承知で、わざと挑発的な態度を取っていた。

　流音を怒らせて、バトルを受けさせるという作戦だったのだが……しかし、彼女はそんな軍司に腹を立てる様子もなく、大人の態度を崩さない。

「まったく、あなたらしい」

　ため息交じりに、流音はこちらを見つめる。その表情は軍司を見下しているといったものではなく、扱いに悩んでいるといったものだった。

「……俺のなにを知っているんですか」

　初対面であるはずなのに、やけに訳知り顔をする流音の態度に、軍司は少しいらだった。

「知っているわ。いろいろとね」

　それは意外な返答。そして、その言葉の意味をつかみきれない軍司から視線をそらして、流音は冬鹿に声をかけた。

「冬鹿、ちょっと出ていてくれる？」

「えっ……ですが、流音様」

　冬鹿は意表をつかれたような顔をしてから、軍司をギロッとにらみつける。

「私なら大丈夫だから」

「ご命令とあれば……すぐ外にいますので、なにかございましたらお呼びください」

　冬鹿が渋々と外に出ると、理事長室には軍司と流音の二人きりとなった。

「覇は鳥とり軍司、あなたのことはよく知っているわ」

「えっ？」

「あなたの住所は──」

　流音がなにも資料を見ずに語った、軍司の住所、卒業した中学、進学した高校……それらはすべて正確なものだった。いくらオメガコンプレックスの重役といえど、昨日、今日で調べられるとは思えない細かな情報までつかんでおり、ずっと以前から軍司について調べていたのかと疑いたくなるほどだ。

「そして、入学式のあと六波羅暁あき奈なが乱入した騒ぎに……昨日の夕方、栄楠と美み優ゆが戦ったこと。そして、その場にあなたがいて、六波羅栄楠と接触したのも知っている」

「────!?」

　流る音ねの言葉に軍ぐん司じは声を失った。

「私もオメガコンプレックスの人間よ。特区のことは独自のルートで把握しているわ」

「美み優ゆのことは、秘密に……」

「安心して。いまは美優の死を公表するつもりはない……それにね、私だって、アルファトーナメントを共に戦った仲間を失ったのは悲しいのよ」

　軍司は、目を伏せる流音の顔をじっと見つめる。

　権力とＡＰアルタプレイヤーとしての実力を兼ね備え、さらにはこちらの情報も把握し、指名手配のようなことまでして自分を捕まえようとしていた人物であるが……いま、流音が美優に対して浮かべた哀悼の表情。そこには、一片の偽りもないように思える。

　そして、一緒に美優の死に心を痛めている者として、軍司は彼女のことを少し信用できるような気持ちになっていた。

　軍司はそんな流音に感謝と、そして非礼を詫わびるため、頭を下げた。

「さっきは喧けん嘩かを売るようなことを言って、すみませんでした」

「いいのよ。あんなことがあって、普通でいられない気持ちはよくわかるわ」

　流音の口から、美優の死が語られたことで、軍司は我に返った気分だった。

　大きな秘密を一人で抱えて、アルファトーナメントに優勝することしか考えられず、いままで自分を見失っていた気がする。これまでまわりはすべて敵という気持ちでいた軍司にとって、初めて秘密を共有できる相手に出会えたことは、少しだけ心に余裕を与えてくれた。

「あの……理事長は、美優を助ける方法を知りませんか。彼女を生き返らせることのできるスキルを持ったＡＰとか……」

　それができるのならば、軍司だって、流音を困らせるような騒ぎを起こさずにすむ。

「いないとは断言できない。けど、私が知る限り、そんなＡＰは報告されていないわ」

「そうですか……」

　流音が知らないとなれば、望みは薄いだろう。

　そもそも、人の死を覆せるＡＰが現れたら、もっと世界中が大騒ぎしているはずだ。

「六ろく波は羅ら兄弟が帰国していたことをつかめなかったのは迂う闊かつだったわ……おそらく米軍が協力したのでしょうけど、事前にわかっていれば、あなたと接触する前にもっとできることがあったのに」

「六波羅兄弟は、なぜあんなに俺にこだわるんですか？」

「それはわからない。ただ、あなたという存在が、特区にとって大きな意味を持っていることと関係しているのは間違いないでしょうね」

「俺の……意味？」

「あなたは特区にとっての危険人物。〝災厄〟とさえ言われている。だから美優も、あなたをここから追い出そうとした」

　災厄という言葉に、最初、軍司はピンと来なかった。

「……それって、俺が特区にいると、なにかまずいことが起こるってことですか？」

「そうよ」

　あっさりと流る音ねは肯定する。

「もしかすると、六ろく波は羅ら兄弟の目的は、特区に争いを起こすことなのかもしれない。彼らはいつも戦場を求めているから」

　流音はあごに手を当てて考え込むような顔をしているが、軍ぐん司じにはそもそも前提条件からわからなかった。

「ちょっと待ってください。そもそも、どうして俺が──その〝災厄〟とかだなんてわかるんです？」

「わかるのよ。私は観測者オブザーバーだから」

「観測者……？」

　それは聞き慣れない言葉だった。

「私は、アルタリアリティによって世界が変えられる前のことを覚えている」

「変えられる前？」

「よく聞いて……誰かがアルタリアリティに『世界がこうなるように』と望むと、世界すべてが別のモノに改変アツプデートされてしまう。そのすべてには、人の記憶も、記録も含まれる。人は以前のことを忘れ、歴史は書き換えられ、どんなに奇妙な世界に改変されても、みんなそれが当たり前のことだと思ってしまう」

　世界すべてが改変される──あまりに話のスケールが大きくて、軍司は戸惑ってしまう。

　軍司が想像していたアルタリアリティは、世界を変えるなんて途方もないモノではなく、ＡＰアルタプレイヤーのスキルの強化版のような、すごい奇跡を起こすくらいのモノだと思っていた。

　だいたい、流音の言葉にはおかしなところがある。

「でも、ちょっとまってください。俺たちは、ＡＰの存在や、それを生み出したアルタリアリティのことを、当たり前だなんて思っていないですよ」

「それは、オメガコンプレックスの社長が、ＡＰが適度に不自然な存在となるように世界を変えたから。そもそも、ＡＰなんて超常的な能力や、それを生み出したアルタリアリティなんてものが、珍しい程度で社会に受け入れられていること自体がおかしいのよ」

「…………そうでしょうか」

　軍司はよく考えてみるが、流音の言葉を素直に信じる気にはなれなかった。

　世界は誰もが気づかない間に変えられてしまったのか。

　自分の意識と記憶は、本当に自然なものなのか。

「もし、理事長の言うことが正しければ、そんなの誰にも証明できないことになりますよ」

「そうね。いまの現実リアルと記憶が、まるで別物だなんて証明することは無理ね」

「だったら──」

「証明はできないけど、私が変えられる前の世界を覚えているのは本当のこと」

「どうして理事長だけ、そんな特別な力があるって言うんですか」

　そう言ってから、軍ぐん司じは、流る音ねがこの世界で特別な存在たりえる理由がひとつあることに気づいた。

「もしかして、理事長がアルタリアリティに望んだことって……？」

「そうよ、アルファトーナメントに優勝した私は、世界がアルタリアリティによって改変アツプデートされても、元の世界の記憶を失わないようにと望んだの」

「それが理事長の望み……」

「アルタリアリティの真実を知ったとき、私は大好きなこの街や、思い出のある星せい泉せん学園が知らないうちに変えられていたことに怒りを感じた」

「この学園まで……？」

「昔の面影を残しているのは、旧校舎と旧講堂くらいなもの。それ以外の建物は、みんなアルタリアリティの産物よ。そんな大切な校舎だって、放ほうっておけばどうなっていたことか……あの建物の隅々まで積み重ねられてきた歴史は、一度失われれば、決して取り戻すことはできないというのに」

「じゃあ、もしかして特区も俺たちが気づかないだけで、アルタリアリティに変えられていたりするんですか？」

「ええ、だいぶ違っているわ。きっと、元の世界の特区──いいえ、鎌かま倉くらの姿を見たら、誰もが驚くでしょうね。だから、観測者オブザーバーとなってから、私は与えられていた立場と、手に入れた力を使って、この街を守ることにしたの……このことを話すのは、あなたが初めてよ」

　そう語る流音は、どこか寂しそうだった。

　だが、それも当然かもしれない。もしも、流音の言葉が真実だとすれば、誰もが失われたことすら覚えていない世界の姿を、一人だけ胸に抱えて生きているということだ。

　それはどれだけ孤独なことだろう。

　もちろん、普通なら、世界すべてが変えられたなんて、そんな話を信じたりはしない。

　ただ、いまの軍司には、流音の言葉を信じたい理由がある。

「本当にアルタリアリティはあった……じゃあ、美み優ゆを助けることはできるんですね」

　アルタリアリティなんて、ただの社長のジョーク。または悪ふざけ。なんでも叶かなえるといっても、金銭で片づく望みに限るとか、そんな不安も捨てきれなかった。

　だが、いまの流音の話が本当ならば──アルタリアリティに世界を変えるほどの力があるというのなら、美優を生き返らせることだってできるはず。

「ええ、きっとアルタリアリティなら、美優を甦よみがえらせることだってできる。けど、あなたは、もうアルファトーナメントで優勝したつもりなの？」

「美優は俺を守るために死にました……もしも、美優を助けられる可能性があるというのなら、そこから逃げるつもりはありません」

　だが、軍司の決意に対して、流音の態度もまた頑かたくななものであった。口元を引き締め、厳しい視線を軍司に向ける。

「あなたをアルファトーナメントに引き寄せて、この特区に残らせることが、六ろく波は羅ら栄え楠くすの狙ねらいだとしたら？」

「たぶん、それは間違ってないと思います。どうしてかはわからないけど、あいつは俺をトーナメントに参戦させたがっている」

「あなたは特区に〝災厄〟をもたらす……私は、それを見過ごすことはできない」

「だから、その〝災厄〟っていったいなんなんですか！」

　いったい流る音ねは何を知っているというのか。

　軍ぐん司じは思わず語気が強くなる。

「それを語るには、もっと多くの言葉が必要だわ……」

　そう言うと、流音は辛つらそうに目をぎゅっとつぶり、眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしたんですか……って、地震？」

　突然、理事長室全体がブルブルと震え始めた。それは普通の地震とは違い、振動がとても細かく、エンジンのアイドリングのような種類の揺れだった。

　テーブルの花瓶が倒れ、壁の風景画が斜めにずれるが……やがてもっと大きな変化が起きる。なんと、天井や壁の表面にブロックノイズのような揺らぎが発生したかと思うと、徐々に消えて、その奥の鉄骨やコンクリートの柱がむき出しになっていったのだ。

「なんだこれは!?」

　驚いて流音のほうを振り向くと、彼女自身にも変化が起きていた。髪の色がみるみる白くなり、顔が──いや、全身が青白くなっていく。それは顔色が悪くなるといったレベルを超えて、まるで姿が透けているかのようだった。













　まるで亡霊のような姿となった流る音ねは、テーブルから顔を上げると途切れ途切れに語りかけてきた。

「……観測者オブザーバーとして得た知識は語ってはならない。そんなことをすれば、因果律にほつれをもたらし、私の存在が揺らいでしまう……タイムパラドックスと似たようなもの」

「じゃあ、もしかして俺に喋しやべったせいで？」

　そう語る流音の姿は、まさしく存在が揺らぐという言葉がぴったりだった。いまにもはかなく消えてしまいそうな、陽炎かげろうの中で揺らぐ蜃しん気き楼ろうのよう。

「このままだとスキルの制御が効かなくなる……冬ふゆ鹿かを呼んできて……」

　軍ぐん司じが呼びに行くまでもなく、この異常な振動に気づいたのか、冬鹿が勢いよく飛び込んできた。

「流音様、どうされましたか!?」

「これは──」

　軍司は冬鹿に事情を話そうとするが、あまりに状況がややこしくて、どう説明して良いものか次の言葉が出ない。

　ところが、幸いなことに冬鹿は軍司のことは無視してＰＤＳでどこかに連絡を取ると、すぐに流音の介抱を始めた。

「どいていろ、覇は鳥とり軍司！」

「大丈夫なのか？」

　冬鹿は流音にソファーで楽な姿勢を取らせて、制服の襟元を緩める。

「じろじろと見るんじゃない！」

「ご、ごめん！」

　テキパキと処置をする冬鹿に怒鳴られ、軍司は素直に部屋の隅のほうに身を避よける。

　すると、勢いよく扉が開いて、理事長室に女子生徒が飛び込んできた。

「きみは……」

　意外なことに、それは軍司が探していた回復スキルの持ち主、天あ衣いだった。

「《メディカルライフル》！」

　彼女もこの状況は把握しているらしく、冬鹿になにも聞かずに、スキルによって巨大なライフルを顕現させた。その真白く輝く砲身は、原型は武器でありながら、その姿は聖堂に飾れる祭具のような神々しさを感じさせる。

「天衣様、お願いします」

　冬鹿が見守る中、天衣が真剣な面持ちで流音にライフルを向けると、その砲身にやわらかな輝きが宿った。それは見るだけで心を安らげるような温かな光。

「ヒーリングショット！」

　ライフルから発射されたピンク色の弾たまが、流音の胸に吸い込まれる。

　その温かな輝きは、命中箇所から波紋のように広がり、流る音ねの身体からだへと満たされていく。

　天あ衣いの回復スキルの効果は絶大だった。

　ヒーリングショットの輝きが消えたとき、流音の身体は生気を取り戻したように、元通りとなっていた。

　部屋の異変も収まり、流音は自分の力でソファーから身体を起こす。

「……すまない、もう大丈夫だ」

「俺のせいで無理をさせてしまったんでしたら……謝ります」

「気にしなくていいわ。あなたのせいだけではないから。ただ、私はあなたの疑問にすべては答えられない──それはわかってくれるかしら？」

「はい……」

　観測者オブザーバーである流音は、きっと軍ぐん司じの求める多くの謎なぞを知っているはず。

　だが、あのような流音の姿を見たあとでは、それを問いただすことはとてもできない。軍司はなんとももどかしい思いで、歯がみした。

　そんな軍司の内心を見抜いているように、流音は温和な表情を浮かべて語る。

「あなたも昨日のことで気が立っていたのでしょう。もう少し落ち着いてから、また話し合えないかしら？」

　これまでの軍司の無礼さなど気にしていないという、大人の対応。これで喧けん嘩かを売り続けたら、軍司のほうが馬鹿みたいだ。

「そうですね……確かに、ちょっと焦っていました」

　軍司は非を認めると同時に、自分の行動を少し恥じる。

「学園の生徒たちには、あなたからトロフィーを奪うことについて、しばらく自重するよう説得してみるわ。それで、あなたと話し合う時間くらいは稼げるでしょう」

　アルファトーナメントで優勝することをあきらめるつもりはないが、流音と話をして、軍司は特区やアルタリアリティのことをなにも知らなかったと痛感させられた。もっと自分は、それらのことについて知る必要がある。

「学園に乗り込んできた俺なんかに気を遣ってくれて、感謝します」

「……そう言えば、最初は天衣に会いに来たんだっけ？　私の妹になんの用事なの？」

「それは──って、ちょっと待ってください。妹!?」

「天衣は、私の自慢の妹だけど……なにをそんなに驚いているの？」

　軍司の反応に、流音は怪け訝げんそうな顔をしている。

　まさかトーナメントの仲間になってもらおうとしていた天衣が、出場に反対する流音の妹だったとは……前途多難なこの状況に、軍司がどのように話を切り出すべきか迷う。

　天衣の様子をちらりとうかがうと、遠慮がちに部屋の隅に立ちながら、こちらをじっと見ていた。その眼まな差ざしからして、彼女はまだ軍司とチームを組みたいと思っているよう──それだけが、軍司にとってはプラス材料だ。

　天衣の無言の後押しを得て、軍司は意を決して告白する。

「実は、妹さんに会いに来たのは、一緒にチームを組みたいと思っているからなんですが」

「えっ、何を言ってるの？」

　流る音ねは心底意味がわからないといった顔つきで尋ね直してきた。

「だから、彼女に仲間になってもらって、アルファトーナメントに参戦しようかと──」

「うちの妹がバトルなんてするわけないでしょう？」

　流音のほうは驚くよりも、呆あきれているといった様子だった。そこまで心外そうに否定されてしまうと、軍ぐん司じのほうも思わず反論したくなってしまう。

「でも、誘ってくれたのは、妹さんのほうですよ」

「まさか、なにかの勘違いじゃないかしら」

　そう言って流音は天あ衣いのほうを見るが、肯定するでも、否定するでもなく、ライフルを抱きしめたままそこにじっとしているのみ。

　そんな天衣の態度に、流音もなにか不審なものを感じ取ったようだ。

「どういうことです、天衣？」

　まるで娘を叱しかる母親のような態度。

　一方、天衣は姉に強く問われて、身体からだをぎゅっと小さくさせた。まるで怯おびえる小動物のようで、たったいま二人が姉妹と知ったばかりの軍司でも、流音と天衣の関係はすぐに理解できた。

「すみません、やっぱり俺の勘違いだったのかも」

　自分のせいで天衣が責められているような気がして、たまらず軍司は二人の間に割って入る。アルファトーナメントに参戦したいと言っていた天衣の真意がなんであれ、いまはタイミングが悪いと思ったからだ。

　ところが、これまでじっと黙っていた天衣が、小さいが、それでもはっきりとした口調で言った。




「いいえ……私、アルファトーナメントに出るつもりです」




「なっ…………!?」

　流音は唖あ然ぜんとした表情で、天衣の顔を見つめる。驚きのあまり声も出ないといった様子だ。

「……本当にそれでいいの？」

　軍司は天衣のほうを見つめて、確認する。

　そんなみんなの視線にさらされると、天衣は焦ったように顔をうつむかせ、腕の中のライフルをすがりつくように抱きしめたが……やがて、意を決したように顔を上げた。

「はい、お願いします。私を仲間チームメイトにしてください……」

　その声はやや震えて、最後のほうはかすれてしまっていた。

　ただ、軍司の胸にはしっかりと届いていた。なぜなら、それが彼女なりの最大の勇気を振り絞った言葉だと伝わってきたからだ。

　流る音ねの機嫌を気にして、嘘うそでこの場を収めようとした自分が恥ずかしい。

　自分がしようとしたことは、天あ衣いの勇気を台無しにすることだ。

　そんな天衣に、軍ぐん司じも流音の前ではっきりと自分の意志を告げた。

「さっきはごめん。本当は、俺もそれを伝えに学園に来たんだ。こっちからお願いするよ──俺の仲間になってくれないか」

「…………！」

　天衣は驚いたように目を見開いたあと、顔を赤らめてうつむいてしまった。ただ、その嬉うれしそうな口元からして、軍司の申し出を快く受け入れてくれたことは間違いないようだ。

　ただ、もっと大きな問題が残されている。

「なっ、なっ、なにを言い出すのです、天衣。アルファトーナメントに参戦するなんて……私は絶対に許しませんよ！」

　さっきまでの理事長らしい冷静な態度からは想像できない豹ひよう変へんっぷりだった。もしかして、流音はかなりのシスコンなのかも。

「天衣、なにかわけがあるの？」

「それは……」

　少しだけ冷静さを取り戻した流音は、今度は諭すように尋ねるが、天衣は口ごもってしまう。

　姉には言えないような理由があるのだろうか……事情はわからないが、ただ、そこに天衣なりの強い決意があることは、軍司にも感じ取れた。そうでなければ、この流音に反抗することはしないだろう。

　天衣が黙り込んでしまうと、流音はその矛先を軍司のほうに向けてきた。

「…………これはあなたの策略ですか？」

「策略……って」

「私の妹を籠ろう絡らくするとは、やはりあなたは危険人物です」

「ご、誤解しないでくれ！」

　しかし、流音は聞く耳を持たなかった。

「覇は鳥とり軍司──さきほどのあなたからのバトルの挑戦、受けて立ちましょう。ただし、こちらが勝ったなら、美み優ゆのチームメイトとして私がアルファトロフィーを継承します」

　トロフィーを奪われれば、軍司はトーナメントへの参戦は困難となり、この特区にいる意味を失ってしまう。それは栄え楠くすの思惑を邪魔しようとする流音にとっては望ましいこと。

　だが、これは軍司にとってチャンスとも言える。

「では、俺が勝ったらトーナメントへの参戦を認めるということでいいんですね？」

「そのときは、オメガコンプレックスの役員として、そして、星せい泉せん学園の理事長として、あなたをバックアップしてあげます」

「本当ですね」

「ええ、美甘みかもの家名に誓って」

　流る音ねは宣誓するように右手を軽く挙げる。

　すると、これまで二人のやりとりを黙って聞いていた天あ衣いが、突然、軍ぐん司じの袖そでを引っ張ってきた。

「……ん？」

「そのバトル、私も一緒に……戦わせてもらえませんか」

　なぜ、わざわざ姉とバトルをしようとするのか──天衣の真意はわからない。

　ただ、そう訴えてくる天衣の真剣な眼まな差ざしには、彼女がトーナメントに参戦したがる理由と、すべてが根底でひとつにつながっていると察せられた。

　ならば、軍司も拒絶するつもりはない。

　一方、流音のほうは何か言いたげな顔で天衣をにらんでいたが、やがて「ふうっ」と短くため息をついてうなずいた。

「……いいでしょう。あなたのような大人しい子は、バトルなんて無理だとわからせてあげます。このバトル、二対二のチーム戦としましょう。冬ふゆ鹿か、一緒に戦ってくれますか？」

「戯れの戦いは望みませぬが、天衣様のためならば」

「頼りにしています」

　流音は冬鹿の言葉に小さくうなずくと、軍司のほうを見据える。

「どうしますか、覇は鳥とり軍司？」

　妙な成り行きだったが、このバトルに勝利すれば、学園を取り仕切る流音のお墨付きがもらえ、しかも、当初の目的であるレアスキルを持つ天衣と仲間チームメイトとなることもできる。

　軍司にとっては願ってもない、一石二鳥の大勝負。

　アルファトーナメントへの最初の一歩を踏み出すには、絶対に必要なバトルだ。

　当然、その答えは決まっている。




「そのバトル、絶対に勝ってみせます！」






　　　　STAGE:5

　　　　「バトルフィールド」






　理事長との対面のあと、軍ぐん司じは特区の中心地であるウォーターフロントにある、商業ビルの最上階にある開放的な造りの小こ洒落じやれたカフェに来ていた。

　ところが、この店を自分から指定しておいて、天あ衣いはなぜか緊張した顔をしている。

「お、お姉様以外のかたと、こういうお店に来るのは初めてで……」

「だったら、よく行く店でも良かったのに」

　眼がん下かには海が広がっており、景色は良いのだが、このカフェに高校生二人というのは場違いな感じもする。

「す、すみません……でも、ここを選んだのにはわけがあるんです」

　天衣は少し緊張した顔で、軍司と向かいの席についた。

「どういうこと？」

「まだ、ちょっと時間がありますので……まずは、なにか注文しましょうか？」

　メニューを手に取った天衣は、見つめたまましばらく硬直している。

「どうしたの？」

「いろいろとあって……どうやって選べば良いのでしょう」

「好きなのを選べばいいんじゃないの？」

「いつもはお姉様が選んでくださるので……実は、こういうのは慣れていなくて」

　理事長室での流る音ねの態度を見て、薄々は気づいていたが、だいぶ過保護な姉らしい。

「だったら、コーヒーにする？」

「………………できたら、苦いのはちょっと」

　天衣はとても申し訳なさそうに小声で言った。

「じゃあ、ココアは？」

「そ、それでお願いします……」

　そのまま床にめり込んでしまうのではないかというほどの勢いで、天衣はうつむいてしまう。もちろん、軍司が天衣と一緒にここに来たのは決してデートというわけではない。

「それで、バトルのレクチャーだけど」

「はっ、はい、そうでした……」

　バトルとは──ＡＰアルタプレイヤー同士の試合のことを指す、曖あい昧まいな言葉だ。モータースポーツにおける「レース」という言葉と同じようなもので、バトルごとにレギュレーションが細かく異なり、ＡＰになりたての軍司にはまだわかっていない部分が多い。

「えっ、えーと、今回のバトルは、アルファトーナメントのルールとほとんど同じとするそうです。ただ、トーナメントは三対三のチーム戦ですが、今回は二対二。相手チーム全員のＨＰヒツトポイントをゼロにするか、リタイアさせれば勝利というのに変わりはありません」

　天あ衣いは少しだけ顔を上げて、軍ぐん司じのほうを上目遣いで見ながら説明してくれる。

「フィールドは星せい泉せん学園内すべてか……」

「どんな場所でバトルをするかで、有利不利が決まってしまいますので、そこは第三者に公平に決めてもらいました。アルファトーナメントでも、バトルの行われるフィールドは、グラウンドだったり、市街地とか、森林とか……トーナメント運営委員会が趣向を凝らした場所が指定されていますよね」

　オメガコンプレックスがスポンサーをしているだけあり、トーナメントでは特区内の施設は使いたい放題で、新築の高層ビルすべてがフィールドに指定されたバトルもあったくらいだ。

　どんなフィールドでも無数に設置された中継カメラによって、臨場感たっぷりの映像がテレビやネットで全世界に放送されるが、トーナメントが開催される特区にまで足を運んで、生のバトルを観戦するファンも多い。

「試合時間は無制限なんだっけ？」

「そうですね。ただ、バトルに使っていいフィールドは試合時間が過ぎるにつれてだんだんと狭められていくので、ずっと隠れていようとしても駄目ですよ。遠くから攻撃するのが得意なＡＰアルタプレイヤーなら、フィールドが狭くなる前に相手をやっつけたいでしょうね」

　だんだんと天衣の口調が熱を帯びてきた。

　アルファトーナメントに参戦したいというだけあって、バトルにはかなり詳しいようだが、大人しそうな天衣がこんなに喋しやべるとは、ちょっと意外だった。

「すると、ＦＰＳフアーストパーソンシユーテイングゲーム系で狙そ撃げきが得意なＡＰが、ずっとどこかに隠れて、一撃必殺を狙ねらい続けるのは難しいということか」

「作戦としては悪くないかもしれませんが、相手のスキル次第かと思います。バトルの行方は、スキルの相性で決まるとも言われてますし」

「スキルの相性か……」

　軍司は、学園内の乱闘で、頭を踏みつけられただけで動けなくなったことを思い出す。

　だが、そんな軍司をピンチに陥らせた配管工のＡＰも、防御する力は皆無で、冬ふゆ鹿かのサイドワインダーの一撃でもろくも倒されてしまった。一方、軍司はサイドワインダーの攻撃が命中しても、ＨＰヒツトポイントがゼロになるほどのダメージは受けない。

　パズルゲームのＡＰが、格闘ゲームのＡＰである辰たつ雄おを倒したように、互いの相性によっては何が起きるかわからないというのが、ＡＰ同士の戦いなのだろう。

「お姉様と冬鹿ちゃんがどんなスキルのＡＰなのかわかっているのは……こちらにとって有利だと思います。覇は鳥とりさんのスキルをお姉様たちは、まだ知らないんですよね？」

「う、うん……まだ、理事長たちにはスキルを見せてないから」

　頬ほおを紅潮させ目を輝かせながらバトルについて語る天衣に、軍司は歯切れの悪い返事をする。

「それで、覇鳥さんのスキルはどんなものなのか……差さし支つかえなければ、教えていただけませんか？」

　天あ衣いは期待に満ちた目でこちらを見ているが、軍ぐん司じはやや気後れしながら自身のスキルの説明を始めた。

「俺のスキルだけど……えーと、このカフェのトイレは右の奥。厨ちゆう房ぼうは右手前にあって、その奥には非常口があるけど、いまは鍵かぎがかかってるな」

「あれっ、この店、来たことがあるんですか？」

「いや、これが俺のスキル。《フィールドコントロール》なんだ」

　そう言って、軍司はＰＤＳを取り出して《フィールドコントロール》のアプリを起動させた。

　ＰＤＳの画面には、この喫茶店の詳細な地図が映し出されているが、それだけではない。店内の店員や客の位置もアイコンとして地図上に表示され、リアルタイムでわかるようになっている。ちょうど、いま会計を済ませようと立ち上がった客のアイコンが、画面の地図上でも移動していた。

「別にこの画面を見なくても、意識すれば頭の中に地図が浮かんでくるんだけどね。わかるのは、だいたい半径百メートルくらいってところかな」

　軍司のスキルの由来となった歴史シミュレーションゲームの『信長の栄光』では、初めて攻め入った敵軍の土地でも詳細な地図が表示され、どこに城があり、どこに自分の部隊がいるのか一目でわかる。このスキルは、それを現実リアルにまで拡張させたものだったが……これまで出会ったＡＰアルタプレイヤーのスキルに比べると、我ながら地味なスキルだ。

　ただ、天衣のほうは興味津々の表情で、軍司のＰＤＳを見つめている。

「なるほど……では、この横のウィンドウにある『美み優ゆ』という表示は？」

「たぶん、これは仲間のステータス表示だと思う」

　プレイヤーがたくさんの武将を指揮しながら全国統一をする『信長の栄光』では、配下がどんな能力を持っているかを把握して、適材適所に配置していくのが基本中の基本だ。

「《フィールドコントロール》では、地図以外にも仲間の位置や状態ステータスも把握できるみたいなんだけど──」

「本当に美優さんと仲間なんですね。この前のコンサートのとき、私も美優さんに仲間にしてくださいとお願いしたくて、特別に舞台袖そでにいさせてもらっていたんですが……」

「だから、俺がステージで吹き飛ばされたとき、すぐに助けに来てくれたのか」

　あのとき天使と勘違いをした天衣と、いまこうしてバトルの打ち合わせをしているのはなんだか不思議な気分だった。

「ところで、字の色が灰色っぽいですが、これはどうしてですか？」

　軍司のＰＤＳに表示されている美優の名前は、やや見づらい暗い色をしていた。

「……いま美優は遠くに行ってるから、圏外って意味じゃないかな」

　軍司は、天衣の口から美優の名が出ても無表情で受け流し、表示の意味についてもなんでもないことのように説明したが、それは心の痛みを押し殺して平静を装う演技。

　この灰色の表示の本当の意味は──仲間の死亡。

　だが、軍ぐん司じは美み優ゆの死を隠し続けねばならない。それは、彼女になにも変わらないままの居い場ば所しよを残しておくために必要なこと。

「ちょっと地味なスキルだろ？」

「いいえ、相手の位置を知るのはバトルではとても有利だと思います……けど」

「……けど？」

「なんだか、これってシミュレーション系のスキルみたいですね」

「みたいじゃなくて、そうなんだよ。俺は『信長の栄光』のＡＰアルタプレイヤーだから」

「えっ!?　覇は鳥とりさんはアクション系のＡＰだって思ってたんですが……」

　天あ衣いは大きく目を見開いて驚いた顔をする。

「どうして？」

「今朝、校門前での喧けん嘩か……実は、私も校舎の二階から見ていたのですが、《ジュエルウォール》から逃げるときの動きから、てっきり強化タイプブーストのＡＰだとばっかり……」

　バトルに参戦するＡＰの能力をわかりやすく説明するため、強化タイプ、操作タイプコントロール、改変タイプアルタネイトと、大きく三つに分類をすることがある。

　軍司もアルファトーナメントの中継を観戦しているとき、よく解説者がそう言っているのを聞いたことがある。

「強化タイプ……っていうと、やっぱり格闘ゲームのＡＰみたいな？」

　軍司は『ストリートレジェンドⅣ』のＡＰ、辰たつ雄おのことを思い出した。

「そうです。ＡＰになるとみんな身体能力が少しだけ高くなりますよね」

「ああ、俺もＡＰになったばかりのときは驚いたな」

「でも、強化タイプのＡＰはそれとは比べものにならないくらいに強くなります。普通のＡＰでも一流のスポーツ選手並みですが、強化タイプは人間の限界なんて軽く超えてしまいます」

「素手で鉄骨曲げたりとか？」

「そのくらいは当たり前かと。質量とエネルギーの関係とか、筋力が強化されているだけでは説明がつかないらしいそうですが……難しい話は苦手で……」

　天衣が困り顔をしているので、軍司は先をうながす。

「じゃあ、ついでに操作タイプとかのことも教えてくれる？」

　これまでなんとなくＡＰには三つのタイプがあるくらいにしか理解していなかったので、こうして改めて天衣に説明をしてもらえるのは有あり難がたかった。

「操作タイプは、冬ふゆ鹿かちゃんのサイドワインダーのようなＮＰＣを使うＡＰです。ＡＰ自身はさっき言ったようにスポーツ選手くらいにしか強化されませんが、その代わり、強力なＮＰＣを自在にコントロールできます」

「操作タイプは目立つやつを連れてるからすぐわかるな」

　このタイプのＡＰといえば、大人気ゲーム『ポータブルモンスター』などのモンスターを操るＡＰアルタプレイヤーが定番だ。昨日、学園の校門にも尻尾しつぽに炎を燃やしたトカゲのモンスターを連れたＡＰがいたのを思い出す。

「最後は、改変タイプアルタネイト。ちょっと説明しづらいのですが、美み優ゆさんのように世界そのものを自在に変えてしまうスキルのＡＰです」

「美優って、強化タイプブーストじゃないんだ？」

「強化タイプはＡＰ自身の筋力や頑丈さが増加しますが、美優さんの場合、自分ではなく世界のほうを変えているんです。自分が速く動けるように重力や空気抵抗を調整したり、敵の攻撃を無害なものに変質させたりと、世界を望むものにしてしまう万能なスキルなんです。美優さんが強いわけですね」

　軍ぐん司じは栄え楠くすとの戦いで見せた、美優の勇姿を思い浮かべる。

　だが、そんな美優でも栄楠にはかなわなかったのだ。

「ただ、美優さんも無条件に強いわけではなく、観客の応援でテンションが上がらないと、本気が出せないって制限があるみたいですね。ＡＰの能力は、本人の精神状態にも大きく左右されますから。美優さんは《フィジカルフィーバー》をバトルにも応用してますけど、本当はコンサートを盛り上げるほうが向いているスキルなんじゃないかなって、私は思ってます」

「強化タイプ、操作タイプコントロール、改変タイプ……これで三種類か。ありがとう、だいたいわかったよ」

「わっ、私、うまく説明できてましたか？」

「うん、わかりやすかった」

「そうでしたか？　よかった……」

　胸に手を当てて、天あ衣いはほっとした顔をしている。

「ＡＰやバトルのこと、詳しいんだね」

「お姉様がトーナメントに参戦すると知ったとき、いろいろ勉強したんです。でも、いまでは普通にバトルが好きになってしまって。こんなにバトルのことをお話しできたのは、今日が初めてです」

　まるで軽い運動をしたかのように、天衣は顔をほてらせている。

「だったら、俺のタイプはなんだと思うかも教えてくれないかな？」

「《ジュエルウォール》をかわすときの素早い動きを見て、てっきり脚力を増加させた強化タイプだと思ったのですが……地形や仲間のステータスを把握するスキルということは、外界をデータ化して受信できるという解釈で、改変タイプなのでしょうか？」

「なんか、すっきりしない顔だけど？」

「その《フィールドコントロール》では、あの素早さの説明がつかないと思うんです。あのとき、なにか紫色っぽいリングのようなものが出てませんでしたか？」

「そう言えば……」

　栄楠との戦いのときに、力尽きた腕を支えるように現れたリング。

　そして、天あ衣いのいう《ジュエルウォール》を破るとき、足元に現れて軍ぐん司じを加速させてくれたリング。

　だが、軍司自身、あのリングがどういうものなのかわからない。《フィールドコントロール》については、美み優ゆと別れてもなお彼女の気配を感じたとき、自分のスキルの意味をすんなりと理解できたのだが、あのリングについては、まるで自分の力ではない……そんな妙な違和感さえあった。

「じゃあさ、別のゲームのスキルってことはないのかな？」

「いえ、ＡＰアルタプレイヤーのスキルはひとつだけ。これはＡＰの大原則です。二つもスキルを持っているＡＰなんて聞いたことはありません」

　天衣にしてはきっぱりと否定してきた。ということは、これは絶対の原則なのだろう。

「そうか……でも、あれがよくわからない力だとしても、戦力としては使えると思う」

「……おっしゃるとおりかと。あの素早さをうまく活いかせれば、冬ふゆ鹿かちゃんのサイドワインダーだってとらえられるかも知れません」

「そうだな……とにかく、冬鹿のアレをなんとかしないと」

　機動力と攻撃力を兼ね備えた冬鹿のサイドワインダーは、かなりの強敵だ。

「お姉様のチームは、冬鹿ちゃんがアタッカーとなるのは確実ですから──」

　攻撃主体のＡＰがアタッカーとして前線に立ち、援護に使えるスキルを持つＡＰがサポーターとして後方支援をするという役割分担は、トーナメントでもよく見られる戦術だ。

「こちらはスピードのある覇は鳥とりさんが、前線でアタッカー。回復のできる私が、後方でサポーターを務めるのが良いかと」

　後方支援の中でも、回復スキルは汎はん用よう性が高く一番有あり難がたいかもしれない。流る音ねたちのチームには回復スキルがないので、これは大きなアドバンテージだ。

「そうだ、いまのうちにきみの《メディカルライフル》の性能について教えてくれる？」

「はい、あれは『ワイハン』の射撃武器に由来したもので、攻撃用のノーマルショットと、回復用のヒーリングショットの二種類があります」

「きみが『ワイルドハンター』をやっているなんてちょっと意外だな。あれって結構難しいよね」

「あのゲームは通信協力プレイが楽しいのでハマッてました。以前、私とよくパーティーを組んで遊んでくれた人がいたんです。そのときから、ずっとサポートキャラが好きで……そのせいなのか、ノーマルショットの攻撃力は豆鉄砲みたいなものです。それに、狙そ撃げきも苦手なので……私でお役に立てるのはヒーリングショットだけだと思います。これは一度使えば、ＡＰのＨＰヒツトポイントだけでなく、体調やスタミナも大幅に回復させます……が」

「……が？」

「あれは一日に二度しか撃てなくて……このことはお姉様たちも知っていることです」

「一日、二発か……強力なスキルだけに、回数制限があるんだな」

　これは思ったよりも大きな制約だった。しかし、回数制限があるとしても、十分に強力なスキルであることは間違いない。

「あと、私は攻撃されるともろいので、覇は鳥とりさんにはアタッカーとして危険な役目を押しつけてしまうことになるかと……すみません」

「俺が前線に立つのは、もちろん構わないんだけど……」

　軍ぐん司じ自身、サイドワインダーの攻撃を受けても、一撃では倒されない頑丈さは前線で活いかすべきだと思っている。天あ衣いの提案は、確かに有効な戦術……だがそれだけに、当然、流る音ねたちもそんな役割分担を予想しているだろう。そのことが少し頭に引っかかる。

「空を飛ぶ戦闘機と外で戦うのは避けたいから、なんとか校舎内に引っ張り込みたいな。入り組んだ建物でも、こっちは《フィールドコントロール》で相手の位置を把握できるから、待ち伏せとか、奇襲もしやすいと思うし」

「……でも、お姉様の《ザ・メイアー》が相手では、その作戦は難しいかと思います」

　軍司の作戦に、天衣は言いづらそうに反論する。

「前のトーナメントの中継では、理事長の《ザ・メイアー》は美み優ゆのステージを作ることしかしてなかったようだけど……？」

　前回のアルファトーナメントのバトル。美優とチームを組んだ流音の姿は、軍司もテレビ中継で観戦していた。

　美優と、もう一人のチームメイトは前衛のアタッカー。そして、流音は後方で美優のサポートに徹していたはず。

　流音のスキルの名は《ザ・メイアー》といい、フィールドを自在に変化させることのできる、天衣の言うところの改変タイプアルタネイトのＡＰアルタプレイヤー。

　どのようなバトルのフィールドが指定されようとも、流音のスキルによってそこは舞台装置の揃そろったコンサートステージに改変アツプデートされてしまう。そして、流音の用意したステージに立った美優は、最高のパフォーマンスを披露し、スタンドの観客たちを魅了するのだ。

　観客の声援を受ければ受けるほど、美優の《フィジカルフィーバー》は強くなっていく。

　この二人のスキルの組み合わせが最強コンボとして見事にハマり、美優のチームは前回のトーナメントで優勝したのだった。

「実は、そんなお姉様の《ザ・メイアー》を知ってもらうために、この店を選んだんです」

「そう言えば、そんなことを──」

「……あっ、そろそろ時間です。ウォーターフロントのあそこ、なにも建物のないひらけたところがわかりますか？」

　天衣はカフェの大きな窓の外──眼がん下かに広がるウォーターフロントを指さした。

「あそこは……！」

　軍司は頭からさっと血の気が失うせるのが自分でもわかった。

　天衣の指し示したのは、昨日、美優と栄え楠くすの戦いがあった場所だった。

　いまは工事用の幕が張られて、中が見えないようにされているが、このカフェはビルの最上階にあるため、その様子を上から見下ろすことができる。

　地面であるメガフロートが大きく歪ゆがんで、何本もの鉄骨が立ち枯れた木のように並び、昨日の激戦の被害がそのまま残されていた。

「お姉様のお仕事の話を、ちょっとだけ立ち聞きしてしまったのですが、あのあたりで事故があったそうで、急いで《ザ・メイアー》を使うことになったようなのです」

「だったら、もっと近くで見たほうがいいんじゃないか？」

「いいえ……ここからのほうが、その力がよくわかると思います」

　その天あ衣いの言葉が正しいことは、眼がん下かで流る音ねの《ザ・メイアー》が使用された途と端たん、すぐに納得した。

　広大なメガフロートのあちこちに、鉄骨やコンクリートのブロックらしき資材がわき出すように現れたかと思うと、工事現場の様子を早送りで見ているかのように、めまぐるしく組み上げられていった。

　あっという間に、あれほど無残に破壊されたメガフロートは、元通りのなにもない空き地の姿に戻ったが、それで止とどまらない。

　さらに、その上に建物が次々と築かれていったのだ。

　中心となるのは、高さはビルの三階建てくらいだが、横の面積が広いショッピングモールのような建物。それを取り囲むように小ぶりの建物ができて、小さな街がひとつ生み出されていくかのよう。

　建物自体は飾り気のないシンプルな外見だったが、それが完成するまでの時間は、おそらく五分もかからなかっただろう。

　それは、とても現実リアルの光景とは思えない。

　奇跡を目撃したかのような、畏い怖ふさえ感じさせるものであった。

「あれが理事長の《ザ・メイアー》なのか！」

　天衣が見せたかった光景に、軍ぐん司じは息を呑のんだ。

「お姉様は経営シミュレーションゲーム『シムシビリアン』のＡＰアルタプレイヤーです。《ザ・メイアー》は街を造るスキル。トーナメントで美み優ゆさんのステージを造り出したのは、力のほんの一部でしかありません」

「あれをたった一人で……」

「もしも、校舎内に誘い込んでも、《ザ・メイアー》で建物の間取りをサイドワインダーが戦いやすいように変えられてしまうでしょう」

「こっちが地の利を活いかそうと思っても、向こうは地そのものを変えてしまうのか……なんて、無茶なスキルだ」

「こんな大きな力を持つＡＰは、世界に何人もいないと思います。それに《ザ・メイアー》があんなふうに大規模に使われることは滅多にないことです。たぶん、オメガコンプレックスには特別な事情があったのでしょう」

「事情か……」

　オメガコンプレックスは、栄え楠くすと美優の戦いの証拠隠滅をしようとしているのだろうか。六ろく波は羅ら栄え楠くすというＡＰアルタプレイヤーの政治的意味はとても複雑であり、高校生の軍ぐん司じには容易に理解できるものではない。

「……でも、あれほどの力を使えば、お姉様への負担は大きなものとなるはず」

　新たに生まれた街を見る天あ衣いの表情は、暗く陰っている。それはまるで、流る音ねが《ザ・メイアー》を使ったことを憂いているかのようだった。

「ＡＰの中でも改変タイプアルタネイトは、いまご覧になったとおり凄すごい力を発揮できる人がいます……でも、大きな力を使えば、代わりに本人も消耗してしまいます。それは目に見えない心のスタミナのようなもので、ＨＰヒツトポイントのようにわかりやすく表示されません。普通の人が健康に気をつけるように、本人が注意するしかないんです」

「ＨＰ以外にも、ＡＰにはそんな要素があったんだ」

「強化タイプブーストは自分自身だけを強化するため負担も少なく、たいていの人は日常的にスキルを使えます。操作タイプコントロールの場合、ＡＰの負担が限界に達すれば、まずＮＰＣに異常が起きるので、自分へ危険が及ぶことはあまりありません。ですが、改変タイプはまわりの世界を変えた代償を、直接、自分に受けてしまうんです」

「大き過ぎる力は反動も強いってことか」

「私がヒーリングショットを二度しか使えないのも、同じ理由ですが……お姉様の《ザ・メイアー》はとりわけ強過ぎるのです」

「じゃあ、理事長にスキルを何度も使わせれば……」

　目の当たりにした《ザ・メイアー》の攻略法をさっそく思案するが、この作戦はかなり厳しそうだった。機動力に勝るサイドワインダーを相手に、持久戦は難しいだろう。

「そうじゃなければ、《ザ・メイアー》でも変えられない建物とかがあればな。苦手な材質とか、オメガコンプレックスに禁じられているとか、そんな理事長の弱点はないの？」

「《ザ・メイアー》で変えたくない建物なら……あるかもです……」

「本当に!?」

　じっと作戦を練っていた軍司は、天衣の思わぬ言葉にばっと顔を上げた。

　ところが、たったいま流音の攻略のヒントを口にした天衣は、さっき見せた暗い表情のままだった。

「もしかして、理事長のことを気にしてる？」

「《ザ・メイアー》を使い終わっても、まだ連絡が来ないということは……おそらく、昨日のようなことにはならなかったと思うのですが。すみません、大切な作戦会議なのに集中していなくて」

　勝つことばかりを考えていた自分に、軍司は少し反省する。

　瞬く間に街を生み出してしまう《ザ・メイアー》による負担がどれだけのものか──軍司も、理事長室で流音の身体からだが消えかかったのを目の当たりにしていた。

《ザ・メイアー》という強過ぎるスキルを持ち、さらには、世界の観測者オブザーバーであること──この二つの大きな負担が、流音の身にのしかかっているのだろう。

　そんな流る音ねを見つめ続けてきた天あ衣いが、心配をする気持ちは理解できる。

「でも、理事長のことは《メディカルライフル》で回復してあげているんだろう？」

　落ち込む天衣を励まそうとするが、彼女は弱々しく首を左右に振った。

「《メディカルライフル》の回復は、ほんの一時しのぎにしかなりません……このまま無理を続ければどうなるか。私は心配でならないんです」

　天衣は、ずっと前にテーブルに運ばれていたココアのカップを両手で持つ。

　だが、その手はかすかに震えており、そのカップを口に運ぶことはしなかった。

「理事長はどうしてそんな無理をしてまで……って、オメガコンプレックスの重役になるには、そのくらいの努力が必要なのかな」

「いいえ、たぶん、お姉様があのように無理をしているのは、オメガコンプレックスのためなんかではないと思います」

「じゃあ、なんで……？」

　天衣は顔をうつむかせ、大きく首を横に振った。

「お姉様は私になにも話してはくれません。きっと、それは私が頼りないから……私が弱いから……」

　軍ぐん司じはずっと疑問に思っていた。

　なぜ、天衣のような大人しそうな子が自分のような見知らぬ男を強引に誘ってまで、アルファトーナメントのバトルに参戦をしたがっているのか？

　だが、いまの天衣の言葉で、ようやくその答えがわかった気がした。

「もしかして、アルファトーナメントに参戦したいのは、それが理由？」

「…………はい」

　しばらくの沈黙のあとで、天衣はこくりとうなずいた。

「私がアルファトーナメントでも勝ち進めるような……お姉様にも負けないくらい強い妹だとわかってもらえれば、きっと、もっとたくさんのことを打ち明けてくれると思うのです。私は、お姉様が頼ってくれるような妹になりたくて……」

　うつむきながら、天衣は絞り出すように自分の気持ちを吐露していく。

　ただ、そんな天衣の表情を見て、軍司は不思議に思った。

「どうして、そんなに辛つらそうに言うんだよ。立派なことじゃないか」

「だって……私の都合に、覇は鳥とりさんを巻き込んでしまったから……」

　その言葉に、軍司は胸をつかれたような気がした。

「まるで、トーナメントに参戦するために、覇鳥さんを利用しているみたいで……だから、ごめんなさい」

　天衣はずっとうつむいたままだった。

　だが、本当に顔を上げられないのは、軍司のほうだ。

　自分も美み優ゆを甦よみがえらせるという目的のため、トーナメントで優勝するのに必要な仲間として、天衣を利用しようとしている。しかも、天衣のように真実を語るわけでもなく、その目的を秘密にしたままで……

「そんなこと気にしないでくれ」

「でも……」

「俺にはアルファトーナメントで優勝しないとならないわけがある。そして、勝ち進むにはきみが必要なんだ。だから、きみも俺を利用でもなんでも好きにしていい」

　すると、天あ衣いがようやく顔を上げてくれた。少しだけ涙ぐんだ目をしていたが、頬ほおは赤く、口元にははにかむような笑みを浮かべている。

「ありがとうございます。覇は鳥とりさんって、優しいんですね……」

　軍ぐん司じは自覚している。こんなものは、自身の罪悪感をぬぐうための方便でしかない。

　このとき救われたのは、天衣ではなく、自分のほうだ。

　それなのに天衣はその言葉を励ましと受け止め、笑みさえ浮かべてくれている。

「もう、この話はおしまいにしよう。俺たち二人は対等の関係なんだから」

　胸の痛みを堪こらえ、天衣に合わせて、軍司は無理をして笑って見せた。

「あの……優しさに甘えるようで申し訳ないのですが……ひとつお願いがあるんです……」

「なに？」

　さっきの「なんでも利用してくれ」という軍司の言葉に偽りはない。天衣と対等であろうとするなら、そのくらいのことをして当たり前だ。

「……私、覇鳥さんのことを、下の名前で呼んでもよろしいですか？」

「下の名前……って、軍司ってこと」

「はい……」

　天衣は頬を赤らめてはいるが、やけに真面目まじめな顔をしてこちらをじっと見つめていた。ふざけているとか、からかっているとか、そういった雰囲気ではない。

「そりゃ、もちろんいいけど」

　どういう意図からの頼みなのかはわからないが、その真剣な眼まな差ざしに、軍司は思わずうなずくしかなかった。

「では、軍司さん……これからどうぞよろしくお願いいたします」

「こ、こちらこそ……」

　深々と頭を下げる天衣に、軍司がどう応こたえていいのか戸惑っていると……テーブルの上にあったＰＤＳから短いお知らせ音が流れた。

「あれっ、名前が」

　軍司が《フィールドコントロール》のアプリを確認すると、灰色で表示されていた「美み優ゆ」の下に、これまでなかった「天衣」の名前が増えている。文字は白くて、カフェの地図上には、天衣の位置を示しているらしい天使の姿をしたアイコンまで現れていた。

「……どうして」

「それは、私が軍司さんの仲間になれたってことでは……」

　恐る恐るといった口調で、天衣は尋ねてくる。

「いや、そうじゃなくて、どうしていきなり仲間になったのかなって」

《フィールドコントロール》の力についてはおおよそ把握しているのだが、どうしたら「仲間」となるかについては、自分自身だけでなく相手の意志も関係するため、明確な条件は軍ぐん司じにもわかっていない。

　首をかしげている軍司に、天あ衣いは嬉うれしそうな声で応こたえる。

「きっと、名前で呼び合えるというのが大切なのではないでしょうか」

「そっ、そんなことで!?」

「ですので、軍司さんも、私のことは『きみ』ではなく『天衣』と名前で呼んでくださると……その、嬉しいんですが」

「それは……ちょっと」

「やっぱり駄目ですか……」

　仲間になれて嬉しがっていた天衣の顔がみるみるうちに曇っていく。

「いや、駄目とは言ってないけど……あ、天衣……って、これでいい？」

　下の名前で女の子のことを呼ぶのは、幼なじみの兎と穂ほくらいなもの。これは、かなり照れくさい。

「はい、学園の人はお姉様と区別するため、苗みよう字じではなく名前で呼んでるので」

「あっ、そういうことか」

「で、でも……軍司さんにそう呼んでもらうのは……ちょっと、なんだか……恥ずかしいような……なんなんでしょう、この気持ちは……？」

　自分で呼ばせておきながら、天衣は真っ赤に染まった頬ほおに両手を当てて、わたわたと落ち着かない素振りだ。

「じゃあ、やっぱりやめておく？」

「いいえっ、このままで結構です！」

　軍司の問いかけに、このときは珍しくはっきりとした口調で答える天衣だった。
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　一昨日、軍司がガードマンに追われて迷い込んだ、星せい泉せん学園の中庭。

　正門から真まっ直すぐ正面に見えるのは、星泉学園創立当時のものだという、趣おもむきのある木造の旧校舎。その旧校舎の両翼には、一見すると学校の建物というより、近代的な美術館のような洒落しやれたデザインの新校舎が立っている。

　そんな個性的な三棟の校舎に「コ」の字形に囲まれているのがこの中庭だったが、かなり広いため、建物に囲まれているという圧迫感はなかった。

　いま中庭には仮設のスタンドが組まれており、星泉学園の生徒たちで埋め尽くされていた。とても数え切れないが、ざっと数千人はいるだろう。美み優ゆのステージでも見たような大型ＬＥＤディスプレイまで設置されていた。

　前回のアルファトーナメント優勝者、美甘みかも流る音ねが参戦するバトル。

　しかも、その相手は、なにかと話題の新人ＡＰアルタプレイヤーの覇は鳥とり軍ぐん司じで、流音の戦友だった美み優ゆのアルファトロフィーを譲り受けているという因縁つき。

　この組み合わせで、注目を浴びないわけがない。

　お祭り好きで有名なオメガコンプレックスの社長が、このバトルのサポーターを務め、すべてバックアップをすると申し出たそうだが……美優の死の秘密を知り、軍司をアルファトーナメントに参戦するよう誘った社長が、このバトルにまで関かかわろうとするのには、なにか別の理由があるのではないかとも思っている。

　だが、いまはそんなことに気を取られているときではない。

　軍司と天あ衣いは、スタンド席の大勢の生徒たちに囲まれた中庭に並んで立っていた。

　もう準備は万端。バトルの開始を待つばかりのはずなのだが──

「ＨＰヒツトポイントがゼロになったＡＰは、自動的にバトルからリタイア。ＨＰをゼロにしなくても、戦う手段を奪うなどして、相手にリタイアを宣言させてもかまいません」

　天衣は落ち着かない様子で、バトルのレギュレーションを再確認している。ここに立ってから、天衣の口数が普段に比べてやけに多くなっていた。たぶん、不安を紛らわそうとしているのだろう。

　そんな天衣は、以前も見た、純白のロングドレスのようなコスチュームに身を包んでいた。ＡＰの中には、天衣のように衣装や外見まで変身できるものもおり、このコスチュームだと防御力がほんの少しだけ向上するらしい。

　一方、軍司も天衣ほどではないが、刀を顕現させる際、戦国時代の甲かつ冑ちゆうの大おお袖そでに似たものが両肩に装着される。『信長の栄光』のＡＰらしさは出ていると思うが、触ってみた感じ、防御力のほうはあまり期待できそうにない。ほんの気休め程度だろう。

　自分の武装と、天衣の姿を見比べていて、軍司はあることをふと思い出した。

「天衣と初めてコンサート会場で会ったときは、その姿だから天使と間違えて……だからってわけじゃないけど、いままであの時のお礼を言うのを忘れちゃってたな」

「いえ……そんな、こちらこそありがとうございます」

　軍司が礼を言うと、なぜか天衣のほうが恐縮したように頭を下げる。

「ありがとう、って？」

「その……私、あのとき軍司さんに会ったときから、こうなることを望んでましたから」

「……いまさらだけど、どうして俺をトーナメントに誘ったりしたの？　最初に会ったとき、俺はまだアルファトロフィーも持っていなかったのに」

「それは……六ろく波は羅ら兄弟の暁あき奈なさんが連れてきたＡＰだし、なにより美優さんともお知り合いみたいなので、きっとすごい人なんだろな──とは、思ってました」

「ああ、そういうことか……」

　軍司にとって、六波羅の名は美優の死を思い起こさせる呪のろいのようなものだが、彼らに関わっているＡＰというだけで、特区では注目される。

「でも、それは最初のきっかけでしかなくて……」

「えっ？」

「本当は、ステージで美み優ゆさんを守るために、降り注いできた炎を刀で切り払ったのを見て、軍ぐん司じさんと一緒にバトルをしたいと思ったんです」

「けど、あのとき、俺はたいしたことは──」

　そのあと美優のスカートを脱がせてしまい、盛大に吹き飛ばされたのは苦い思い出だ。

「いいえ、ＡＰアルタプレイヤーにアップデートされたばかりなのに、すぐに誰かのために戦えるだなんて……私、感動しました。普通なら、あんなふうに動けないですよ」

　けれど、結局は美優を守れなかった──そんな思いが鎖のように軍司を取り巻いたが、天あ衣いにそんなところを悟られないよう、できるだけ明るい声を出す。

「いや、あのときは無我夢中だったから……でも、そういうわけで誘ってくれたのか。じゃあ、天衣のことも守れるように頑張るよ」

「はっ、はい……どうぞよろしくお願いします。足手まといにはならないように、私も頑張りますので」

　天衣は顔を赤らめて、もじもじと返事をする。

「どうかした？」

「いえ、なんでもありません！」

　天衣はそう言って、スタンドのほうに設置されている大型ＬＥＤディスプレイに目をそらした。

　そこには仮設スタンド前に設置された実況席が映し出されている。

　大きなヘッドホンを装着した、やや眉まゆの太い、元気いっぱいなショートカットの女子生徒が、隣にいる猫のぬいぐるみのようなモノとバトルについての話をしていた。

　どうやらあの女子生徒がこのバトルのアナウンサーを務めるらしい。

　そして、彼女が相手をしているぬいぐるみのような猫こそがオメガコンプレックスの社長だった。ネット上の社長のアバターと同じ姿をしており、重要なイベントには顔出しを極端に嫌う本人の身代わりとして現れる。社長自身のスキルかどうかはわからないが、ＡＰによって操作されるＮＰＣなのは間違いないだろう。

『今回のフィールドは、社長が決定されたそうですが……特区のグラウンドではなく、校舎も含めての、星せい泉せん学園すべてをフィールドとしたのは、これはなにか意図が？』

『理事長が参戦するバトルだよ。学園を舞台にしないで、どこで戦うの？』

『ですが、学園内でバトルをするとなると、校舎に被害も出るのではありませんか』

『そのときは、きちんと我が社で建て替えてあげるよ。カラオケルームとか、オープンカフェとか、建て替えのとき増築して欲しい施設があるなら、いまのうちリクエストをちょうだい！』

　猫──いや、社長は生徒を煽あおるように、実況席でぽよんぽよんと飛び跳ねた。

　そんなノリと気前の良い社長の言葉に、星泉学園の生徒たちは大歓声を上げる。

　バトルが始まれば、あの大型ＬＥＤディスプレイには、学園に設置された無数のカメラで中継された戦いの様子が映し出されるらしい。しかも、それはネットで全世界に同時配信される。

　やけに大げさなことになってしまったが、反面、ここまで大々的にやれば、流る音ねに勝利したとき、軍ぐん司じがアルファトロフィーに相応ふさわしいＡＰアルタプレイヤーだと喧けん伝でんできるだろう。

　軍司と天あ衣いが並んでディスプレイを見上げていると、背後から声がした。

「まったく、こんな馬鹿騒ぎになるとは……」

　振り向くと、いつの間にか後ろに冬ふゆ鹿かが立っていた。つんと口を尖とがらせ、凜り々りしい眉まゆをひそめている。露骨に機嫌の悪そうな顔で、冬鹿は独り言のように言葉を続ける。

「だが、流音様のためならばしかたがない。私がアタッカーを務めるからには、サポーターの流音様には指一本触れさせない」

　冬鹿は、むっつりとした顔でそう言うと、並んでいる軍司と天衣の間にぐいっと割り込んできた。

「その理事長はあっちにいるんだけど……」

　軍司はその居心地の悪い空気に耐えきれず、ディスプレイから離れたところでバトルの開始を一人で待つ、流音のほうを指さす。

「おまえなど、天衣様の隣に立つことさえ許さぬ。昨日は、作戦会議ということで二人きりの密会を許したが……私は心配で心配で……」

「密会……って」

　冬鹿は腕組みをしたままブツブツ呟つぶやいているが、頭上ではサイドワインダーが砲門を軍司にピタリと向けたままだ。

「ともかく、このバトルに負けたら、天衣様には二度と近づくな」

「条件が増えてないか？」

「無理に従わせることも可能なところを、こんな馬鹿げた試合をしてやっているのだ……それとも、力尽くで従わされるほうが好みか？　私はそれでもかまわないが」

　いままでむっつりとしていた冬鹿の口元に笑みが浮かぶ。

　ただし、それは喜びを表すものではなく、相手を威い嚇かくするための笑みだった。
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　軍司と天衣。流音と冬鹿。

　中庭に二百メートルほど離れて記された二つのサークルに、両チームがそれぞれ向かい合って立った。

　バトルの開始前から、流音はずっと無言のまま。

　いまもサークル内に静かにたたずみ、理事長室で天衣と喧けん嘩かしたときに見せたような感情的な様子は鳴りをひそめている。いくら観察しても、その内心を読み取ることはできない。

　一方、冬ふゆ鹿かのほうは、ずっと軍ぐん司じをにらんだまま。流る音ねとは対照的に、こちらは何を考えているのかわかりやすい。

『バトルスタートまで、あと十秒！』

　大型ＬＥＤディスプレイにクローズアップされた社長が、机の上に飛び乗り派手なフラッグを掲げた。

　とうとう始まったバトル開始へのカウントダウン。

　盛り上げようとする社長の演出のせいで、軍司はやけに緊張してしまい、足が少し震えている。

　軍司は、隣の天あ衣いをちらりと見る。

　天衣も軍司と同じく、顔を固くこわばらせて、軍司の視線にただ小さくうなずいて答えるのみ。

「大丈夫。あっという間に勝負はつくはずだ」

　それは天衣の緊張を解くための呟つぶやきか、それとも自分への言葉か──




『バトルスタート!!』




　ＬＥＤディスプレイの社長がチェッカーフラッグを振り下ろしたのと同時に、軍司は一気に駆け出し、二百メートル先のサークルに立つ流音を一直線に目指す。













「開始直後に、サポーターの流る音ね様に奇襲──そんな作戦は予想の範はん疇ちゆうだ！」

　上空で待機していた冬ふゆ鹿かのサイドワインダーの光弾が、軍ぐん司じの進行方向の地面を横一文字に掃射した。

　中庭に敷き詰められたブロックタイルが派手に飛び散り、軍司の突進を邪魔する。

　だが、冬鹿の狙ねらいはそれだけではない。

　巻き上がった砂さ塵じんによって、軍司の視界が妨げられ、流音の姿を見失った。

「昨日のおまえのほうが、もっと速かったのではないか？　もっとも、この冬鹿を出し抜いて、初撃で流音様を狙うなど、疾風の速さをもってしても不可能だがな」

　軍司は右手に刀を顕現させて、降り注ぐ光弾を弾はじく。

　その弾速はよくよく見れば、目にも留まらぬというほどではない。弾たまをかわすのも重要なテクニックであるシューティングゲームが由来だけに、軍司の反射神経でも、サイドワインダーの弾はなんとか対応できるほどの速度だった。

　軍司は光弾の嵐あらしの中、後退することなくじりじりと前に進む。

『奇襲は失敗。サイドワインダーに足止めされているうちに、理事長は校舎のほうへと後退していきます。やはり冬鹿さんがアタッカー、理事長がサポーターという作戦のようですね』

『対するアタッカーは、軍司くんか……サイドワインダー相手に、武器が刀じゃあ厳しいんじゃないの？』

　着弾音の合間に、実況席のアナウンサーと社長の会話が軍司の耳にも聞こえてきた。

　しかし、軍司は焦ることなく、止やまない砲撃の中、防御に徹し続ける。

「逃げないとは、いい覚悟だ。だが、連射こそはシューティングの基本！」

　弾速は変わらないが、一気にサイドワインダーから発射される弾数が倍増した。

　冬鹿は弾を命中させることよりも、膨大な物量で軍司を足止めして、このまま圧倒しようという戦法らしい。シューティングゲームでいうところの弾幕というやつだ。

　軍司の視界はすべてが光弾に覆い尽くされているといっても過言ではない。

　しかも、外れた光弾は地面を砕き、砂塵を巻き上げ、その視界さえも悪くしていく。

　これではとてもさばききれず、軍司はもはや急所を守るだけで精一杯。腕や足に何発も命中して、そのたびに激痛が襲う。まるで、大勢の相手に袋だたきにされているようなものだった。

　目に涙がうっすらとにじむが、これは痛みではなく、砂すな埃ぼこりのせいと言い聞かせ、軍司はただひたすら光弾の猛攻に耐え続ける。

　視界の隅でＨＰヒツトポイントを表す光の色は、すでにブルーではなくグリーンになっており、続いてどんどん黄色っぽくなっていく。ＨＰ表示の光は虹にじの色と同じ順に変わっていく。イエローからオレンジを経て、これがレッドになったらＨＰはゼロとなる。

『軍司さんのＨＰが半減。このまま反撃もできずに、ゼロまで削られてしまうのでしょうか!?』

　アナウンサーの言うとおり、いくら根性で痛みに耐えても、ＨＰヒツトポイントがゼロになってしまえば、否いや応おうなく自動的にリタイアだ。

「くっ……！」

　しかも、そんな根性さえ、そろそろ尽きかけそうだった。

　軍ぐん司じの膝ひざは曲がり、片膝が地面に着くが──どうやら、耐えた甲か斐いはあったようだ。

　膝をついた軍司の左肩に《メディカルライフル》の銃身が置かれたのだ。

「すみません。あと少しだけ辛抱してください」

　この前も見えない砂さ塵じんの中、光弾を受ける軍司のすぐ後ろに天あ衣いがやってきていたのだ。

「頼むぞ……」

　軍司は片膝をついたままの姿勢で、ライフルの銃身を維持。天衣の弾たまよけと、狙そ撃げきのための銃座代わりとなる。

「──ノーマルショット！」

　サイドワインダーの弾幕が降り注ぐ中、天衣のメディカルライフルから発射された弾丸が砂塵を貫いた。




　カンッ!!




　乾いた音が頭上から聞こえた。

　回復専用のメディカルライフルの攻撃力は、『ワイルドハンター』でも装備の素材となる雑ざ魚こモンスターを倒すのが精一杯という、ソロでは誰も使わないほど貧弱な武器だ。

　それに見合った、いかにも効いていないといった軽い弾着音。

　ところが、その音のあと、あれほど苛か烈れつだった光弾はピタリと収まり、巻き上がっていた砂塵は風に流されていく。

　上空に浮かぶサイドワインダーの青いラインが施された美しい機体に、ぽつりと小さな穴が空いていた。

　それは、メディカルライフルの弾だん痕こん。

　直後、そこから紅ぐ蓮れんの炎が噴き出して、サイドワインダーは空中で爆散した。

「やったぞ、天衣！」

「はい、当たりました！　軍司さんのおかげです！」

　一方、サイドワインダーを失った冬ふゆ鹿かは、天衣の姿を見て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「サポーターの天衣様が、どうしてこんな前線に……？」

「天衣がサポーターとか、それはお前の勝手な思い込みだろう」

　貴重な回復スキルの持ち主である天衣は、前線から離れて、アタッカーである軍司の援護に徹してもらう──それは、もちろん正しい戦術だ。

　しかし、そんな常じよう套とう手しゆ段だんで、実力者である流る音ねと冬鹿に勝利できるだろうか？

　喫茶店での作戦会議のとき、天衣にアタッカーとサポーターの役割分担を聞かされたが、軍ぐん司じはそのことが引っかかった。

　そこで、あえて攻撃担当を天あ衣いに任せたのだった。

　最大の問題は、天衣はあまり狙そ撃げきが得意ではないこと。できるだけ近くに寄らねば、サイドワインダーに攻撃を命中させることはできない。

　しかし、天衣が近づけば、サイドワインダーの攻撃に身をさらすことになる。

　だから、軍司は流る音ねへの奇襲を装い、こちらに迎撃を集中させることで、冬ふゆ鹿かの注意を引きつけたのだ。

「しかし、どうやってあの砂さ塵じんの中でサイドワインダーの位置を……」

「それは作戦上の秘密ってやつだな」

　実は、いま軍司のＰＤＳは天衣に預けてある。軍司の《フィールドコントロール》のアプリによって、天衣はサイドワインダーの位置をＰＤＳの画面上で把握していたのだ。

『いっ、意外な展開!!　バトル開始早々、サイドワインダーが撃破されました。これは、おそらく初めてのことではないでしょうか。それにしても、これまで学園の風紀を守ってきた、あのサイドワインダーがたった一撃とは……』

『シューティングゲームってのは、苛か烈れつな攻撃力とは裏腹に、敵の弾たま一発で破壊される自機のはかなさと潔さが魅力だからねぇ。例えるならば、桜の花のようなものさ』

『なるほど……逆に言えば、これまでの風紀委員の活動で、冬鹿さんはサイドワインダーに一度も傷をつけさせなかったというわけですね。これもまたすごいっ！』

　社長は気楽に解説しているが、冬鹿のサイドワインダーがシューティングゲーム『クレイモア』と同じく、攻撃が命中すれば一発で撃破される性質のモノなのか──赤ヘル男や、配管工のＡＰアルタプレイヤーなどの前例もあったが、これは軍司にとって大きな賭かけであった。

　だが、その賭けに軍司は勝ったのだ。

「あとは理事長だけだな！」

　スタンドに囲まれた中庭を見渡しても、流音の姿はどこにもなかった。実況の放送にあったとおり、軍司がサイドワインダーと一戦を交えている隙すきに、安全な場所へと移動したのだろう。後衛で援護をするサポーターならば当然の行動だ。

「けど、俺の《フィールドコントロール》なら、すぐに見つけられる」

　いま流音は《フィールドコントロール》で把握できる圏外にいるようだが、軍司が目覚めた宿泊施設や、講堂、体育館などのある敷地の奥へと向かったところまではスキルで感知していた。おそらくはどこか安全な建物内で、冬鹿のサポートに徹するつもりだったのだろう。

　軍司は、流音が移動した先へと目を向けるが……そのとき、アナウンサーの実況が気になることを言い出した。

『風紀委員、斗波冬鹿さんの無敗伝説もここでおしまい……っと、あれっ、自慢のサイドワインダーを撃破されたというのに、冬鹿さん、まだリタイアを宣言しませんね』

　冬鹿を見ると、彼女は軍司と対たい峙じしたままゆらりと手を動かし、妙な構えを取った。

「本来、我がサイドワインダーの超高機動に一矢報いることなど不可能。しかし、優勢に溺おぼれ、操縦が単調になっていたか……まだまだ修行が足りん」

「まだ続ける気なのか？」

　相手がリタイアの宣言をしないとなると、ＨＰヒツトポイントをゼロにして無む理り矢や理りにリタイアをさせるしかない。

　しかし、ＮＰＣを失った素手の冬ふゆ鹿かを相手に、一方的に攻撃するというのは気が進まなかった。軍ぐん司じの予想では、彼女はもっと潔い人物と思っていたのだが……

　躊ちゆう躇ちよする軍司の前で、冬鹿はゆらりゆらりと手を動かす。

　上に、上に、下に、下に、左に……

「……あの動き、もしかして!?」

　軍司が気づいたとき、冬鹿はある動作を終える寸前。いまから攻撃を仕掛けようにも、軍司の刀では届かない。

「天あ衣い、冬鹿を撃て！」

「えっ、でも……」

　天衣も軍司と同じく、丸腰の冬鹿を攻撃することにためらいを感じているようだった。

「いいから、早く！」

　だが、このわずかな遅れが、戦況を一転させることになる。

　たったいま、この瞬間こそが、冬鹿を倒せる最大の好機だったのだ。

　作戦が上う手まくいったことによる慢心が、油断を生んでしまった。

　新人ＡＰアルタプレイヤーのくせに、敵の心配をするなど……おこがましいことだったのだ。

　その証拠に、冬鹿の頭上には、真新しいサイドワインダーが再び顕現していた。

　しかも、その機体の前半分は青白いエネルギーフィールドらしきものに包まれ、両翼にはミサイルまで搭載されている。

「一機撃墜したことは褒めてやろう。だが、私のサイドワインダーの残機は、あと二機もある」





　　　　　◆◇◆






『サイドワインダーが復活しましたぁぁぁっ!?』

　アナウンサーが驚きの声を上げる中、軍司は奇襲の失敗を認めて、すでに校舎へと全力で駆け出していた。

「天衣、次の作戦どおり、旧校舎の中に逃げるぞ！」

「はっ、はい……」

「急いで！」

　足を速めようとしない天衣の手を握って、軍司は正面奥にある星せい泉せん学園のシンボル的な古い校舎へと駆け出した。

「逃がすかっ！」

　当然、冬ふゆ鹿かはサイドワインダーで追撃をしかけてくるが──いつもならば派手にばらまいてくる光弾も、新たに装備されたミサイルも飛んでくる気配はない。

　旧校舎の正面入口にたどり着いた軍ぐん司じたちをかすめるように、サイドワインダーは大きく旋回していく。

「いま、サイドワインダーは攻撃をしてこなかったな。やっぱり、この校舎は冬鹿にとっても特別みたいだ」

「ええ、そうですね……」

　だが、まだ安心はできない。軍司たちは足を止めることなく、見晴らしのきく広い玄関から、狭い入り組んだ廊下へと移動する。校舎の構造は《フィールドコントロール》で把握しているため、迷うことはない。

「静か……ですね。こんなに静かな校舎は初めてです」

　長い年月によって自然と磨かれ、艶つやを帯びた板張りの廊下。しっとりとした風合いの白漆しつ喰くいの壁に、ヨーロッパ風の彫刻が施された階段の手すり。国の文化財にでも指定されそうな、歴史を感じさせる建物だ。

　そんな校舎内に、人の気配は感じられない。学園の生徒たちはすべて外にいるのだろう。

　聞こえるのは、中庭にあるスピーカーからの実況放送だけだ。

『──まさか、サイドワインダーが残機制だったとは、これまた初めて明かされた新事実です！』

『でも、考えてみたら、シューティングってそういうものだよね～』

『これで行儀の悪いＡＰアルタプレイヤーたちは、余計、風紀委員に逆らう気が失うせたことでしょう』

『しかも、クレイモアコマンドを使うなんて……これは冬鹿ちゃん、プライドを捨てて本気モードになったってことだよ』

『社長、そのクレイモアコマンドとは？』

『え～っ、知らないの？　これだから若い子は……クレイモアコマンドってのはね、あのゲームメーカーの定番の裏技なんだ。上上下下左右左右って、決まった順番でコントローラのボタンを押すと、最強武装状態で自機を出撃させることができるんだよ』

　中庭のほうからかすかに聞こえる社長の解説を耳にして、軍司は舌打ちをする。

「やっぱり、冬鹿のあの妙な構えはクレイモアコマンドだったのか。となると、いまのサイドワインダーは、さっきまでとは別物だぞ」

　冬鹿のスキルの由来となったのがシューティングゲーム『クレイモア』であることはわかっていたので、軍司は事前にＰＤＳにダウンロードしてプレイをしていた。

　そのため、最強武装となったサイドワインダーがどれだけ強いかはよくわかっている。

　なによりやっかいなのは、前面からの攻撃を防ぐエネルギーフィールドだ。これでサイドワインダー唯一の弱点である攻撃への脆ぜい弱じやくさも、カバーされてしまったというわけだ。

　ＮＰＣであるサイドワインダーが強化されて再出撃できるというのは、軍司にとっても予想外だ。

　だが、こちらも最初の狙そ撃げきに失敗したときに備えて、次の作戦が用意してある。

『それにしても、サイドワインダーから逃げるためなんでしょうが……校舎に逃げ込むのは、まずいですよね。軍ぐん司じさんは《ザ・メイアー》を知らないのでしょうか？』

『そうだねぇ。建物の構造を自由に改変アツプデートできる相手に、屋内戦を挑むのは無謀だよね。下手したら、壁に閉じ込められてゲームオーバーだよ』

『噂うわさのルーキーも、バトルのほうは初心者ということでしょうね』

「……たくっ、好き勝手に解説してくれてるな」

《ザ・メイアー》に対して、建造物の中で戦うのは不利だというくらい、天あ衣いとの作戦会議で十分に承知している。だが、わかっていて、軍司はここを戦場に選んだのだ。

　そして、その選択は正しかったようだ。

　いまも軍司は《フィールドコントロール》によって旧校舎の構造をリアルタイムで把握しているが、それが《ザ・メイアー》によって改変された気配は感じられない。流る音ねは沈黙を守ったままだ。

「軍司さん……いまのうちに、ヒーリングショットでＨＰヒツトポイントを回復させておきますか？」

　あたりを警戒しながら、天衣が耳元でひそひそと囁ささやいた。

　サイドワインダーの弾幕にさらされたせいで、軍司のＨＰ表示はイエロー。これはＨＰが半減しているということだ。この黄色がだんだん赤みを帯びていき、オレンジになれば危険領域。そして、レッドはＨＰゼロ──バトルから即リタイアだ。

「いや、まだいい。もっとピンチのときまでとっておこう」

　たった二発のみのヒーリングショットは、もっとギリギリまで温存しておきたい。

「そうですか……」

　天衣は両手を組んで、じっと思い詰めたような顔でうつむいている。

「もしかして、ここを戦いの場に選んだことを後悔しているのか？」

　軍司たちが逃げ込んだ旧校舎──冬ふゆ鹿かが攻撃をためらい、流音が《ザ・メイアー》を使用してこないのには理由がある。

　ここは流音にとって特別な場所。

　それを昨日の作戦会議で教えてくれたのは天衣だった。

　思えば、冬鹿と出会ったときにも旧校舎のことを口にしていたし、理事長室でも、流音は学園の面影を残す、一度失われれば取り返しのつかない場所だと思い入れを語っていた。

　だから、冬鹿も流音も、この校舎を台無しにするようなことを避けているのだ。

「お姉様の大切なモノを利用しているようで、それが心苦しくて……」

　そんな旧校舎に立てこもるという軍司の作戦は、流音たちの建物を愛する気持ちを利用したものだ。天衣にとって、それは辛つらいことだったようだ。

「……そうだよな」

　天衣の戦いは、すべては姉を想おもってのこと。

　優しさから戦いを始め、その優しさで傷ついているとは、皮肉な話だった。

　なにか励ましの言葉──一瞬、軍ぐん司じはそれを口にしようとしたが、途中でやめた。

　姉への裏切りを正当化させるような言葉など、結局、天あ衣いを苦しめるだけとわかっていたからだ。




「覇は鳥とり軍司、これが貴様の戦いかたか」

　板張りの廊下の向こう。ギシリと音を立てて、冬ふゆ鹿かが現れた。

　とっさに軍司は天衣をかばうように、前に立ちはだかる。

「この校舎で砲撃をするつもりか？」

　卑ひ怯きような物言いとはわかっているが、この状況ではやむを得なかった。

　ここは古い建物だけあって、廊下の天井は低く、冬鹿の頭上に浮かぶサイドワインダーも窮屈そう。ここでは自慢の機動性も失われ、校舎を傷つける弾幕攻撃も、新たに装備されたミサイルも使えないはず……地の利は、軍司たちのほうにある。

「この旧校舎を戦いの場所に選ぶなんて……天衣様にとっても、ここは大切な場所のはずではないのですか」

「それは……っ！」

　冬鹿に尋ねられた天衣の瞳ひとみには、悲哀の色さえ感じられる。

「天衣様……流る音ね様を想おもう気持ちがあるのなら、迷いがあるのなら、このバトルをリタイアしてください。お願いいたします」

　冬鹿に懇願に天衣が迷っていること、そばにいる軍司にも伝わってきた。

　ただ、このとき迷ったのは、軍司も同じこと。

　美み優ゆのためにも、このバトルは必ず勝たねばならない。

　そのためには、天衣に一緒に戦おうと励まさねば……だが、それが軍司にはどうしてもできなかった。

　天衣には、危険を承知で前線に立ってもらい、さらには良心を曲げてまで軍司の作戦に従って戦ってもらった。そのことに、軍司は本気で感謝をしている。

　そして、天衣が戦う理由を知り、彼女を応援してあげたいとも思っている。

　だからこそ、軍司はいまここで天衣になにも強制をしたくなかった。

　軍司は何も言葉をかけられずにいる中、天衣は冬鹿に対してはっきりと応こたえた。

「迷いはあります。けれど、それはただの贅ぜい沢たくだとわかっています。私は自分で望んで、自分で選んで、自分で決めて、ここにいるのですから」

　まるで別人のような凜り々りしい顔つき。それは白く輝くドレスに照らされ、まぶしく思えるほどだった。

「だから、自分の決めたことを貫くためなら、私は悪者にだってなるつもりです！」

　天衣はライフルを両手で握りしめ、ぐっと歯を食いしばり、冬鹿を見つめた。

　決して、迷いが消えたわけではない。ただ、かたわらに立つ軍司が息を呑のむほどの強い決意が、その迷いを打ち払っていた。

　迷いはあれど、天あ衣いは自分から一歩進むことを選んだ。最初から、軍ぐん司じの後押しなど不要だったのだ。

　優しさと、強さ。その二つを兼ね備える彼女に、軍司は改めて心強さを感じていた。

　そして、レアな回復スキル所持者だからといった理由ではなく、もっと純粋な気持ちで彼女とアルファトーナメントに挑みたいと思う。

　そんな天衣の意気は、冬ふゆ鹿かにも届いたのだろう。

「……天衣様の決意。冬鹿、承知いたしました。ならば、私も全力にてお相手しましょう」

　冬鹿の決意と気迫を受けた軍司は、反射的に刀を構えて、サイドワインダーの動きを警戒した。

　とはいえ、残機が二機と聞いて、サイドワインダーを狙ねらうことはとっくにあきらめている。ここはサイドワインダーが自由に動けない旧校舎の地の利を活いかして、冬鹿自身のＨＰヒツトポイントをゼロとする。それが軍司の第二の策だった。

　あとは、この状況で冬鹿はどう動くかだった。

「どうやって戦う気だ？」

　探りを入れながら、軍司のほうから冬鹿との間合いを縮める動きを取る。

「もちろん、流る音ね様の愛する学舎を傷つける気はない」

　冬鹿はそう言って右手をあげると、頭上のサイドワインダーのテール部分をつかんだ。

　そして、機体を引っ張り下ろすと、ぐるりと身体からだごと一回転させて両手でサイドワインダーを剣のように構える。

「なにをするつもりだ……？」

「サイドワインダーはこういう戦いかたもできる」

　サイドワインダーが大きく変形したわけではない。補助翼らしきものが収納されただけ。元々、デルタ翼よくを持つ先端の尖とがった三角形をしている機体のため、そのテール部をつかみ、構えることで、確かにサイドワインダーは一振りの巨大な剣と見えないこともなかった。

　あまりに予想外の行動に、一瞬、軍司も気け圧おされたが、しかし、冷静に考えればあんなバランスの悪い大剣がまともに振り回せるはずがない。

　砲撃を封じられた冬鹿の苦肉の策では──

「覚悟っ!!」

　そんな軍司のわずかな気の緩みを狙い打つかのように、大剣の切っ先をこちらに向けて、冬鹿が突進してきた。

　それは予想外の猛加速！

　しかも、冬鹿の足は床を蹴けっていなかった。まるで剣のほうが動いて、それに引っ張られるかのような不自然な動きだった。

「しまった、サイドワインダーの推進力か！」

　剣のように構えたところで、あれは剣などではない。冬鹿の意志のまま、超高機動で飛ひ翔しようするＮＰＣ、サイドワインダーなのだ。

　それをＡＰアルタプレイヤーが操るのに、筋力など不要。

　サイドワインダーが剣のように構えられたことで、軍ぐん司じは常識にとらわれ、当たり前のことを失念してしまった。

　自分の迂う闊かつさを呪のろう軍司だったが、冬ふゆ鹿かの視線を読んでゾッとした。

「狙ねらいは、俺じゃない!?」

　冬鹿はこっちを見ていない。

　その剣先が向けられ、突撃するのは、軍司ではなく天あ衣いのほうだった。

「まずは、天衣様の回復スキルを封じさせてもらいます！」

「天衣、逃げろっ!!」

　大剣と化したサイドワインダーと冬鹿の突撃を止めるには──

「くっ、これしかないっ！」

　刹せつ那なの判断で、軍司は天衣の前に飛び込んだ。

　右腕に顕現する装甲を盾のように身体からだの前に構え、冬鹿の突撃を真っ向から受け止める。




　ズガッ！




　クレイモアコマンドによってエネルギーフィールドを纏まとったサイドワインダーの機首は、軍司の右腕の装甲を易やす々やすと貫いて突き刺さった。

　なんとか、冬鹿の突撃は受け止めることはできた。だが、右腕からは脳みそが沸騰しそうなほどの激痛が駆け上り、唇がわなわなと震える。

　ＨＰヒツトポイント表示は一気にオレンジとなっていた。これが赤く染まればＨＰゼロ。

　それは、バトルからのリタイアを意味する。

「俺は……負けられないんだ……！」

　軍司は自分を奮い立たせながら、右手をサイドワインダーから引き抜こうとするが、これまで経験したことのない激しい苦痛が心をへし折った。

　さらなる痛みが怖くて、とても右腕を動かすことができない。

　足は萎なえ、容赦なくサイドワインダーを押し込んでくる冬鹿に対して、ジリジリと後退することしかできない。

「くうっ…………！」

　苦痛と情けなさで、涙がにじんでくる。

　右手の指から力が抜けて、いまにも唯一の武器である刀を取り落としそうになった、そのとき──そんな軍司の背中を、力強く後押ししてくれるような衝撃を感じた。




「ヒーリングショット!!」




　背中の中心から、全身に……温ぬくもりが一気に広がっていく。

　その途と端たん、右腕の痛みが嘘うそのように消え去っていった。

　振り向かなくてもわかる。

　これは天あ衣いの《メディカルライフル》の効果。

「……逃げろって言ったのに」

　思わず漏れた軍ぐん司じの呟つぶやきに、背後から天衣の返事があった。

「すみません。でも、いまスキルを使わなかったら、なんのために一緒にいるのかわかりません」

　天衣はあの恐るべき突撃を目の当たりにしても後退することなく、軍司のすぐ後ろにいてくれたのだ。

　口ではああ言ったが、このヒーリングショットは軍司にとって最高の援護だった。

　ＨＰヒツトポイントは一気にブルーにまで回復──いや、それだけではない。なにより有あり難がたいのは、折れかかった魂に再び火を灯ともしてくれたこと。

　軍司は右手を貫かれた状態のまま、残った左手でサイドワインダーの機首をつかんだ。

「なにを……！」

　いままで押していた冬ふゆ鹿かが、今度は驚いて、サイドワインダーを引こうとした。

　その力の均衡の変化を、軍司は見逃さなかった。

「背中を押してくれる仲間がいるのなら……俺にできるのは、前に進むことだけだ！」

　後退しようとした冬鹿にタイミングを合わせて、軍司は全身全霊をかけて前に踏み出した。みなぎる魂に呼応するかのように、軍司の足元にあのスミレ色のリングが現れる。

　軍司がそれを踏みしめると、身体からだはカタパルトで射出されたかのように爆発的に加速される。その勢いのまま軍司は、冬鹿と共に旧校舎の窓を突き破り、外へと飛び出した──が、まだ突進を緩めはしない。




『両者、再びこの実況席前に飛び出してきました。スタンドの生徒たちも大盛り上がりです！』




　無我夢中だった軍司の耳に、割れんばかりの歓声が聞こえた。

　この大歓声は、仮設スタンドの生徒たちのもの。

　旧校舎を飛び出した軍司と冬鹿は、バトルを開始した中庭にまで戻ってきていた。

　天衣との距離は十分に稼ぐことはできたと考え、軍司はずっとつかんでいたサイドワインダーから手を離す。

「……天衣様から引き離したつもりだろうが、旧校舎から引きずり出されたのは、むしろおまえのほうではないのか？」

　冬鹿が自由になったサイドワインダーを中段に構えると、二人の周囲の石畳から細いワイヤーが蔓つるのように生えてきた。

　それは規則的に絡まり、あっという間に見上げるほどの高いフェンスを形作る。

『おおっと、これは理事長の《ザ・メイアー》ですね。ここでようやく冬ふゆ鹿かさんへのサポートが入りました』

『軍ぐん司じくん、これでもうどこにも逃げられないねぇ～』

　冬鹿は二人を取り囲むフェンスを満足げに見上げた。

「流る音ね様も定位置につかれたようだな」

　バトル開始直後に、敷地の奥へと姿を消した流音。

　軍司の《フィールドコントロール》の圏外に隠れるだけでなく、どこからかこちらの戦いを監視していたらしい。安全地帯からのサポートは、直接戦闘力のないＡＰアルタプレイヤーの常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　フェンスに区切られテニスコートほどの広さしかない戦いの場で、冬鹿は少し腰を落とした構えを取り、軍司の目をじっと見据えてきた。

「覇は鳥とり軍司、一騎打ちだ。ここでけりをつけよう」

「ああ、受けて立とう」

　こうして隠れる場所もないところに閉じ込められてしまっては、地の利をつかむ軍司の《フィールドコントロール》も意味をなさない。

　だが、不利な状況を顔に出さぬよう、軍司は刀を構える。少なくとも、この状況ならば天あ衣いには攻撃が向けられない。それだけが救いだ。

　あとは、どれだけ自分が戦えるかだけ。

　軍司は目の前の冬鹿に意識を集中させる。

「私は幼い頃より、シューティングと武道を極めようとしてきた。見せてやろう、これがそうしてたどり着いた境地だっ！」

　冬鹿は剣となったサイドワインダーを突き出して、再度、突撃を仕掛けてきた。

　初見は、その大剣から予測できない加速力に驚かされたが、これで二度目。

　ＡＰとなり身体能力の向上した軍司ならば、なんとか対応できる。

　真まっ直すぐに突き進む冬鹿との距離を見極め、ギリギリまで引きつけてから、脇にかわす。

　加速は凄すさまじいが、あの速度では方向転換はできまい。

　すれ違い様、冬鹿の背中に一撃を食らわせようと狙ねらっていた軍司だが、刀を振り上げた手が止まった。

　勢い余って通り過ぎたはずのサイドワインダーの巨体が、すぐ目の前に迫ってきていたのだ。

「うわっ!?」

　身をのけぞらせ、なんとか軍司はそれをかわすと、サイドワインダーがうなりをあげて、鼻先をかすめていった。

　危機一髪。軍司はよろめきながらも大きく後ろにステップして、冬鹿との距離を取った。

　かすかに感じる、ゴムの焦げた匂におい。それは冬鹿のスニーカーの靴底からだった。

「足でブレーキをかけたのか！」

　いや、それだけではない。

　さらに冬ふゆ鹿かは、まるでハンマー投げのようにサイドワインダーの推進力を回転運動へと変換させたのだ。冬鹿自身が支点軸となることで、サイドワインダーに直線的な動きだけではなく、変幻自在の機動をさせることが可能となる。

　だが、どんな体術があれば、あのような戦いかたができるというのか……

『すごいね、あの子。あの曲芸じみた動きはスキルと関係ないよね？』

『社長、知らなかったんですか。冬鹿さんは剣術の達人でもあるんです。だから、スキルを使わなくても十分強いんです。小学生のとき、将来の夢に「サムライになる」って書いちゃうくらいなんですから』

　のんきに冬鹿の過去話をしている実況を聞いて、軍ぐん司じは思わず叫ぶ。

「ゲーマーのうえ剣の達人とか、どんなチートだよ！」

「チートなどではない。鍛錬の結果だ！」

　軍司の不用意な一言は、冬鹿の逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

　激高した冬鹿は、大上段に構えたサイドワインダーに引っ張られるように高々と跳躍した。

「どう来るつもりだ!?」

　あそこから砲撃をしてくるつもりか。それとも、飛行して距離を取るつもりか。

　いや、そのどちらでもなかった。

　軍司の直上でサイドワインダーは反転すると、機首を真下に向けた。

　そして、冬鹿はテール部分につかまったまま、軍司を目掛けて急降下をしてきたのだ。

　それは全推進力と全体重をかけた、最大の一撃。

　だが、そんな見え見えの攻撃、どうとでもかわすことができる……と、軍司は頭では考えたが、身体からだは動かせなかった。

「しまった!?」

　軍司の両脇を挟むように、地中から生えてきた鉄骨が立ち並び、壁を作ったのだ。

　流る音ねの《ザ・メイアー》だ。これでは細い路地に追い込まれたようなもの。

　急造された一本道に立つ軍司に、サイドワインダーは真まっ直すぐに向かってきていた。

　もはや軍司にできることは、刀でその一撃を受け止めることだけ。




　ガゴォォォンッ!!




「ぐっ…………!!」

　剣というより、巨大なハンマーで叩たたかれたような衝撃。刀が折れなかったのが奇跡とさえ思えるほど。

　左手で刀身を構え、頭上からのしかかるサイドワインダーを重量上げのようにして支えたが──少しでも気を許せば、このまま押し潰つぶされそうだ。

　かたや、それ自身が推進力を持つ、巨大な剣。

　軍ぐん司じは、細身の無銘の刀。

　つばぜり合いというには、あまりにも劣勢。しかも、この体勢では反撃もできない。

「おまえさえ倒せば、天あ衣い様は降参するしかあるまい。これで、もう主あるじに刃やいばを向けずにすむ」

　もうあとのないこの絶体絶命の状況。

　ここをどう切り抜けるか、そんなことを考える暇さえ冬ふゆ鹿かは与えてくれなかった。

　すぐ頭の上にあるサイドワインダーの機首に、ぽうっと光が宿る。

「まさか……嘘うそだろ……」

　手も足も出ない状態の軍司に、冬鹿は砲撃を浴びせかける気だ。

　容赦のない連続攻撃に戦せん慄りつするが……それは、軍司に一いちか八ばちの行動に出る決心の後押ししてくれた。

「これでおしまいだ、覇は鳥とり軍司！」

「いいや、まだだっ！」

　軍司は光弾が発射される寸前、意を決して、刀身を支えていた左手を離す。

　当然、片手では支えきれなくなり、サイドワインダーが落ちてくるように頭上から迫ってきた。

　このままでは機首が肩口に突き刺さるところを、右腕に装着されている装甲でいなそうとする──が、所しよ詮せん、軍司は武術の素人。そうそう上う手まく、力をそらせられるわけもない。

「ぐっ…………!!」

　サイドワインダーの前面を守るエネルギーフィールドが触れると、そのままバリバリと装甲ごと腕が引き裂かれていった。

　ＨＰヒツトポイント表示は一気に危険領域のオレンジに変化するが、一撃でリタイアを免れただけでも有あり難がたい。

「その苦痛を恐れぬ勇気は認めるが、このあとどうするつもりだ!?」

　勢い余って、地面に突き刺さったサイドワインダー。

　これで時間稼ぎ……には、ならない。

　なにしろ、この大剣は自力で浮上することができるのだ。冬鹿は、易やす々やすと地面から抜き放つだろう。

　しかし、ここで軍司が狙ねらっていたのは、時間稼ぎではなく、エネルギーフィールドに守られていないサイドワインダーの底部をこちらの手に届く位置に引きずり落とすことだった。

　右手は引き裂かれ、頼りの刀は持ち上げることもできない。

　残されたのは、徒手の左手のみ。

「だぁぁっ!!」

　その拳こぶしを握りしめ、軍ぐん司じはサイドワインダーに叩たたき込むが──「ゴンッ」という鈍い金属音がしたのみで、機体は揺らぎもしなかった。

「いくらなんでも、貴様の拳で落とされるほどサイドワインダーはもろくないぞ？」

　冬ふゆ鹿かに言われるまでもない。強化タイプブーストではない軍司の拳など、《メディカルライフル》のノーマルショットにさえ劣る。

「そんなことはわかってる。だから、俺が殴ったのはミサイルのほうだ」

　拳を受けたミサイルの内部から、凝縮された熱量が膨れあがるのを感じる。

「馬鹿な!!　一緒に自爆する気か!?」

「その通りだ」

　冬鹿を巻き添えにリタイアさせれば、残された流る音ねの《ザ・メイアー》には直接攻撃手段はないはず。

　ならば、天あ衣いの《メディカルライフル》でも対抗できるだろう。

　この状況で軍司にできる最善の策は、流音の手足である冬鹿を道連れにすること。

「できる限りのことはした」と、ほんの刹せつ那な、納得しかけたとき──軍司は、頭上に無数のスミレ色のリングが浮かび上がっているのを見た。

　美み優ゆが栄え楠くすとの戦いで《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》を使ったときと同じ光景だった。

　それは否いやが応おうでも、軍司の栄楠への憎悪を甦よみがえらせる。

　そして、その強すぎる憎悪は心の奥底から見たこともないなにかを引きずり出し、軍司に垣かい間ま見みせた。




　──それは、見知らぬ自分。

　ただ、そんな自分が手にしているＰＤＳの画面には見覚えがあった。

　あれは天衣のスキルの由来にもなったゲーム『ワイルドハンター』の画面だ。

　手に入れた素材を組み合わせ、自分を強化し、さらなる強敵へと挑むアクションＲＰＧロールプレイングゲームで、軍司もハマッていたゲーム……だが、いつどこで遊んでいたのかを思い出せない。

　そんな疑問は、美優からもらったストラップと同じように心のざわつきを引き起こし、同時にひとつの名前を軍司の奥底から呼び起こした。

《マテリアライズ》──それは、軍司のスキル。

　ＡＰアルタプレイヤーの原則を逸脱した、二つ目のスキルの名。

　……どうして自分にだけ？

　だが、そんな疑問や驚きよりも先に、軍司にはすべきことがある。




「そうだ、まだ終わってない！」

　ミサイルが爆発する直前、軍司は空を見上げて大きく跳躍した。

　もちろん、普通に跳躍したところで、爆風から逃れられるはずはない。

「あのリングにさえ届けば！」

　美み優ゆがしてみせたように華麗に足で蹴けるのではなく、軍ぐん司じは身体からだごとリングに飛び込む。

「くっ……!!」

　美優が栄え楠くすとのコンボ攻撃に使ったときと同様、もの凄すごい反発力が、軍司の身体を別のリングのほうへと飛ばした。

《マテリアライズ》……それは『ワイルドハンター』のように、素材を使って自身を強化するスキル。

　ただし、その素材とは他のＡＰアルタプレイヤーのスキルだ。

　これまで軍司を幾度となく救ってくれたスミレ色のリング──これは《マテリアライズ》によって得た、美優のスキルだったのだ。

《マテリアライズ》に目覚めて、軍司はようやくそれを理解することができた。

　スミレ色のリングに次々と弾はじかれ、軍司はまるでピンボールの球のようにジグザグに空へと跳び上がっていく。

　美優のようにスマートには飛べないが、それでも速く。もっと速く……それは一息をつく間もない、瞬間の出来事。

　肉体の限界を超えた猛烈な加速で、意識さえひきちぎられそうな中、軍司の背後で閃せん光こうが瞬き、やや遅れて爆音と爆風が軍司に追いついた。

　目の前は黒煙に包まれるが、加速する軍司は、すぐにそれを振り払い、青い空の見える爆炎の圏外へと飛び出す。













　スミレ色のリングも尽きて、軍ぐん司じの身体からだはふわりと宙に投げ出された。

　束つかの間まの無重力感覚。

　眼がん下かでは、黒煙が風に流され、大きく地面のえぐれた爆心地が見えた。

　誘爆したミサイルはサイドワインダーはおろか、《ザ・メイアー》によるフェンスまですべてを吹き飛ばしていた。

　そして、その中心で爆発に巻き込まれた冬ふゆ鹿かは、両膝ひざをついてうなだれている。

　空中を落下しながら、そんな冬鹿の頭上に真っ赤なゼロのＨＰヒツトポイント表示を確認した。

　ようやく冬鹿を撃破したとき、自然と軍司の口から出たのは──

「ありがとう……美み優ゆ……」

　美優を看み取とったあと、彼女のスキルは《マテリアライズ》の力によって、軍司の中に残されていた。

　自分はこれまでずっと美優と一緒に戦っていたのだと、いま初めて実感する。

　やがて浮遊感は失うせて、軍司は落下していった。

　この心地よさは、全身に感じる涼しい風のせいだけではない。

　いままで美優と共にあったこと……それが無性に嬉うれしかったのだ。





　　　　　◆◇◆






『冬鹿さん、ＨＰゼロとなりました。リタイアです!!』




　生徒たちが埋め尽くす中庭の仮設スタンド目前で繰り広げられた、大逆転による決着。

　盛り上がるのは当然で、その大歓声は設置された大型スピーカーからの実況の声さえ打ち消しそうなほどだった。

　そんな大歓声に囲まれながら、軍司はうなだれる冬鹿のそばに立っていた。

「迷いは捨てたと言いながら、天あ衣い様と争うのを避け、安易に貴様との一騎打ちに固執してしまった……しかも、流る音ね様の助勢を得ても、なお敗北とは……」

「けど、そういう自分の意志を貫くところ、サムライっぽくていいと思うぞ」

「私を馬鹿にしているのか？」

　顔をうつむかせたまま、冬鹿は片目でギロリとにらんでくる。

「いや、本気で言ってるよ。勝敗よりも、なんのために戦うかにこだわるほうが格好いい」

「きっ、貴様に褒められたところで、嬉しくもなんとも……」

「それはそうだろうな」

　軍司の戦いは、冬鹿とはまったく違い、ただ勝つことしか考えていない。

　冬鹿に嫌われるのも当然だろう……だが、軍司はそうするしかない。勝つことでしか、軍司の望みは叶かなえられないのだから。

「軍ぐん司じさん、ご無事ですか!?」

「ああ、大丈夫だ。これで残るは、理事長だけだな」

　旧校舎から駆けつけてきた天あ衣いに、軍司が答える。

「さっきはヒーリングショットをありがとう。最高のタイミングだった」

「あっ、ありがとうございます……」

　ライフルを抱きしめて、天衣は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「天衣様…………私は……」

　やってきた天衣に、冬ふゆ鹿かは気まずそうな顔で声をかけようとするが、次の言葉は出てこなかった。きっと、彼女に剣を向けてしまったことを後悔しているのだろう。

「……冬鹿ちゃん」

　ところが、天衣はむしろ嬉しそうに、冬鹿に声をかける。

　天衣は本気でバトルに挑み、それに冬鹿も本気で応こたえた。

　そんな両者にわだかまりなど生まれるはずもない……軍司はそう思っている。

　ただ、気がかりなのは、いまだ実況席から流る音ねのリタイアのアナウンスがないことだ。

《ザ・メイアー》には、直接的な攻撃手段はないはず。

　あの流音ならば、アタッカーの冬鹿が敗れた時点で、潔くリタイアするのでは──と、期待したのだが、これはバトルは続行ということだ。

　どんな手を残しているのかは知らないが、まずは流音の居い場ば所しよを《フィールドコントロール》でとらえなければ話は始まらない。

　そう思って、軍司が流音がいるはずの、学園の敷地の奥を見つめたとき、目の前で信じられないことが起きていた。

「な、なんだ……？」

　軍司たちが戦いを繰り広げた旧校舎の両脇に立つ、二棟の新校舎が、まるで溶けるように姿を消しつつあったのだ。

　この現象に軍司は見覚えがある。理事長室で流音が具合を悪くしたとき、部屋の天井や壁がこのように消えていった。

「校舎が解体されているのか!?」

　建物はめまぐるしい速度で、コンクリートと鉄骨に分解され、どこかに消え去っていく。生徒用のイスや机などの調度品だけが残され、バラバラと土台がむき出しとなった地面に降り注いでいた。あの建物に人がいたらと思うと、ぞっとする光景だった。

　いや、それだけではない。

　中庭を囲む仮設スタンドの歓声は、いつの間にか悲鳴に変わっていた。

　校舎と同様に、スタンドを組んでいる鉄材も同様にバラバラにされ、いまにも崩れそうになっていたのだ。

　そんな混乱に拍車を掛けているのは、生徒たちを取り囲む無数の人影だった。

　全身灰色をした小柄の人間のようだったが、頭がやけに大きく、縦長の目はさらにもっと大きい。怪しげなＵＦＯ特番でよく見る、小柄の宇宙人そっくりだった。

　あの異様な姿と、いきなり顕現したことからして、ＡＰアルタプレイヤーのスキルが生み出したＮＰＣのようだが……

「いったい誰がこんなことを？」

「あ、あれはお姉様のグレイです」

　あたりの異変に驚いていた、天あ衣いが答える。

「あのＮＰＣたちは、理事長のスキルなのか？」

「元々は『シムシビリアン』に登場するゲームの邪魔をする敵キャラですが、《ザ・メイアー》の場合は、その効果範囲に邪魔なものがあったとき、あのグレイが現れて撤去をしていくんです」

「けど、理事長は改変タイプアルタネイトのＡＰじゃなかったのか。どうしてあんなＮＰＣを、しかもあんなにたくさん操れるんだ？」

「グレイは、《ザ・メイアー》を安全に実行するため、自動的に現れて決められたことをするだけで、サイドワインダーのような高性能なＮＰＣとは違うんです」

「……確かに、動きはのろいし、ぎこちないな」

　その動きを観察していると、天衣の言うとおり、グレイたちはスタンドにいる生徒たちを捕まえては学園の外に連れ出そうとしているようだ。冬ふゆ鹿かのサイドワインダーのように誰かに操作されているというより、働きアリのように機械的な動きだった。

　だが、仮設スタンドには生徒が満席状態で詰め込まれている。

　しかも、徐々に足場が解体されている状態で、あんな不気味な宇宙人に囲まれては、ＡＰのスキルに慣れている星せい泉せん学園の生徒たちであってもパニックに陥ってしまっている。

「理事長は、なにをするつもりなんだ!?」

　そうしている間にも、軍ぐん司じのいるほうにもグレイが迫ってきた。その動きは鈍いが、つやつやとした真っ黒い大きな目を持つ小柄の宇宙人が、よたよたと近づいてくる姿はかなり気味が悪い。

「これはなにかの作戦なのか!?」

　アタッカーである冬鹿を失ったことで、流る音ねが新たな攻撃を仕掛けているのではとも思ったが──

「いやっ、それは断じて違う。こんなことは打ち合わせにはなかった……！」

　そんな青ざめる冬鹿に、グレイの一人が手を伸ばしてきた。

「ちっ、近寄るなっ！」

　だが、ＨＰヒツトポイントがゼロとなった冬鹿はスキルの発動はおろか、立ち上がることもできない。

「やめろっ！」

　軍司は、動けない冬鹿の腕をつかむグレイを刀で斬きりつける。

　堅い木を打ち据えたような手て応ごたえがして、グレイの腕が石せつ膏こう像のように砕けた。

　すると、邪魔をされたと判断したのか、片腕を失った状態で、今度は軍司のほうに迫ってくる。

「いい加減にしろ！」

　しかたなく、軍ぐん司じは二の太刀で、その頭を切り落とす。頭部を失ったグレイは、糸が切れた操り人形のようにその場に崩れ落ち、細かな灰色の砂と化した。

「思ったよりも、弱いけど……」

「はい、数が多過ぎです」

　天あ衣いも《メディカルライフル》のノーマルショットで、迫ってくるグレイたちを狙そ撃げきしている。動きが鈍いため格好の標的だったが、ほとんど攻撃力のないライフルでは一撃必殺というわけにもいかない。何発も撃ち込まないと、その動きは止められなかった。

　一方、グレイの数は増すばかりだ。

　いつの間にか、スタンドは完全に包囲されてしまっている。

「覇は鳥とり軍司、こんなことは流る音ね様の本意ではない……あの人を助けてあげてくれ」

「助けるって、どういうことだ？」

「昨日、メガフロートの大規模修復したばかりでのバトルは、流音様のお身体からだに負担が大き過ぎたのだ。そのせいで《ザ・メイアー》を制御できずに、スキルを暴走させてしまっているのだと思う」

　軍司は理事長室で流音の身に起きた異変を目撃しているため、冬ふゆ鹿かの言葉がただの憶測ではないことがわかった。

　昨日のカフェで天衣は言っていた。

　強過ぎる力スキルはＡＰアルタプレイヤーに負担を与える──それが、このバトルで限界に達したとしたら？

　実況席では、混乱する生徒を落ち着かせるよう、アナウンサーが必死に呼びかけている。

『下の段の生徒から順番に避難をしてください。その宇宙人は危害を加えません。落ち着いて！　落ち着いて、順番に──！』

『ねえねえ、ちょっとこれ見てくれる？』

　懸命に叫んでいるアナウンサーに、社長が気の抜けたようなのんきな声で呼びかけた。

『こんなときに、なんですか……って、これは……なんなんですかぁ!?』

「ど、どうなってるんだ……」

　大型ＬＥＤディスプレイに映し出された光景に、軍司もアナウンサーと一緒に息を呑のんだ。

　それは特区のウォーターフロントを上から見下ろした映像だった。

『これね、我が社の定点カメラのライブ映像。あっちの騒ぎは、こっちよりずっとひどいみたいだよ』

　特区の象徴である、未来を思わせるウォーターフロントの地面に、黒々とした巨大な亀き裂れつがゆっくりと伸びていた。

　おそらく高層ビルの屋上あたりから撮影された遠景のため、その規模はすぐにピンとこなかったが、ひとつひとつが大きな船舶ほどあるメガフロートが、ゆっくりと分解されていっているのだ。

　亀き裂れつは主にウォーターフロントと鎌かま倉くらを結ぶ幹線道路に集中しており、まるで二つのエリアを分断しようとしているかのようだ。定点カメラでは音声は拾えないが、あそこでどんなパニックが起きているのか……社長に言われずとも容易に想像がつく。

『うーん、理事長はどうかしちゃったのかもね』

『社長、すぐに《ザ・メイアー》を止めないと！　なんとかならないんですか!?』

『なに言ってるの。まだ、バトルの最中だよ』

『えっ……どういうことですか？』

『もちろん、観客の避難誘導のほうは頑張ってちょうだい。でも、このバトルの邪魔をするのは許さないよ』

「バトルを中止しない……って、本気かよ」

　まるで軍ぐん司じの呟つぶやきが聞こえていたかのように、ＬＥＤディスプレイに映る社長がこちらを向いて話しかけてきた。

『きみたちがリタイアすれば、理事長を止めてあげてもいいよ。グレイが邪魔だから、横よこ須す賀かの米軍にスクランブルを要請して、理事長のいそうなところを空爆してもらおうか』

「理事長ごと、この学園を吹き飛ばすっていうのか!?」

『大丈夫、壊れた校舎はすぐに建て替えてあげるよ』

「そういう問題じゃないだろ！」

『だったら、きみたちで理事長を止めてみな。だいたい、このバトルはそんなに簡単にナシにしちゃっていいほど軽いモノだったのかい？』

　バトルを続けるか、それとも決着を社長にゆだねるか……軍司の選択によっては、特区か、学園かが甚大な損害を受けることになる。

　即断が必要とされるというのに、軍司はその責任の重さに、次の言葉が出てこない。

　そんな軍司に、いまだ身動きできない冬ふゆ鹿かは辛つらそうな顔で頭を下げた。

「悔しいが、いまの私にはなにもできない……流る音ね様を頼む」

　さらに、実況席のスピーカーから、社長とは別の野太い男の声が聞こえてきた。

『覇は鳥とり軍司、おまえが理事長を止めろっ！』

　意外にも、その声はこの特区で軍司が知っている数少ない人物──『ストリートレジェンドⅣ』のＡＰアルタプレイヤー、辰たつ雄おの声だった。

　見ると、スタンドに群がっていたグレイたちを阻むように、カラフルな壁が現れていた。

「あれは《ジュエルウォール》？」

　さらに、それを乗り越えようとするグレイたちは、真っ赤な服で口ヒゲを生やしたＡＰが頭を踏みつけていった。

　たったいま実況席で叫んでいた辰雄も、マイクを投げ捨て、グレイの群れへと飛び込んだと思いきや、竜巻のごとき回し蹴げりを繰り出し、一気に蹴散らしていく。

《ジュエルウォール》に守られたスタンドのほうでは、赤ヘルメットを被かぶりブラスターを構えたＡＰアルタプレイヤーの先生が「段差に気をつけるように！」と呼びかけながら、一般の生徒たちを避難誘導していた。

「みなさん、戦ってくれている……」

「ああ、さすがは星せい泉せん学園のＡＰだな」

　軍ぐん司じと天あ衣いはそんなＡＰたちの奮戦に心奪われていたが、すぐに我に返った。

「なら、俺たちは、俺たちのできることをやろう！」

　それは《フィールドコントロール》で流る音ねの居い場ば所しよを突き止め、《ザ・メイアー》を止めることだ。

「ただ、問題はどうやってそこまで行くかだな……」

　流音がいると思われる敷地の奥へと向かうには、グレイの密集地帯を通り抜けねばならない。学園のＡＰたちはスタンドを守るので精一杯で、こちらまで手を回らない。いまも崩壊を続けるウォーターフロントのことを考えると、遠回りをしている余裕もなかった。

「サイドワインダーさえあれば、空から行けるというのに……」

　悔しそうに呟つぶやく冬ふゆ鹿かの言葉で、軍司はひらめいた。

「そうか、その手があったか！」

　軍司は地面に膝ひざを突いて、座り込んでいる冬鹿と目線の高さを合わせる。

「な、なんだ……？」

「これから頼むことは、理事長を止めるために必要なことだ……よく、聞いてくれ」

「な、なんだ。流音様のためなら、私はなんだってするぞ！」

　冬鹿が力になりたそうにこちらを見ている。

　そんな冬鹿に軍司は告げた。

「じゃあ、これからは、俺のことを名前で呼んでくれ。俺もおまえのことを、冬鹿って名前で呼ぶ」

「こっ、こんなときに何を言っているんだ、貴様はっ!?」

　冬鹿は戸惑いと呆あきれの入り交じった顔をして、軍司を怒鳴りつける。

「理事長を助けるために、力を貸してくれ、冬鹿！」

「だ、だから、それには協力するが……だからって、どうして貴様を名前でなんか……」

「貴様じゃない。軍司だ。さあっ！」

「わ、わかったから……そう顔を近づけるな！」

　冬鹿はもう一度大声で怒鳴ると、顔を赤らめながらうつむき、ぼそぼそと呟いた。

「頼む、理事長を助けてくれ……ぐ、軍司……」

「俺を信じてくれて、ありがとう、冬鹿」

　軍司は自分のＰＤＳの《フィールドコントロール》の画面に、「美み優ゆ」「天衣」と並んで、「冬鹿」の名前が新たに表示されたのを確認した。

「冬鹿ちゃんが仲間に……これはやっぱり名前で呼んだせいですねっ！」

　後ろからＰＤＳの画面をのぞき込んでいた天衣が、嬉うれしそうな声を上げる。

「いや、それだけじゃないとは思うけどな」

「だとしたら……戦いの中で友情が目覚めたとか……？」

　そんな古い青春漫画みたいな理由ではなく──たぶん、一番の理由は、冬ふゆ鹿かが軍ぐん司じを信じて、流る音ねのことを任せてくれたからだろう。

　冬鹿にとって、それはバトル以上に大切なこと。目的が同じならば、仲間にだってなれるはず。

「なんだ、なんのことなんだ!?」

　軍司と天あ衣いの会話に冬鹿はわけがわからないといった顔をしている。

「いまは時間がないから、あとで説明する。冬鹿のスキル、ちょっと借りるぞ」

「馬鹿な。他人のスキルが使えるわけないだろう！」

「ああ、普通ならな」

　だが、軍司は美み優ゆのスミレ色のリングを顕現させたときのように、強く望んだ。

　群がるグレイたちを飛び越え、理事長のところへ運んでくれる白い翼──

　ただし、この《マテリアライズ》も万能ではない。

　相手のスキルを素材化するには、そのＡＰアルタプレイヤーと仲間となることが必要。軍司のことを信頼して、大切な力を預けてくれなければならない。

　それが、このスキルを使うための最重要条件だ。

　冬鹿が寄せてくれた信頼に応こたえるように、軍司の肩を守っていた装甲が白銀の翼へと変形していった。さらに、背中にはＳＦに登場するようなジェットパックが装着され、全体に美しいブルーのラインが施されたその姿には、サイドワインダーの面影が色濃く残されている。

　新たに目覚めたスキル《マテリアライズ》によって、冬鹿のサイドワインダーを素材として取り込み、軍司の望みを具現化マテリアライズさせたのだ。

「これで飛べるのか？」

　そうやって自問している間にも、軍司の頭の中には空を飛ぶイメージが流れ込んできていた。初めて《フィールドコントロール》に目覚めたときのように、自然とサイドワインダーの操作法が理解できる。

「それは……サイドワインダーなのか。他人のスキルを使うスキルなんて……！」

「軍司さん……それも《フィールドコントロール》の力なんですか」

　軍司の姿を目の当たりにして、冬鹿と天衣は信じられないといった顔をしている。

「いや、これは俺のもうひとつのスキル《マテリアライズ》だ」

「ええっ、もうひとつのスキル!?」

「まさか……どうしてそんな？」

　原則破りの二つ目のスキル──天衣と冬鹿が驚くのも無理はない。

「それは俺にもわからない……けれど、これだけは確かだ──」

　もしも、ＡＰの力が、望みを現実リアルとするものならば。

　いまの軍ぐん司じたちにとって、これは望んでいた必要な力。

「これで流る音ねのところまで飛べる」

　軍司は新たな翼を背にして、天あ衣いに手を差し出した。




「さあ、一緒に行こう！」






　　　　STAGE:6

　　　　「ヒーリングショット」






「理事長はあの建物の中だな」

　軍司の《フィールドコントロール》が感知した理事長の居い場ば所しよは、旧校舎の裏の高台にある、こぢんまりとしたほぼ正方形の木造の建物。

　中央に高く伸びた鐘しよう楼ろうのようなものがあり、見た目は教会か時計台のようだ。

　あの建物ならば、中庭での軍司と冬ふゆ鹿かの戦いを見下ろすことができる。あそこで流音が《ザ・メイアー》を使用していたのは間違いないだろう。

「あれは旧講堂……学園創設のときからある、お姉様の大切にしていた建物です」

「入口の前は、グレイだらけだな。屋根の上の鐘楼から入るか」

「それがいいと思います。そこなら、以前、何度もお姉様と一緒に景色を眺めに登ったこともあります」

　サイドワインダーによる飛行は、頭で考えるだけで自由自在な機動を可能としてくれるが……天衣をいわゆるお姫様だっこをしたままなのは、少しだけ気恥ずかしい。

「……変ですね。鐘楼に鏡みたいなものがあります。前はこんなものなかったはずですが……」

　旧講堂の鐘しよう楼ろうは東あずま屋やのように四方が大きく開放されているのだが、その開かれた部分に窓のように鏡が張られており、中に入ることができなくなっていた。

「これ鏡じゃないぞ」

　眼がん下かに広がる特区の風景はきれいに映っているというのに、奇妙なことに二人の姿はそこに映し出されてはいない。

　すると、天あ衣いはさらに奇妙な点に気づいたようだ。

「軍ぐん司じさん、変です。この鏡の風景にはウォーターフロントが映ってません」

「……本当だ。どうなってるんだ？」

　軍司は、背後にある特区のほうを振り向く。古い鎌かま倉くらの町並みの向こうには、高層ビルと、商業・工業施設が建ち並ぶウォーターフロントが広がっている。ここから三キロは離れているためはっきりとは見えないが、遠くにサイレンの音は鳴なり止やむことなく聞こえてくる。あそこでは、いまも《ザ・メイアー》のせいで、建物を支えるメガフロートの崩壊が続いているはずだ。

「これって、ずっと昔の風景をテレビみたいに映し出しているのか？」

「でも、鎌倉の町並みはいまと同じみたいですよ……まるで、特区からウォーターフロントだけをなくしたような……」

「特区から……なくした……？」

　いま流る音ねの《ザ・メイアー》はＡＰアルタプレイヤーの集う学園の新校舎を解体し、さらにウォーターフロントまで崩壊させようとしている。

　そうすることで、流音がいったい何を為なそうとしているのか……いくつものピースが、軍司の頭の中で組み合わさりつつある気がした。

「もしかして、理事長は特区をこの鏡に映った風景と同じにしようとしているのか……？」

「軍司さん、下から来ます！」

「なっ!?」

　鐘楼に気を取られている隙すきに、足元からグレイの手が伸びてきていた。無数のグレイが山のように積み重なり、互いの身体からだをよじ登って、軍司の飛行する高さにまで迫ってきていたのだ。それは、まるでゾンビ映画のワンシーンのよう。

「こ、こいつら！」

　驚いた軍司の意識に反応したのか、背中のサイドワインダーがグレイに光弾を掃射する。無防備に身を乗り出していたグレイたちは次々と打ち抜かれ、自らの身体で築いていた山もグズグズと崩れていった。

「よほど、俺たちを寄せ付けたくないみたいだな……逆に言えば、やっぱりここに理事長がいるということか」

　攻撃をやめて、軍司はグレイの手の届かぬ位置まで高度を上げる。

　それでもなおグレイたちは軍司に向かって、四肢を失った仲間の身体を乗り越え、踏みつぶし、迫ってきていた。そんな姿は蜘く蛛もの糸にすがる亡もう者じやを彷ほう彿ふつとさせる。

「時間がない──ちょっと乱暴だが、こいつをぶち破るぞ！」

　軍ぐん司じは天あ衣いを抱き直すと、サイドワインダーの砲門を鐘しよう楼ろうへと向けて、光弾を連射した。

　鏡は光り輝く破片を飛び散らせた──かのように見えたが、それは違っていた。

「なんだこれは？」

　飛び散ったのは破片ではなく、飛沫しぶきのようなもの。

　鐘楼を塞ふさぐ鏡は、見た目よりもずっとやわらかいゼリーのようなものだった。光弾はその表面を貫き、飛沫をあげるのだが……それでおしまいだった。弾たまの命中した部分は、すぐに元のなめらかな鏡面へと戻ってしまう。

　まるで粘度の高い液体を攻撃しているようなもの。

「くそっ……やわらかいってのは、硬いよりもやっかいだな」

　こうしている間にも、ウォーターフロントの崩壊は続いている。

　いくら社長がバトル続行を望んでいたとしても、あまりに被害が大きくなれば、理事長を止めるために行動を起こすことだろう。

　最悪、本気でここを爆撃されるかも──この特区では、オメガコンプレックスの社長がなにをしたところで不思議ではない。

　いくらＡＰアルタプレイヤーとはいえ、ＨＰヒツトポイントがゼロになれば生身と同じだ。

　そのあとで、さらに爆撃──いや、ただの瓦が礫れきが落ちてきただけでも、理事長は死に至るだろう。

「様子を見ている暇はない。着地する」

　軍司は意を決して、鐘楼の手すりの部分に降りた。

「向こうから攻撃をしてくるような様子はないようだな」

　手すりの上でヨロヨロとしている天衣の身体からだを支えてやりながら、軍司は空いたほうの手で鏡面に触れてみる。弾力はあるが、トランポリンを手で押しているくらいの強い手て応ごたえを感じた。

「ただ押したくらいじゃあ、びくともしないか」

「駄目ですか…………ええっ？」

　軍司にならって天衣もおそるおそる鏡面に触れるが、その途と端たん、変化が起きた。

　天衣が触れた部分の鏡面が、クリームを溶かしたようにぼやけていき、その奥に流る音ねの姿がうっすらと見えてきたのだ。

「……見てください。この奥に、お姉様がいます！」

「どうして中が見えるようになったんだ」

「私は、ただ触っただけなのですが……お姉様、天衣です。聞こえますか!?」

　天衣が必死に呼びかけながら鏡面を叩たたく。手を伸ばせばすぐ届く距離に流音がいるというのに、鏡面がそれを阻む。

　流音は祈るように両手を胸の前で組み、その表情はバトルをしているというより、まるでなにかを慈いつくしむように穏やかだった。

「この鏡は、天あ衣いだけに反応しているのか？」

　試しに、もう一度、軍ぐん司じは鏡面を触ってみるが、やはりなにも変化はない。

「このお姉様……まるで、この街の風景を見つめているみたい。以前、一緒に来た時も、こうして街を見てました」

「街を見ている？」

　確かに目は閉じているが、流る音ねの顔は眼がん下かに広がる学園や街に向けられている。

「もしかして、《ザ・メイアー》で壊される街を眺めている……？」

「そんなっ、お姉様はそんなことを望むはずがありません！」

「……そうだよな」

　軍司も、流音がそんなことをする人物だとは思えなかった。

　なにより、いまの流音の穏やかな表情と、その恐ろしい所行はまったく一致しない。

「だったら、理事長は何を望んでいるんだ」

「それは……私にもわかりません。お姉様はこの特区のことばかりを考えてらしたから。いつも一人で」

　天衣はいまにも泣き出しそうな表情を浮かべている。

　ただ一人で何かと戦い続けている姉を支えたくて、天衣はここまで来た。

　それがあと少しのところで、やはり手が届かない──そのもどかしさ、辛つらさに、耐えているのだろう。

「いつも一人か」

　軍司には、流音が一人でいることの理由に心当たりがある。

　それは、彼女が観測者オブザーバーであること。

　ただ一人、流音だけが、この世界の元の姿を覚えている──理事長室で、そのことを語った彼女はとても寂しそうで孤独に見えた。

「理事長一人だけが覚えている世界……！」

　そのとき、軍司の頭の中で、さっき組み合わさりそうになったピースが、ひとつの絵として形となった。

《ザ・メイアー》によって解体されているのは、ＡＰアルタプレイヤーたちの集う学園の新校舎。

　そして、オメガコンプレックスの中心であるウォーターフロント。

「もしかして……理事長は、この街を特区のない姿にしているのか？」

　そして、軍司は理事長室にあった絵──いま鏡面に映る、ウォーターフロントのない特区と同じ風景が描かれていた、あの小さな風景画を思い出す。

　観測者である流音には、軍司たちとは違う特区の──いや、鎌かま倉くらの記憶があるのだろう。

「理事長が望んだのは、街を破壊することじゃない。この鏡の中の風景を取り戻すことなんだ」

　それは、観測者である流音の中にだけある風景。

　オメガコンプレックスの特区ではない、昔の姿を保ったままの穏やかな門前町。

　発端は、冬ふゆ鹿かの言ったとおり、《ザ・メイアー》の連続使用によるものだろう。

　その負担が流る音ねの理性をはぎ取り、無意識下の望み──いや、鏡面の中の彼女の姿からして、それはもはや祈りとなっているのだろう。

　そんな想おもいを《ザ・メイアー》が現実のものとさせようとしている。それがこの暴走の真相だったのだ。

「この風景だけが、理事長の望み。受け入れられる世界……この鏡面は、改変アツプデートされてしまった世界との境界なのか」

　だとしたら、鏡面を越えて、流音の心に呼びかけられるモノなんてないのかもしれない。

　観測者オブザーバーとして、ずっと流音は一人きりでいた。

　この鐘しよう楼ろうで、この風景をたった一人で見てきた……

「いや、そんなことはない。一人じゃなかったはずだ！」

　答えはすぐそばにあった。

　流音と、一緒にこの風景を見たもの。

　流音が、なによりも大事にしているもの。

　透き通った鏡面は、その人を受け入れていた証あかしだ。

　軍ぐん司じは天あ衣いの顔を見つめる。

「きっと、天衣の声ならいまの理事長にも届くはず」

「あたしの声なら……？」

「もっと大きな声で……いや、そうじゃない」

　これまでずっと流音を支えてきた、もっと相応ふさわしいものがある。

「天衣の想いを《メディカルライフル》で撃ち込むんだ。サイドワインダーでは貫けなくても、ヒーリングショットなら届くはず。きっと、受け入れてくれる。理事長の望む世界に、天衣がいないはずはないんだ！」

　ところが、天衣はライフルを顕現させようとはせず、軍司から目をそらし、沈んだ表情で流音のほうを見つめる。

「どうした？」

「いっ、いえ……なんでもありません！」

　天衣はあわてたような顔をしてかぶりを振り、ライフルを顕現させる。

　ところが、いつもは輝かんばかりの白い銃身は、いまは心なしか曇っているかのよう。そして、天衣の顔を見れば、なにか迷いがあるのは明らかだった。

「もしかして、理事長をそっとしておいてあげたいと思っているのか？」

「そ、そんなことは……ありません。ただ、こんなに穏やかな顔をしているお姉様は……久しぶりで」

　このままにしておけば取り返しのつかないことになる。それは、天衣だって十分にわかっているだろう。

　だが、姉を休ませてやりたいという想いは、彼女がアルファトーナメントに参戦してまで叶かなえたい望みでもあるのだ。簡単に無視したり、理屈で越えられるものではない。

「だったら、こんな夢の風景じゃなくて……天あ衣いの顔を見るだけで、理事長があんなふうに安心できるようになったらいいんじゃないか」

　流る音ねは観測者オブザーバーとして、ずっと一人で街を守ってきたという。

　だが、アルタリアリティによって変えられてしまった世界の真実を知る者が、流音一人だけだとしても、それが孤独を生み出す理由にはならない。

　こうして、一緒にいてあげる人がいるのだから。

「天衣は、理事長を支えられるようになりたいんだろ？」

　天衣が望んでいるのは、あのように一人でいる流音の姿ではなく、姉妹、二人で一緒にいること。それは流音も同じはず。

「その想おもいを貫くためなら、俺をいくら利用してくれてもいい」

「軍ぐん司じさん……」

　さっきまで迷っていた天衣がその顔を上げたとき、メディカルライフルはいつも以上の輝きを取り戻していた。さらにその銃身の先には、光が結晶化したような鋭い銃剣が備わっている。

「これも軍司さんのスキル……？」

「いや、違う。天衣の望む力。想いを貫こうとする力が、新しい形を生み出したんだ……それは、天衣にならわかるはず」

　美み優ゆのスキルが想いによって《フィジカルフィーバー・フィート・ハンドレッド》となったように、これは天衣の望みが形となって顕現したもの。

　ならば、天衣はＡＰアルタプレイヤーとして、それを自然と理解できるはずだ。

「これは《メディカルライフル・ベイオネット》……私の貫く力……」

「行くぞ、天衣」

　進化したメディカルライフルを構えた天衣を、軍司は後ろから抱きかかえた。

「きゃっ！」

　軍司は天衣を連れて、サイドワインダーで再び空へと浮上する。

　眼がん下かに見下ろす旧講堂には、グレイが菓子に群がるアリのように建物を覆い尽くしており、鐘しよう楼ろうに迫ろうとしていた。

「ヒーリングショットは、あと一発。時間もない。正真正銘、これが最初で最後のチャンスだぞ」

「大丈夫です。私はもう迷いません！」

　天衣は両手にライフルを構え、その銃剣の切っ先を鐘楼の鏡面部分に向けた。その目は決意に満ちて、揺らぐことなくその奥にいる流音を見据えている。

「よしっ、行こう！」

　流音を守る鏡面に向かって、サイドワインダーを急降下させる。

　上空からの急降下で勢いをつけ、一気に鏡面を《メディカルライフル・ベイオネット》の銃剣で貫くつもりだった。

　ところが、その途と端たん、急に翼が傾き、勢いが横にそれた。

「なんだっ!?」

　いつの間にか、サイドワインダーの片翼にグレイがしがみついている。

「ど、どうやって!?」

　その謎なぞはすぐに解けた。空を見上げると、無数のグレイが宙を舞っていたのだ。

「こいつら、空から降ってきているのか！」

　空を飛ぶ相手に手が届かぬのならばと、その出現地点を空中に変えたようだ。

　だが、そのほとんどは軍ぐん司じに手も届かぬ位置を通り過ぎて、そのまま無残に地面に激突している。闇やみ雲くもに無数のグレイを降り注がせ、空を飛ぶ軍司につかみかからせるという……それは捨て身以下の最低な戦術。

　軍司はきりもみ飛行をして、取りついていたグレイを振り落としたが、そのとき身体からだに激痛が走った。

「くっ……!?」

　見ると、サイドワインダーの翼の一部が破損している。きっと、グレイが振り落とされたときに、翼をつかんだままはぎ取っていったのだ。

　ＮＰＣとしてではなく、軍司はサイドワインダーと一体化していたせいか、機体のダメージがダイレクトに伝わってきた。

「大丈夫ですか!?」

「気にするな。このまま突っ込むぞ。天あ衣いは理事長だけを見ていろ！」

「はいっ、わかりました！」

　普段の天衣からは思いもよらない、気迫に満ちた心地よい返事。

　軍司はそんな天衣を心強く感じながら、グレイが降り注ぐ空を突き進んだ。

　グレイの伸ばした手が翼をかすめて、機体が傾くが、強引に立て直す。

　まわりは落下するグレイに囲まれている状態。

　そんな中、軍司はわずかな隙すき間まを縫って飛行した。

　こんな状況でも、天衣は悲鳴ひとつ上げず、じっとライフルを構え続けている。そこに込められた、姉への想おもいを撃ち込むことだけを考えて。

　ならば、軍司にできることは、そんな彼女が目指す先──流る音ねのもとに届けてやることだけだ。

「いっけぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　冬ふゆ鹿かの想いが託されたサイドワインダーは、軍司の叫びに応こたえてパワーを一気に増す。

　グレイが両翼、片腕、片足と次々にしがみついてきたが、もう構いはしなかった。

　飛行するというより、砲弾のように真まっ直すぐ突き進む。

　だが、その目指す先に狂いはない。




　ズガンッ!!




　降り注ぐグレイの雨を突き抜けて、天あ衣いが構えるメディカルライフルの剣先が、鏡面に勢いよく突き立てられた。

　だが、鏡面を一気に貫くことはできない。そのはね返すような手て応ごたえに、サイドワインダーは急制動させられる。

　動きを止めた軍ぐん司じたちを待っていたかのように、鐘しよう楼ろうにまとわりついていたグレイまでもが一気に群がってきた。

「邪魔をさせるか！」

　軍司は天衣を身体からだで覆うようにして、グレイの手から守ろうとする。

　直接的な攻撃は仕掛けてこないのだが、軍司たちを鐘楼の鏡面から引きはがそうと、無数のグレイが背中を引っ張ってきた。無理に抵抗すると、繊細なサイドワインダーの翼は引き裂かれ、背面のジェットノズルがもぎ取られた。

「うぐっ……！」

　ＨＰヒツトポイント表示はあっという間にオレンジ。ここに来て、サイドワインダーの弱点であるもろさが、軍司を追い詰めていた。

　だが、軍司はそれを表情に出さぬよう必死に耐える。

「もう少し……もう少しです……!!」













　腕の中の天あ衣いは歯を食いしばり、ただ一点を見つめ鏡面を貫こうとしている。

　そんな天衣の姿に、軍ぐん司じはこれまでにない力強さを感じていた。

　ならば、ここから先は天衣に任せよう。

　文字通りに全身がバラバラにされるに等しい痛みの中、軍司にできることは一秒でも長く、天衣を守ってやることだけだ。

「頼むぞ、天衣……」

　その応援が、仲間として最後にできること。

　すると、まるで天衣を受け入れるように、ライフルの銃身が鏡面の奥へ奥へと突き刺さっていった。

「お姉様に……届いて……！」

　やがて、ライフルがぷつんとなにかを通り抜けた動きをした瞬間、グレイが軍司の身体からだからサイドワインダーをはぎ取った。

　背骨をもぎ取られたようないままでにない激痛と共に、目の前にゼロという不吉な赤い文字が浮かんだが、構わずに、軍司はあらん限りの力を込めて叫んだ。

「いまだ、撃てっ！」

「《メディカルライフル》──ヒーリングショット!!」

　姉への想おもいを込めたトリガーが引かれると、鐘しよう楼ろうの中は温かな薄紅色の光に満たされた。




　パァァァァァッ!!




　その光が鏡面を内側から突き破り、花が開くようにあふれ出すと、まわりにあれだけいたグレイも、砂のようになって一斉に姿を消していった。

「《ザ・メイアー》が……止まった……」

　軍司のＨＰヒツトポイントはゼロとなり、身体には力も入らない。

　だが、流る音ねの望みが暴走した《ザ・メイアー》の脅威はこれで去った。もうこの学園が爆撃されるようなことも、ウォーターフロントの被害が広がることもないだろう。




　──そして、鏡面のなくなった鐘楼の中には、流音が立っていた。

　祈るような姿をやめて、いまは目を開き、前に立つ天衣を見つめている。

「天衣…………」

　ふらりと倒れそうになる流音の身体を、天衣が抱きつくように両手で支えた。

「あなたに迷惑をかけてしまったわね……」

「いいえ、お姉様。ちっとも、そんなことはありません！」

　ヒーリングショットの輝きは、光の花びらのようになって鐘楼のまわりを散っていた。

　そんな光に囲まれ、姉を抱きしめ、満面の笑みを浮かべる天衣を見つめる流音の顔にもはや憂いはない。

　互いにとって、なにより大切な者へ向けた笑顔は、この光の中でもさらに輝いているかのようだった。






　　　　BONUS STAGE









『──理事長からのリタイア宣言を確認しました。よって、このバトル、軍ぐん司じ・天あ衣いチームの勝利です！』

《ザ・メイアー》によって仮設スタンドはほとんど解体されてしまっていたが、かろうじて残されていた実況席で、アナウンサーがこのバトルの決着を高らかに告げた。

『うんうん、あの二人に任せておけば、被害を一番小さくできるってわかっていたんだよね』

『確かに、天衣さんでなかったら、理事長を止めることはできなかったかもしれませんね』

『でしょ～？』




「……やっと勝てたか」

　ＨＰヒツトポイントゼロとなり身動きのできない軍司は、中庭のベンチでアナウンサーと社長の調子の良いやりとりに耳を傾けていた。もっとも、あんな騒ぎの中でも実況を続けていたのだから、アバターの社長はともかく、あのアナウンサーの根性には素直に感心させられる。

　このバトルは、鐘しよう楼ろうでのヒーリングショットにいたるまで、各所に設置された定点カメラによって全世界にネット中継されていて、そのアクセス数はすでに数千万に達している。

　これで軍ぐん司じがアルファトロフィーを引き継ぐのに相応ふさわしいＡＰアルタプレイヤーだと、少しは宣伝できたのではないだろうか。

　そして、もう一つの大切な目的──

「理事長、これで俺たちのアルファトーナメントの参戦を認めてくれますね？」

　軍司の隣には、さきほどバトルのリタイア宣言をしたばかりの流る音ねが座っていた。

　しまらない話だが、身動きのできない軍司を旧講堂から中庭まで連れてきてくれたのは、流音と天あ衣いの姉妹だった。もっとも、いま天衣は、軍司と同じくＨＰヒツトポイントゼロになっていた冬ふゆ鹿かのことを心配して、グレイから避難していた生徒たちのところへと行っている。

　だから、ここには軍司と流音の二人きりだ。

「それが約束ですものね。どれだけのことができるかはわからないけど、あなたたちをバックアップさせてもらうわ。私には六ろく波は羅ら栄え楠くすを止められない。ならば、あなた自身が強くなるしかないのかもしれない」

　アルファトーナメントの優勝経験者からそう言われると、なにより心強い。

「特区の被害も、早急に把握して《ザ・メイアー》で修復するつもりよ」

　中庭を囲む新校舎は、半分が消え去り、まるで建設途中のような姿をさらしている。

　それを見つめる流音の表情は固く、責任を重く感じているようだった。

「あまり無理をしないほうが……」

「大丈夫よ。バトルのような緊張状態でなければ、《ザ・メイアー》を使うのにそれほどの危険はないの。そもそも、私のスキルの由来となった『シムシビリアン』は街を建造するのを楽しむゲームで、バトルをするようなものじゃないのよ」

「言われてみれば『シムシビリアン』って、バトルとは真逆のゲームですよね」

「……でも、《ザ・メイアー》は、私にぴったりのスキルだと思っている」

「それは、理事長の望みが、学園や鎌かま倉くらの街を守ることだからですか？」

「そうね」

《ザ・メイアー》の引き起こした光景を辛つらそうに見つめる流音に、せめて今回の事件の真意が特区の破壊ではないことを自分は知っていると伝えたかった。

「私の思い出の中にだけある風景……せめて、この街にまだ残されている、その面影だけでも守りたいと思ってきた」

「その想おもいが強過ぎたってことでしょうか？」

「そうね……社長の宣言にあったように、ＡＰの原動力は望みを叶かなえようとすること。私はスキルを使い過ぎたことで、いままで抑えていた願望を暴走させてしまったのかも。本心では、こんな特区なんて──」

　流音は言葉の途中で、歯を食いしばるように口をつぐんだ。

　それを言葉にしてはならないと気づいたからだろう。

　軍司も一緒に沈黙する。あえて、流音の秘められた想いまで掘り返したいとは思わなかったからだ。

「──あなた、冬ふゆ鹿かのサイドワインダーを使っていたわね？」

　しばらくの沈黙のあと、流る音ねの口から出たのは、意外な問いかけだった。

「ということは、《マテリアライズ》が使えるようになったということかしら」

「なんでそれを!?」

　軍ぐん司じは流音の口から《マテリアライズ》の名が出たことに驚いた。

　そのスキルの名は軍司自身もさっき知ったばかりのこと。いくら流音が情報通だとしても、知るはずがない。

　いや、それだけではない。

　以前の面会のとき、流音は軍司の細かな個人情報までつかんでいた。

　どうしてそこまでこちらのことを知っているのか……軍司は、流音のことが不気味にさえ思えてきた。

　そんな戸惑う軍司に、流音はさらに問いかけてくる。

「ＡＰアルタプレイヤーになったばかりのあなたがなぜそこまで戦えるのか、不思議に思わない？」

「それはどういう意味ですか？」

　流音が負け惜しみを言っているのかと思ったが……すぐに、彼女がそんな人物ではないと思い直す。

　そして、言われてみて初めて、軍司もこれまでの自分の行動に違和感を覚えた。

　なにもわからないまま特区に連れてこられ。突然、ＡＰとなって──その数日後には、アルファトーナメント優勝者である、理事長にバトルで勝利している。

　高校の入学式のとき、平凡な生徒の一人と思っていた軍司。

　あのときの自分に、いまの姿が想像できただろうか。

「こうしろ」と言われて、「できる」と迷いなく答えられただろうか。

　だが、いまの軍司ならば、アルファトーナメントに挑戦などという無謀なことでも「できる」と即答するだろう。

　特区に来る前、入学式の帰り道の自分。

　そして、いまＡＰとなった自分。

　この二つの自分に対して、軍司はギャップのようなものを強く感じた。

「もしも、あなたが記憶しているこれまでの人生が、すべてアルタリアリティによって改変アツプデートされたものだとしたら？」

「えっ…………？」

「あなたは、以前、この特区でＡＰとして暮らしていた。その頃のスキルが、あの《マテリアライズ》──とても強力で特殊なスキルよ」

「そんなこと……あるわけが……」

「あなたの記憶を書き換え、新しい人生を与えて、特区から追放することを望んだ人がいたとしたら？」

「まさか、そんなこと！」

　反射的に否定しながらも、頭の中では完全にその可能性を排除できずにいた。

　流る音ねが自分のことについて異様に詳しい理由も、これで説明がつく。

　観測者オブザーバーである流音は、この特区の姿は、そこに暮らす人たちの記憶ごと改変アツプデートされてしまったと言った。

　ならば……人ひとりの生涯の記憶を書き換えることなど、造作もないことでは？

　だが、それを受け入れてしまうことを、強く拒否しているモノが軍ぐん司じの内側にいる。

　それは自分自身を形作っている自我──軍司の最も根本的なところ。

　それが壊れてしまえば、自分が自分でなくなってしまう。

「だいたい誰が、なんでそんなことを──」

　それは自分を守るための、ささやかな反論だった。

「その人は、あなたが特区に〝災厄〟を招くと言っていた……これは前にも話したわね」

「その人というのは……」

　アルタリアリティに望みを叶かなえてもらえる人物。

　そして、この自分を特区から必死に出て行かせようとしていた人物。

　そんな人物に、たった一人だけ心当たりがあった。

　だが、軍司の心の内では、その先の名を聞きたくないと叫んでいる。

　それを聞いてしまえば、なにかが崩れてしまう。

　けれど、聞かずにはいられない。なぜなら、それが自分の求める答えに近づくのに必要な一歩だったから。




「あなたの世界を改変したのは、美み優ゆよ」




「…………!!」

　それは、軍司にとって、息をすることさえ辛つらくなるほどの衝撃。

　ただ、覚悟もしていた。

　流音の言う記憶が改変される以前、軍司は美優と出会っていたとしたら。

　すべてのきっかけとなったストラップ。

　そして、軍司が美優に感じた、心のざわつき。すべての説明がつく。

　ただ、ひとつだけ根本的な疑問がある。

「どうして……美優は──」

　当たり前の問いかけだったが、軍司は途中で口をつぐんだ。

「理事長、その姿は……!?」

　さっきまで元気だったというのに、いまの流音は目に見えて憔しよう悴すいしきっていた。

「天あ衣いのおかげで具合は良くなったと思ったのだけど……やっぱり、昔のことを語るのはこたえるわね」

　顔色は青ざめ、唇も死人のように色を失っていた。

　なにより、流る音ねの艶つややかな美しい髪の一房が、みるみるうちに真っ白になっていった。それは白髪になるというより、以前、理事長室で流音の存在が希薄になったときと同様の変化のように見えた。

「もしかして……それは、俺に観測者オブザーバーの知識を語ったせいで？」

　流音は額から垂たれる、白く変わってしまった自身の髪の一房を少しの間だけ見つめていたが、それを軍ぐん司じから隠すようにかき上げて答える。

「気にしなくていいわ。これはあなたへのお礼……でも、私が語れるのはこれが限界ね」

「──十分です」

　いまの流音の姿を見てしまっては、これ以上、無理をさせることはとてもできなかった。

「私も、以前のあなたが普通のＡＰアルタプレイヤーではないと思っていた。けれど、どうして美み優ゆがアルタリアリティに望んでまで、あなたを特区から追放するほどに危険視をしていたのか……すべては知らないの」

「そうですか……」

「でも、観測者でなくても、世界を改変アツプデートさせた本人なら、あなたに真実を語れるはず」

「美優だったら……」

　軍司の中で、美優に対する想おもいが複雑に入り交じる。

　その想いの中には、多くの疑問の答えを抱えたままいなくなってしまった、彼女に対する怒りまでも含まれていた。

　だが、それらすべてを覆い尽くして、心に浮かぶのは──




　栄え楠くすを前にしても、最期まで軍司の味方であり続けようとした美優の姿。




　それは軍司の胸の奥に、深く、深く刻み込まれて、もはや身体からだの一部のようだ。

　ただ、そんな美優の姿を思い浮かべると湧わき上がるこの気持ちを、どうしても、うまく言葉にすることはできない。

　つらい。悲しい。憎い。愛いとおしい……いや、あえて言葉にするのならば。

　ただ、ただ、苦しい。

　おそらくこれは、美優との過去が、自分の中から失われてしまっているせいだ。

　すっぽりと抜けてしまった歯車のせいで、心が軋きしんでいる。

　この苦しさを止めるには？

　深く刻まれた、美優の姿から解放されるには？

　そして、すべての疑問の答えを得るには？




「軍司さーん！」

　その声に軍司が顔を上げると、校門のほうから駆けてくる天あ衣いの姿が見えた。

　辰たつ雄おに肩を借りている冬ふゆ鹿かや、他のＡＰ、生徒たちも一緒だ。

　渦巻く想おもいに心を奪われていたが、いまの天あ衣いの声で我に返ることができた。

　天衣たちのほうを見つめる軍ぐん司じに、流る音ねが確かめるように問いかける。

「あなたは、あの子とどうしたいの？」

　その問いに、軍司は自身の想いを──望みを、はっきりと言葉にした。




「アルファトーナメントで優勝します」




　軍司がすべきことは、なにも変わっていない。

　最初からそのひとつだけだった。






　あとがき









　家に帰ると、いつも玄関の扉に、怪しい宗教のチラシが貼り付けてあります。

　それを破り捨て、いつもの部屋に戻ると、すぐに手に入れた戦利品の整理。

　後ろでは、白い歯が美しい、緑色の肌をしたスーパーミュータントが「ずっとお前を待っていた」と嬉うれしそうに叫んでいます。

　ふふふ、可愛かわいいやつめ。

「ああ、生きているな」

　そう実感させられる、最高の瞬間です。

　しかし、楽しい時間はいつか終わるもの。

　現実に帰るときが来ました。

『ＦＡＬＬＯＵＴ３』の世界から戻って、仕事を再開せねば。




　ご多分に漏れず、人生に大切なことのいくつかはゲームで学んだ世代です。

　あとの大切なことは、漫画とか、アニメとか、映画とかで学びました。

　おかげさまで、皆様にこのような本をお届けするお仕事をさせていただいております。

　この本が人生の糧になるとまでは申しませんが、皆様のちょっとした息抜きとなってくれれば幸いと思っています。

　息抜きは大事ですからね。

　人生は常にハードモードのオートセーブ。

　息抜きの合間に、気が向いたらスコアアタックするくらいがちょうど良いかと。

　よしっ、あとがきの仕事はしたので、そろそろ息抜きに戻ろうか。




　──と、その前に、お世話になった多くのかたがたに謝辞を。

　吟様、素敵なキャラクターデザインと、イラストをありがとうございます。私服の美み優ゆが大好きです。

　そして、担当様を始めとして、この本に関かかわってくださったすべての皆様。

『信長の野望』、『モンスターハンター』、『シムシティ』、『グラディウス』、『ドラゴンクエスト』、『ストリートファイター』、『スペランカー』、『スーパーマリオブラザーズ』、『コラムス』などなど、人生の糧となってくれたすべてのゲームたち。

　なにより、ここまで読んでいただいた読者の皆様に、最大限の感謝を！




　次の巻では、修行編とか予選大会とかすっ飛ばして、さっそくアルファトーナメントが始まりますよ。乞うご期待。
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